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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■一章　黒くろ猫ねこさんが通る。







「初はつ音ねお姉ちゃん、ただいま！　今晩の晩ご飯何？」

「こら、優ゆう樹きさんったら、手も洗わずに泥だらけで台所に入ってきて。今日は優樹さんの好きなハンバーグよ、だから早く手を洗ってうがいをしてらっしゃい」

「うん、初音お姉ちゃん！　やったーハンバーグだ！　半熟たまごもつけてね！」

「優樹さんは本当に毎日元気ね。そんなに走り回ったら転ぶわよ？」

「うん、毎日楽しいから！　お姉ちゃんと一緒だから、すっごく楽しいよ！　お母さんもお父さんも仕事で忙しいけど、初音お姉ちゃんがいてくれれば、それだけで楽しいし、嬉うれしいよ！」

「ふふふ、そうね、私もよ」

　初音お姉ちゃんは料理の手を止めて。

　振り返って、小さなオレに向かって優しく微笑ほほえむ。

「私も、優樹さんと一緒にいて。優樹さんに会えて。とっても、嬉しいの。――だって」

　そして、彼女は瞳ひとみを閉じて、小さく呟つぶやく。

「……だって、優樹さんは、私の。私だけの、大切な人だもの」




　小学校低学年のころ。

　両親は共に仕事で忙しく、オレはよく猫びよう桐どう茜あかねさんに世話してもらっていた。

　茜さんも忙しい時は、一人家で過ごした。

　作り置きの食事を電子レンジで温め、居間でテレビを見ながら一人で食べる。

　お風ふ呂ろに入って、寝る頃ころになってようやく両親が帰ってくる。

　そういう生活をしていた。

　だけど、オレこと倉くら田た優ゆう樹きは小学校三年生の頃、詩し猫びよう初はつ音ねお姉ちゃんと出会った。

　お姉ちゃんが家の近くに引っ越して来たのがきっかけで、近所づきあいをするようになったのだ。

　彼女は年上の優しいお姉さんで、将来は小学校の先生や保育士など子供の面倒を見る仕事に就きたいと語ったらしい。

　それをきっかけに、オレは初音お姉ちゃんに面倒を見てもらうようになった。

　初音お姉ちゃんは煮込みハンバーグが得意で作ってくれた。

　二人一緒にご飯を食べ、ほほについたご飯粒を彼女に取ってもらったこともある。

　勉強も教えてもらった。

　初音お姉ちゃんが黒い髪を耳にかけ、ノートより白い指で算数の解き方を教えてくれる。　その一連の動作に子供だったオレはどぎまぎした。

　ある日上級生たちと公園のブランコの順番でケンカした。

　相手は二つ上で、二人がかりで殴ってきた。

　周りにいた友達は、怖がって加勢してはくれなかった。

　オレはケンカに負けた上、漏らしてしまった。

　泣きながら家に帰ると、初音お姉ちゃんが待っていた。

　彼女は何も聞かず、オレをお風呂に入れた。

　そして眉まゆをしかめることもなく、汚れたズボンと下着を洗ってくれた。

　詩猫初音お姉ちゃん。

　オレの初恋の女性。

　彼女と出会ってから約一年後――別れの言葉もかわさずある日、煙のように消えてしまった。

　初音お姉ちゃんが居なくなったと知ったオレは、学校が終わると自転車で町中を走り回り彼女の姿を探した。

　親に怒られても何度も、何度も。

　しかし、結局彼女を見付け出すことができなかった。

　それから小学校高学年になり、中学校にあがる頃には顔も、思い出も色あせ名前すら霞かすんで呼べなくなってしまった。

　まるで初はつ音ねお姉ちゃんを忘れることで、心に負った傷をごまかそうとするように――

　だが、それから約八年後。

　オレは再び、初音お姉ちゃんと出会った。




　初音お姉ちゃんが、和傘を細い肩にかけて振り向く。

「……久しぶりね。優ゆう樹きさん」

「おねえちゃん……初音、お姉ちゃん？」




　彼女は猛スピードで襲い来るトラックから、不思議な術を使い、オレを助けてくれたのだ。

　突然の事態に驚くオレに、彼女はいつもの柔らかい微笑ほほえみで応えてくれた。

　現在、彼女は倉くら田た家の居間に居る。

　隣には見知らぬ男が座っている。

「皆さん初めまして、詩し猫びよう初音です。昔優樹さんとは近所で、よく一緒にご飯を食べていました。この家も、全然変わってなくて驚いたわ」

　懐かしそうに辺りを見渡す初音お姉ちゃん。












　日は完全に落ち、カーテンを閉め部屋に光を灯ともす。

　オレは正面に座る彼女に視線を向けた。

　墨色の髪を首筋まで伸ばしおかっぱに切りそろえていた。

　喉のどには見覚えのない黒いチョーカーと二つの鈴が揺れている。

　彼女の指も、腕も、足も折れそうなほど華きや奢しやで、肌は赤ん坊のようにシミひとつなく真っ白で瑞みず々みずしかった。

　桃色のほほに、血色のいい唇。

　身長も女性にしては高く、一六〇センチ以上あるだろう。

　何より目を引くのは、その瞳ひとみだ。

　キレイな二重で、大きいのに大正や明治時代に生きる女性みたいな力強さが宿っている。

　昔、悪さをしてこの目に黙って見つめられるだけで、反省し謝罪したものだ。

　着ているのもまた古風で、旧型のセーラー服だ。

　胸元の赤いスカーフと浮世離れした肌以外は、全すべて黒で統一されていた。

　初はつ音ねお姉ちゃんとはオレが小学校三年の時に出会ったままの姿形をしている。

　彼女と出会った瞬間、忘れていた名前や記憶が箱から飛び出すように思い出した。

「ちなみに優ゆう樹きさんとは昔、一緒にお風ふ呂ろに入ってたこともあるのよ。シャンプーが苦手で、よく目に入って泣いてたわよね」

「お、お姉ちゃん！　今ここでそんな事言わなくても！」

「それに一緒に湯船に入ったら、水中に潜って私の胸をじーっと見てたっけ。あの頃ころから、優樹さんは年上好きだったのね」

「ちょ、ちょっと待って！　そんな恥ずかしい過去をあっさりと暴露しないでよ初音お姉ちゃん！」

　後ろから視線が突き刺さる気がするが、きっと気のせいだと思いたい。

　慌てるオレを見て、クスクスと微わ笑らう初音お姉ちゃん。

「これ、つまらないものですが」

「はぁ、どうも」

　男は手にしたドラ屋の包みを差し出してくる。

　オレはどんな反応をしていいか分からず、曖昧に答えた。

　あらためて男を観察する。

　髪の毛と肌がとても白い。

　メラニン色素がないアルビノと言われたら納得するほど白く、ふっと消えてしまいそうな儚はかなさを宿している。

　男にしては柔和な顔立ちで真っ白なスーツに袖そでを通している。

　一般人がこんな白で統一したスーツを着たら何かの冗談扱いされるだろう。

　しかし彼には妙に似合っており、バカにする気が起きない。

　仕草や行儀が丁寧で育ちの良さが滲にじみ出でているせいだろうか？

　男が説明を始める。

「ではあらためてご挨あい拶さつを。僕は百鬼夜行の妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かい所属、猫ねこ叉また一族の猫ねこ叉また木ぎ志し郎ろうと申します」

「猫ねこ又また!?　それに妖調査委員会って……」

「ええ、ワタシが所属していた組織よ。猫叉木さんは元上司よ」

　オレの左後ろに座って様子を窺うかがっていた兎うさ月つきありすに視線を向けると、彼女は微笑ほほえみ答えた。

　彼女は因幡いなば一族と人間のハーフで、ある事件を起こし現在はその罪を償うためオレの個人的なメイドとして側にいる。

　それまでは百鬼夜行の妖調査委員会に所属していたのだ。

　緩く長いウェーブの髪、黙っていれば大人おとなびた美人で、ロングスカートのメイド服がよく似合っている。

　そんな彼女が説明を続ける。

「趣味は募金。休日はもっぱらボランティア活動をしているらしいわ。仕事もできて、物腰も丁寧で、他者と交流することが好きな好青年。ユウキとは正反対の人物ね。そのため百鬼夜行＆四し生しよう楼ろうから信頼を得ている珍しい妖よ。みんなは親しみを込めて『白猫さん』って呼んでいたわ。ちなみにショウとは幼なじみらしいわよ」

「「「えぇっ!?」」」

　オレと猫又一族で、オレの幼なじみ兼婚約者の猫ねこ柳やなぎ愛め衣いとその親友で犬いぬ神がみ一族、同じくオレの婚約者の戌いぬ威い小さ夜よちゃんが驚きの声をあげる。

　考えてみればショウにだって親がいて、兄弟がいるかもしれない。

　幼なじみがいたって別におかしくはないのだ。

　しかしあの人相極悪で、俺おれ様主義的な奴やつにちゃんとした友人がいるとは驚きだ。

「……お兄ちゃん、『ショウ』って誰だれ？」

　右後ろに座っていた狐きつね火び久遠くおんが尋ねてくる。

　天てん狐こ一族の妖で、現在は一緒に住んでいる女の子の一人だ。

　焼き菓子みたいなキレイな焦げ茶色の髪を、左右ふたつに分けている。

　肌は白桃のように白く艶あでやかで、まるで人形みたいに可愛かわいらしい少女だ。

「愛衣の元婚約者だよ。猫又一族には古い伝統で力の強い者同士が結婚する決まりがあったんだよ。でも、今はもう破棄されて愛衣はオレと婚約してるけどな」

「そうだったんだ！　愛衣ちゃんはそらと一緒だったんだね」

　と、脳天気でデリカシーの無い声こわ音ねが居間全体に響いた。

　現在最強の陰陽師にして、四し生しよう楼ろうの一角、千ち影かげ一族の現長――千ち影かげそら。

　そらはジャージ姿だった。

　普通は地味な印象を抱くが、彼女に関してそれはない。

　アゴ先までのびたややクセっ毛の髪に、水を弾はじく赤ん坊の肌。

　何よりジャージを押し上げる胸！

　その大きさは超人類級で、この胸を揉もめるなら死んでもいい、という男子がいてもおかしくない立派な胸だ。

　大きいだけではなく、形もキレイで、ほほの肌つやからも想像できる通り胸も大理石のように滑らかでシミひとつ無い。

　こんな美お味いしそうなおっぱいを持っているくせに風ふ呂ろ上がり、バスタオル一枚で歩き回ったりするから目のやり場と理性を保つのに苦労している。

「ほぉ～その風習まだ残ってたのか。妾わらわは反対したのに。まったく、猫は年長者の話をきかんのじゃ」

　上座で十一月にもかかわらず裸の上にオレのＴシャツだけ来た風ふうがさらりと重大発言をする。

　鎌かま鼬いたち一族の妖あやかしで妖組織・百鬼夜行と陰陽師組織・四生楼に同盟を結ばせた立役者。

　自称、妖界の坂さか本もと龍りよう馬ま。

　丸い形の獣の耳に切りそろえた前髪。

　腰まで伸びた髪をなびかせ、三つ重ねた座布団の上にあぐらをかいている。

　外見は一番幼いが、実年齢は百年以上生きている古い妖だ。

「ちょっと待って風！　あの風習に反対したって!?」

「なのじゃ。昔、猫ねこ又また一族の長おさを世話してやっての。宴会の席でその時の長おさが力説したのじゃ。妾は反対したんじゃがの」

「ふ、風……オマエが、オマエがもっと反対してくれていたら……」

　そうすれば愛め衣いと小さ夜よちゃんに二ふた股またをしなくて済んだのに。

　口にしたら怒られるから、心の中で呟つぶやく。

　猫ねこ叉また木ぎ志し郎ろう――通称『白猫さん』は彼女たちの台詞せりふに微苦笑しながら、話を続ける。

「それで今回僕たちが伺わせて頂いた理由を単刀直入に申しますと、倉くら田た優ゆう樹きさんの命が狙ねらわれているからです」

「オレがですか？」

「倉田さんが『神かみ喰くい一族』の生き残りだということはすでに百鬼夜行、四生楼は存じておりました。しかし我々はずっとそのことを黙認してきました」

「それはどうしてですか？」

　素朴に尋ねる。

「『神かみ喰くい一族』は現代社会でいう核兵器のようなモノです。使い方次第では、一族を根絶やしにすることも造作もありません。そのため百鬼夜行、四し生しよう楼ろうどちらの組織が動きを見せても問題になってしまう。鎌かま鼬いたち一族の風ふうさまがお作りになった現在の共存関係が瓦が解かいする恐れがあります。だから、互いに知らないふりをしていたのです」

　しかし状況が一変しました――と、白猫さんが表情を引き締める。

「現在、倉くら田たさんはある秘密結社に命を狙ねらわれています」

「秘密結社？」

「……秘密結社とは、結社の存在そのものが秘匿される、又は、結社の存在は公になっていない組織、政府など公の機関でないものを言う」

「あいかわらず物知りだな。ありがとう久遠くおん」

「……そんなことない」

　オレは振り返り、お礼の意味を込め久遠の頭を撫なでる。

　彼女は嬉うれしそうに目を細めた。

「その秘密結社『高たか天まが原はら』は、日本の国を八や百お万よろずの神々が存在した頃ころの姿に再び戻そうとしているのです。その考えに賛同する人間や妖あやかしは多く、百鬼夜行や四生楼の上層部にまで食いこんでいると噂うわさがあるぐらいです。そのため妖を蘇よみがえらせるどころか根絶やしにする可能性を持つ、『神喰一族』の生き残りである倉田さんを抹殺しようと動き出したのです。さきほども申した通り、百鬼夜行と四生楼は現在の協力関係を壊したくありません。ですから『高天原』の思想を敵視しています。まぁ、現実はそれぞれの上層部が現在握っている利権を手放したくないというものですが」

　白猫さんは軽く肩をすくめる。

「しかし、『神喰一族』は百鬼夜行と四生楼にとってデリケートな問題です。一致団結しなければいけないこの時期に、下へ手たに動いて互いの信頼関係を損ないたくない。そのためボディーガードを付けることになったんです。ただそのボディーガード選びが難航してしまって」

　指を折り条件を口にする。

「まず倉田さんは学生で平日の大半を学校校舎で過ごすので、同じ学校に通えること。次に襲撃者――今回は大型トラックでしたが――などに対応し渡り合える人材。また最悪、死亡しても百鬼夜行と四生楼に影響や問題を及ぼさない人物。その条件全すべてを満たしたのが彼女です」

　全員の視線がオレの初恋の女性、詩し猫びよう初はつ音ねに注がれる。

　初音お姉ちゃんは、そんな視線を歯し牙がにもかけず、

「美お味いしい。お茶の淹いれ方がとても丁寧ね」

　出されたお茶の感想を呟つぶやいていた。

「彼女の容姿なら学校に編入でき、あの『黒くろ猫ねこ事件』の張本人で実力も折り込み済みです」

『黒猫事件』

　聞き覚えのある名称だった。

　記憶を辿たどり思い出す。

　オレは正面に座る白猫さんと後ろにいるありすにそれぞれ問う。

「『黒猫事件』って初めてありすがこの家に来たとき口にしたよな？　あのときは聞きそびれたけど『黒猫事件』ってなんだ？」

　その問いに愛め衣いたちまで表情を硬くする。

　ありすがその質問に答えた。

「黒猫事件――猫ねこ又また一族の『黒猫』こと詩し猫びよう初はつ音ねが、四し生しよう楼ろうの研究施設を破壊し、研究者や関係者、一般人三百人以上に重傷を負わせた事件のことよ」

「さ、三百!?」

　その人数に驚き、初音お姉ちゃんに視線を向けるが、彼女に特別な変化はなかった。

　ありすの説明を白猫さんが引き継ぐ。

「その後、彼女は行方を晦くらましましたが、我ら妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かいにより捕縛。のち強制施設内の地下八階厳重収容室送りとなったのです」

「事情は分かりました。ですが、そんな危険人物を優兄さんのお側に置くわけにはまいりません。ボディーガードなら私たちだけで十分です」

「小さ夜よちゃん！　初音お姉ちゃんにそんな」

「優兄さんは黙っててください」

　小夜ちゃんは珍しく語気を荒げる。

「たしかに倉くら田たさんの周りには犬いぬ神がみ一族次期当主さまや猫又一族の『仙せん狸り』、現在最強の陰陽師までいらっしゃる。戦力としては申し分ない、というよりむしろ十分すぎる程ですが、何度も言うように今回は綱渡りのようなデリケートな問題なのです。なので基本的にボディーガードは我々が指名した彼女にやらせるようお願いします。これも百鬼夜行と四生楼の健全な同盟継続のためですので、どうかご容赦ください」

　さらに白猫さんが付け加える。

「また彼女は重犯罪者ですが、倉田さんたちに手を出すことは絶対にありませんのでご安心ください。彼女の首輪チヨーカーには高性能爆薬が埋め込まれており、不審な行動をした場合爆発し首が吹き飛ぶ仕掛けになっています。さらに最新科学と陰陽技術で正式な手順以外の取り外しは絶対に不可能なんです」

　ＧＰＳ機能も埋め込まれており、逃亡阻止も万全らしい。

「酷ひどい……いくら犯罪者だからって初音お姉ちゃんにそこまでやる必要はないでしょうが！」

「いえ、これでも手ぬるいぐらいです。彼女の犯した罪を考えれば」

　白猫さん――いや、いくら目上でもこいつを『さん』付けするのが嫌になる。

（こいつ――なんかムカつく）

　喋しやべり方かたはとても丁寧だし、物腰だって品がある。

　だが、それらが妙にうすっぺらいのだ。

　本心を隠すことになれた人間特有の気配がして信用におけない人物だった。

　できることならさっさとお帰り願いたいぐらいだ。

　ここまで反りが合わない奴やつは初めてだな。

　あのショウでさえオレはこんな感情を持ち合わせなかった。

　まぶたを絞り、白猫を睨にらみ付つけていると、

「私に不満はないわ」

　初はつ音ねお姉ちゃん本人が、批判を否定する。

「ボディーガードをする代わりに、ある程度の自由が保障されているし、今まではずっと地下深くの監獄にいたけど、この仕事の間だけは外で一人ぐらしができるわ。監視カメラと盗聴器付きだけど。だから、優ゆう樹きさんが怒る必要はないわ。現状、私は満足しているから」

「お姉ちゃん……」

「お話は以上です。彼女の家についてはこの近くにアパートを借りました、城じよう南なん高校の転校手続きは終わっていますので明日からよろしくおねがいします」

　白猫は話を切り上げると、一礼して立ち上がり、初音お姉ちゃんをうながして玄関へと向かう。

「優樹さん、また明日学校で。遅刻してはダメよ？」

「うん、分かってるよ。オレだってもう高校生なんだから」

「そうね。もう高校生なのね」

　彼女の瞳ひとみが遠い過去へと飛ぶ。

　約八年前のオレを思いだしているんだろう。

　彼女は意識を現実世界に戻すと、赤ん坊をあやすような優しい笑みをこぼした。

「お邪魔しました」

　扉がしまる。

　玄関には初音お姉ちゃんの懐かしい、甘いシャンプーの仄ほのかな匂においが残る。

「ずいぶん嬉うれしそうね、優樹」

「へぇ？」

「優兄さん、鼻の下が床に付くほど伸びてますよ」

「ユウキって本当に凄すごいわね。ワタシたちの目の前で、遠慮無く他ほかの女性――しかもワタシたちとはまったく違うタイプの人にデレデレするなんて。その勇気だけは認めてあげるわ」

「……お兄ちゃんキモチワルイ」

「妾わらわの前で他ほかの女にデレデレしおって！　このダメ婿め！」

「ちょっと待て風ふう！　誰だれがダメ婿だ！　ってか初はつ音ねお姉ちゃんがダメで、どうして愛め衣いたちはいいんだよ」

「なぜじゃと？　分からぬのか？　なぜなら、妾が一番の年上のお姉さまで、美び貌ぼう＆ナイスバディー。この中で一番婿殿の理想に近いのが妾じゃから問題ないのじゃ！」

　えっへんと臆おく面めんもなく胸を張る。

　風さまパネェ！　マジパネェ！

　それを本人たちの前で言うか!?

　愛衣たちの視線が鋭く、険しくなる。

　愛衣が口元を引きつらせながら、

「とりあえず風さまには色々言いたいことはあるけど……」

「まずは優兄さんとお話ししましょうか。ええ、夜通しで」

　と、小さ夜よちゃんがこめかみを引きつらせながら愛衣の言葉を引き継ぐ。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なんの話をするのさ！　今回オレは別に何も悪いことしないだろ!?」

『問答無用！』と一緒に暮らす女の子たちに叫ばれ、オレは再び居間へと引きずり戻された。





　◇






　翌日、月曜日。

　朝、学校に登校すると、机に座り家のみんなで雑談を交わす。

　愛衣たちもＨＲが始まる前まで話に加わる。

「昨日聞き忘れたんだけど、どうして初音お姉ちゃんは四し生しよう楼ろうの研究施設を破壊したんだ？」

　隣の席に座るありすが、太ふと股ももを組み替えながら言う。

「黒くろ猫ねこ事件に関する動機が記されている資料、関係者の証言記録、証拠なんかは全部『機密』の文字で非公開よ。妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かいの上層部でも一部の人しか閲覧できないぐらいガチガチに固いの」

「猫ねこ又またなら愛衣は何か知らないのか？」

「全然、まったく、これっぽっちもよ」

　ありすの机に腰を下ろした愛め衣いが肩をすくめる。

「だいたい名前だって初めて知ったもの。しかもあの黒くろ猫ねこさんが優ゆう樹きの初恋の人だったなんて」

　昨日、初はつ音ねお姉ちゃんが帰った後、愛衣たちの説拷教問の最中に彼女との関係を白状させられた。

　初めて出会ったのは約八年前で、当時、両親の仕事が忙しく彼女に近所のよしみで世話をしてもらったのだ。

　その彼女こそ、詩し猫びよう初音――オレの初恋の女性だと。

「マジで？　どうして名前を知らないんだよ？」

「彼女が黒猫さんだからよ」

「？」

　愛衣は眉み間けんに皺しわを寄せ、あまり話したくないといった態度を取る。

「猫ねこ又またの力の強さは毛の色で決まるのよ……」

「ああ、それなら知ってるぞ。前に茜あかねさんに教えられたんだ。愛衣は『仙せん狸り』だから例外で、普通に一番強い毛の色はたしか……黒だ！」

「そう、黒よ。でも黒色を持った猫又はなかなか生まれないの。茜さんで約三分の一、ショウで約三分の二ぐらい。黒猫さん……詩猫初音さんは文字通り、完全な黒よ」

　ショウと対たい峙じした時のことを思いだし、身震いする。

　愛衣に一撃で倒されはしたが、彼は小さ夜よちゃんに勝つほど強いのだ。

　そんなショウで三分の二とは……

「当時はわたしが子供で、あまり外部の情報を知る状況にいられなかったし、その時はすでに黒猫さんは行方を眩くらましていたから詳しいことは分からないけど、黒猫さんが生まれたとき、猫又一族の人たちは凶兆が起きる前触れだって騒いだらしいわ」

「茜さんも言ってたけど、どうして黒い毛の猫又が生まれたらそんなに騒ぐんだ？」

「黒が不吉とされているからですよ」

　と、小夜ちゃんが説明を引き継ぐ。

「黒毛の猫は古今東西問わず不吉とされています。それゆえか猫又一族の黒猫はあらゆる呪のろいをその身に宿して生まれてくるそうです。ですから、一族内外で黒猫のことを猫びよう鬼きとも呼ぶそうですよ」

　さらに質問しようとしたが、大おお杉すぎ太た一いちが話に割り込んできた。

「……おい、倉くら田た優樹」

「なんだい、悪友のスギくん」

　彼は同じクラスで悪友だ。

　名字と名前に『大』が入っているが背は低く、制服を着ていなければ中学生と見間違えてしまうほどだ。

「あれか、オマエはどこかの王侯貴族か？」

「なんだよ、藪やぶから棒ぼうに」

「なんだじゃねぇ！　なんで朝からそんなに女の子をはべらせているんだよ！」

　言われて気付く。

　オレは愛め衣い、小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そらたちに囲まれていた。

「いや、別にはべらせてなんてないよ。むしろ、かなり真面目な話をしてる最中なんだが」

「うるさい！　裏切り者！　どうせ優ゆう樹きなんて、俺おれのことを悪友だなんて言ってるけど、所しよ詮せんモテないチビ野郎、本当は友達だなんて思ってないんだろ！」

「バッキャロ――――――！！！」

「グッハァ！」

　スギはオレに殴り飛ばされ、二つほど机を巻き込み床に倒れる。

「勝手に諦あきらめて、勝手に決め付けるなよ！　オレがスギを一度でも『友達じゃない』なんて言ったかよ！」

「へぇ、へへ……口ではたしかに言ってないが分かるんだよ。オマエの態度をみてればな。そういうのは滲にじみ出でるもんなんだぜ」

　スギは口元をぬぐい、薄汚れたチンピラみたいな笑みをこぼす。

　ダメだ。

　いくら言葉にしても、スギの心まで届かない。

　なら――！

　オレは携帯を取り出し、スギにメールを送る。

「言葉で想いが届かないなら、形にして見せてやる！　これがオレがスギを親友だと思っている証拠だ！」

「バカにするなよ。例え目の前に百億積まれても、俺の心は絶対に変わらない！」

　スギは敵意を剥むき出だしながら送られたメールの添付ファイルを開く。

「!?」

　その瞳ひとみから大粒の涙があふれ、こぼれた。

「ゆ、優樹……俺、俺ずっとオマエのこと誤解してたよ！　オマエは俺のことをこんなにも思っていてくれたなんて！」

「あたりまえだろ悪友。いや、ブラザー、オレたちは親友だろ！」

　オレたちは周囲の目も気にせず、固く抱き締め合う。

「で、ユウキは何をメールしたの？」

　ありすが熱い友情を無視して、質問してくる。

　オレとスギは動きを止めた。

　その変化を愛め衣いたちは見逃さない。

「あやしいわね」と愛衣。

「優兄さん、ちょっと携帯をお借りしてもよろしいでしょうか？」と小さ夜よちゃんが迫ってくる。

「いや、その、別にたいしたモノじゃないよ。なぁ！　スギ！」

「あ、ああ！　優ゆう樹きの言う通りたいしたモノじゃないよ。見るだけ時間の無駄だって！」

「……凄すごくあやしい」

　久遠くおんまで疑惑の目を向けてくる。

「そらも見てみたい！」

　そらは一人場違いに元気な声をあげる。

「ありすさん、そらさん、優樹を取り押さえてください」

「「了解！」」

　愛衣の指示で二人は慣れた手つきで、両りよう脇わきから互いに腕を捻ひねりあげオレを拘束する。

「痛い！　痛い！　関節が可動域を越えちゃう！」

「それじゃ携帯借りるわね」

　愛衣がオレの手から携帯を奪い添付画像を確認する。

「ちょっ！　なによこの画像は！　全部、わたしたちの盗撮写真じゃない!?」

　愛衣の言葉に小夜ちゃんたちが驚きの声をあげる。

　ありすとそらはオレから手を離し、愛衣の脇から携帯を覗のぞきこむ。

「そらのご飯食べてるところを撮られてる！　うぅ～恥ずかしいよぉ」

「……久遠は本を読んでるところを撮られてる」

「私と愛衣ちゃんは二人で寝ている写真ですね」

「ワタシはトイレの写真を撮られてるわ」

「おい、ありす！　嘘うそをつくな、嘘を！　ありすはゲームをしてるところだろうが!?」

　さすがありす。

　どんな時でも罠わなにかけてこようとするから、油断できん。

　オレが冷や汗を拭ぬぐっていると、愛衣が携帯画像を突きつけながら迫ってくる。

「それでどうして優樹はわたしたちを盗撮したのかしら？」

「いや、それは、そのなんともうしますか」

　小夜ちゃんの頭に電球が灯ともる。

「もしかして優兄さんは盗撮写真に興奮する性癖を持っていらっしゃるんですか？　だから、ありすさんのおトイレ画像などを盗撮したんですね」

「だからそんな写真撮ってないって！　どうして小夜ちゃんまでオレを陥れようとするんだよ！」

「いえ、たまには私もやってみたくなりまして」

「そんな気軽な気持ちでオレの社会的名誉を抹殺しようとしないで！」

「……これは久遠くおんのお風ふ呂ろ写真」

「こっちはそらの着替え写真だね！」

「久遠！　そら！　二人もマネしないでくれ！　だから、そんな写真を撮った覚えはないって！」

　やはり、オレの魂の叫びは女性陣にはなかなか届かないらしい。

「うるさいわね。だいたいなんでこんな写真を撮ったのよ」

「それはその……分かった！　分かったからそんなに睨にらむなよ！」

　オレは諦あきらめの嘆息をつき、白状する。

「『わん、にゃん、ラビット』に襲われた時の交渉材料用に撮っておいたんだよ」

『わん、にゃん、ラビット』とは、城じよう南なん高校・中学に存在する愛め衣いたちのファンクラブという名の宗教団体だ。

　彼らは愛衣たちに好意を寄せられているオレを目の敵かたきにしているため、何度も襲われているのだ。

「それにしても盗撮なんて。言ってくれれば、優ゆう樹きのためならこれ以上の写真を撮られたって……」

「愛衣、ハッキリ喋しやべってくれ聞き取りづらいんだが」

「う、うるさい！　このダメ人間！　とにかくこんな盗撮写真は消去よ！　消去！」

　愛衣は耳まで真まっ赤かにして携帯を操作し、写真を消す。

「大おお杉すぎさんの携帯も貸してください。データ消すんで」

「愛衣ちゃんそれは……」

「スギ」

　オレは人生の先輩として忠告する。

「抗あらがうだけ無駄だからやめとけ」

「うぅ～もったいない……」

　スギは肩を落としながら渋々携帯を差し出す。

　愛衣はデータを消すと、スギへ返した。

「あの大杉さん」

　珍しく小さ夜よちゃんがスギに声をかける。

　彼女はそっと側に寄りささやく。

（ところで例の件はどうなってしますか？）

（ああ、あれね。もちろん抜かりはないよ。先週のうちに全すべての準備は整えてたしね）

（ありがとうございます♪　このお礼はいつか）

（いやいや、十分な報酬はもらっているから）

「そこ何こそこそ話してるんだよ」

　オレの指摘に小さ夜よちゃんとスギは笑顔で返事をする。

「なんでもありませんよ」

「別になんでもないさ」

「ちょッ、おい、何を隠してるんだよ」

　だがそれ以上、小夜ちゃんとスギは答えず離れる。

　愛め衣いたちに視線を向けると、彼女たちもオレとは違って疑問を抱いている様子はない。

　どうやら今の会話を愛衣たちは知ってるんだ。

「なんだよ愛衣たちまで、何を隠してるか知らないけど教えてくれたっていいだろ」

「優ゆう樹きには関係ないことよ」

　愛衣が代表して遮った。

　オレは驚きで数秒惚ほうけてしまう。

　だって今までこんなこと一度だってなかった。

　さらに尋ねようと口を開きかけるが、

「おはよう、優樹さん」

「!?　は、初はつ音ねお姉ちゃん」

　教室の空気が変わる。

　それは当然だ。

　初音お姉ちゃんは城じよう南なん高校の制服ではなく、旧型のセーラー服に袖そでを通している。

　まるで彼女の周りだけ、時代が止まったような錯覚を覚える。

「ここが優樹さんのクラスなのね」

　初音お姉ちゃんは興味深そうに教室をぐるりと見回す。

　教室なんてどこも作りは変わらないはずだが、彼女の瞳ひとみには懐かしいものを前にしたように興味深げな光が輝く。

「どうしてお姉ちゃんがここに」

「優樹さんは相変わらず忘れっぽいのね。昨日、学校に通うって話したわよ」

「いや、そうだけど、そうじゃなくて！」

　上う手まく考えが言葉にできず、口だけが鯉こいみたいにパクパクと動く。

「なぜ学校について早々、私が優樹さんのところに来たのか？　って聞きたいのね」

「そうそれ！」

「優樹さんは大きくなって、意地悪になったのね。昔はよく私の後を『お姉ちゃん、お姉ちゃん』って付いて回ったのに。今では『なんで来たの？』なんて。悲しいわ」

「いや、違うよ初はつ音ねお姉ちゃん！　オレはただ……」

　それ以上の台詞せりふはお姉ちゃんの悪戯いたずらが成功した苦笑で中断させられる。

「お姉ちゃん！　オレのことからかったな！」

「ごめんなさい。久しぶりに会ったから私も浮かれてしまって」

　お姉ちゃんは笑うのを止め、オレを頭の先から爪つま先さきまで眺める。

「制服似合ってるわよ」

「そうかな。ありがとう」

「でも意外ね。優ゆう樹きさんのことだからネクタイぐらいはだらしなく弛ゆるんでると思ったのに」

「当たり前だろ。オレはもう高校生なんだぜ。身だしなみぐらいちゃんとするし、メンズファッション雑誌だって買っちゃうお年とし頃ごろだよ」

　身だしなみはおもに小さ夜よちゃんが整えてくれている。

　メンズファッション雑誌も高校デビューを狙ねらって買ったことがあるが、書かれている内容があまりに意味不明でそれ以降一冊も買っていないが、嘘うそはついてない。

　初音お姉ちゃんはオレの成長を前に眩まぶしそうに目を細める。

「そうよね。もう優樹さんも高校生なのよね。月日が流れるのは早いわね。あの冬でも半はん袖そで短パンで過ごそうとしていた優樹さんがファッション雑誌を買ったりするなんて」

「ぶふぅ!?」

　抹消したい過去が突然、彼女の口から飛び出したせいでむせてしまった。

　初音お姉ちゃんを警戒していた愛め衣いたちだったが、オレの反応に興味を抱く。

　小夜ちゃんが代表して尋ねる。

「あの……優兄さんは冬を半袖短パンで過ごそうとなさったんですか？」

「ええ、そうよ。当時流は行やっていたアニメかマンガかは忘れてしまったけど、主人公がいつも半袖短パンだったの。優樹さんはそれに影響されて、どんな季節でも半袖短パンで過ごそうとしたのよ。これがヒーローとしての身だしなみだ、って」

「お、お姉ちゃんやめてくれ！　もうやめてくれよ！」

「当時の写真あるけど見る？」

　オレの魂の訴えも初音お姉ちゃんは無視して、財布から当時の写真を取り出す。

　写真の背景にはかまくらが作れるほど雪が積もっているのに、半袖短パン姿でピースをする小学校三年生時代のオレが写っていた。

　愛衣は素直になれず興味あるのに近づかなかったが、小夜ちゃんたちは嬉うれしそうに食いついてきた。

「きゃー優兄さん可愛かわいいです♪」と小夜ちゃんが黄色い悲鳴をあげる。

「本当に半袖短パンだわ。しかも寒くて鼻とか赤くしているのに。アホの子ね。本当に優樹はアホの子ね」とありすが心底可お笑かしそうに笑う。

「……お兄ちゃん、久遠くおんより小さい」

「ふぇえぇ～ん、そらにも見せてよ」

　楽しそうに写真を回し見する彼女たちに、初はつ音ねお姉ちゃんは当時の思い出を語った。

「朝、ちゃんと長なが袖そで長ズボン、コートを着せるんだけどその下に半はん袖そで短パンを着て小学校に着くと長袖ズボンを脱ぐのよ。だから、朝出るとき服の下に半袖短パンを着ていないかチェックしてから行かせていたわね」

「それで優兄さんは半袖短パンをやめたんですか？」

「いいえ、しだいに手がこんできたの。ランドセルや体操着の中に半袖短パンを紛れこませたり、友達に事前に渡して学校に持ってきてもらったりしてたの。担任の先生もその巧妙な手段に呆あきれを通り越して感心してたわね」

　小さ夜よちゃんの質問に嬉き々きとして答える初音お姉ちゃん。

　その話に彼女たちどころか、クラス中が注目していた。

　オレは顔を真まっ赤かにして初音お姉ちゃんを止めようとする。

　だが間に合わず、初音お姉ちゃんはいつもは固い表情を可お笑かしそうに弛ゆるませ、昔を語り出す。

「注意しても止めなかったら、どうしようかって頭を悩ませてたらある日、ぴたりと半袖短パンを着なくなったのよ。それでどうして着ないのか優ゆう樹きさんに聞いたら……」

　聞いたら――と小夜ちゃんたちが息を飲みオウム返しに呟つぶやく。

　初音お姉ちゃんは一呼吸ため、間をあけ答えを告げた。

「小学校のクラスメイトたち、特にクラスの女子に陰で『短パン王子』って呼ばれていることを偶然知って、恥ずかしくてやめたのよ」

「あははははっはは！　なにそれ『短パン王子』って!?　あはははは！」

　ありすのツボにはまったのか、お嬢さまでハーフのありすが机を派手にばんばん叩たたいて笑い悶もだえる。

　普段、クールな久遠ですら口元を押さえ、うつむき堪こらえるように笑う。

「もうお姉ちゃん、あれは抹消したい黒歴史なのに！」

「ごめんなさいね、つい懐かしくって」

「あと、ありす！　笑いすぎだって！　もうちょっと女の子らしく笑えよ」

「そ、そうですよ、ふふ、ありすさん……すぅ、はぁー優兄さんがかわいそうですよ」

　小夜ちゃんが必死に笑いを堪えながら、庇かばってくれる。

　ありすは呼吸困難から立ち直り、

「小夜ちゃんの言うとおり笑いすぎたわ。人の過去を笑うなんてたしかに酷ひどいわよね。ごめんなさい、短パン王子さん」

「ぶふっ!?」

　小さ夜よちゃんがありすの『短パン王子』に堪こらえきれず吹き出す。

　そらはお腹を抱え笑う。

　愛め衣いは笑い顔を初はつ音ねお姉ちゃんに見せたくないのか、腕を組みそっぽを向け肩を震わせていた。

　予鈴が鳴る。

「授業が始まるわね。それじゃ私は自分の教室に戻るわね。優ゆう樹きさん、ちゃんと授業をうけないとダメよ」

「うぅ～分かってるよ。ほら愛衣たちも笑ってないで自分たちの教室に戻れよ。今から走れば間に合うだろ。てか、笑いすぎだぞみんな!?」

　オレの声で笑いが止まることはなかったが、愛衣たちは自分たちのクラスへと帰って行った。

　最後にお姉ちゃんが、ほんとごめんなさいね、と言いながらオレの頭を撫なでてくれた。

　みんなに見られてものすごく恥ずかしかったが、でもお姉ちゃんが昔のことを覚えていてくれたことが、それにも増して嬉うれしかった。





■二章　登場！　烏からす乃の黒くろ依え！







　学校も終わり、夜の帳とばりも下りた夕飯時。

　愛衣がこめかみに青筋を浮かべ、ほほをひくつかせる。

「百歩譲って警護をするから学校に通うのは認めましょう。千歩譲って……」

「おい、途中で歩数が十倍になったぞ。十倍に」

「けど！　どうして夕飯の時にまでこの人が家にいるのよ！」

　オレのツッコミも無視して愛衣は、食卓に座る初音お姉ちゃんを指さす。

　倉くら田た家の居間。

　テーブルには夕飯が並んでいる。

　上座には風ふうが座布団を三枚も重ねて座っている。

　台所に近い側の席に千ち影かげそら、兎うさ月つきありす、戌いぬ威い小夜の順に座り、ベランダ側に狐きつね火び久遠くおん、猫ねこ柳やなぎ愛衣の順に座っている。

　初音お姉ちゃんはオレと並んで下座に座っていた。

「猫柳さん」

「な、なによ」

　愛め衣いは初はつ音ねお姉ちゃんの静かな声こわ音ねにやや押される。

「人を指差すのはやめなさい。行儀が悪いわよ？」

「ご、ごめんなさい」

「猫ねこ柳やなぎさんは偉いわね。ちゃんと素直に謝れて。とても立派よ」

「あ、ありがとうございます……って、そうじゃなくて！」

　愛衣はテーブルをばんばんと叩たたく。

　煮物、揚げ物、副菜、味み噌そ汁しるのお椀わんｅｔｃが若干浮く。

「どうしてこの家にいるのよ！　一人暮らしじゃないの!?」

「ええ、妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かいが近くに部屋を用意してくれているわ」

「ならそっちで食べなさいよ！」

「でも、私は『神かみ喰くい一族』倉くら田た優ゆう樹きの護衛だから。いつ『高たか天まが原はら』が命を狙ねらって襲ってくるか分からないから、なるべく側にいないといけないのよ」

　愛衣の指摘に初音お姉ちゃんは怯ひるむ様子もみせず、台詞せりふを付け足す。

「それともまた百鬼夜行と四し生しよう楼ろうを対立関係にしたいのなら、好きにしていいけど？」

「くっ！」

　愛衣が痛いところを突かれて黙り込む。

　彼女だって話がこじれて組織同士の争いを引き起こすことは望んでいない。

　オレは場の雰囲気を変えるため話題をふる。

「そ、そういえば今週の土曜日と日曜日に文化祭があるけど、みんなのクラスはどんな出し物をやるんだ？　うちのクラスは的当てをやるんだ」

「的当てですか？」

　小さ夜よちゃんが小首をかしげる。

　美う味まそうにコロッケを食べていたそらが、口の中の物を飲み込み説明する。

「ありすちゃんが提案したんだよ。男子が首から的をぶら下げて、女子が可愛かわいい制服を着てお客さまにボールを渡すの！」

「そう。それで得点によってもらえる商品が変わるんだよ。ありすにしては珍しくまともなアイディアだよな」

「あら酷ひどいこと言うのね。まるでワタシが常にユウキを困らせているみたいじゃない」

「自覚ないのか？　それ本気で言ってないだろう、ありす!?」

　全く、今までありすのせいで何度酷い目にあってきたか……

「だけど、今度ばかりは何も起きようがないな。しょせん的役でも投げるのは一般人、鉄球を持たされても投げるのはちゅうちょするだろうし」

「そうね。それに的役をやらせてボールを投げて酷い目に遭あわせる……そんな安直な方法じゃ面白くないのよね」

「っておい！　その口ぶりじゃ他ほかに方法を考えてるみたいじゃないか!?」

「おっとワタシとしたことが。でも今更隠しても遅いみたいね。ならしかたないわ、ヒントだけ教えてあげる。ヒントは……セーラー服。ふふふ、デジカメとビデオカメラを新調しないと」

「女装か!?　オレを可愛かわいくプロデュースとか言うつもりか!?」

「ありすちゃん！　そらもゆうくんのセーラー服姿の写真欲しい！」

「そらはちょっと黙ってなさい！」

　目をきらきらと輝かせるそらを思わずお母さん口調で叱しかる。

「それで愛め衣いと小さ夜よちゃんのクラスは何をするの？」

「私たちのクラスは演劇をやります。ありすさん、私にも是非、写真をお願いします」と小夜ちゃんが答える。

「小夜ちゃん、小夜ちゃん。もうその話はいいから。でも、いいね演劇。すごく青春の匂においがするよ。それでなにをするの？」

　オレの質問に愛衣がぼやくように答えた。

「それがまだ配役どころか、何をするかも決まってないのよ。クラスのみんなはやりたい演目ばらばらなんだもん」

「でも二人とも主役になれるといいな。その時はオレも絶対に見に行くから」

「どうでしょうか。私たちは演劇の他にも忙しいですし」

「ちょっと！　小夜ちゃん！」

　愛衣が突然、声を荒げる。

　小夜ちゃんも己の失言に口を押さえた。

「演劇以外に忙しい？　二人は何か他にもするのか？」

「それは、その……ね、小夜ちゃん？」

「えっとですね。えっと……」

　愛衣と小夜ちゃんが互いに目配せし、口ごもる。

　その姿はまるで二ふた股またをかけごまかそうとしたオレのようだ。

「二人とも何を隠してるんだよ。そういえば朝、スギともこそこそ話をしてたし……」

「そ、そうだ！　久遠くおんのクラスは何をするの？」

　追求しようとすると愛衣が久遠に話題を振る。

　久遠もごまかすのを協力するように積極的にクラスの状況を話す。

「……まだ決まってない。みんなやりたいことがバラバラで」

「何をしたがってるのぉ～？」

　そらまで話題そらしに協力する。

「……お化け屋敷、射的屋、たこ焼き屋、ヤキトリ屋、わた飴あめ屋や、貸かし本ほん屋やｅｔｃ、ｅｔｃ」

「今時の子たちにしては積極的でいいじゃない。学園イベントに参加しないのがカッコイイクールと勘違いして青春を浪費するより何倍も価値あるわ」

　ありすまであからさまに協力する。

　こいつら何を隠しているんだ？

　明日、スギを締め上げてやろう。

「ちなみに……」

　スギを締め上げる方法を考えていると、お味み噌そ汁しるを飲み干した初はつ音ねお姉ちゃんが口を開く。

「私のクラスは飲茶ヤムチヤ喫茶よ。女子は全員チャイナ服着用らしいわ」

　オレは愛め衣いたちの隠し事も忘れて、光の速さで食いついた。

　ふぉおおぉおぉッ！　チャイナドレス!?　チャイナドレス！　初音お姉ちゃんのイーアールカンフーチャイナドレス!?

　あぁ、でもミニスカチャイナもいいな！

　お盆を持っておちた箸はしを拾うとして下着が見えそうになって、それに気付いた初音お姉ちゃんがいつもは年上で大人おとなびた表情を羞しゆう恥ち心しんで赤くして。

　ほほを赤くしたまま誰だれにも見られてないよね、みたいな感じで周囲を確認するその恥ずかしそうに濡ぬれた瞳ひとみ！　あぁぁぁぁぁッ！　もう最高！　最高スギるぅうぇう！　でも、やっぱり見えちゃって。しかも着けている下着が黒のヒモパン！　あぁぁあっぁあッ!?　もうあぁぁぁあっぁぁああッ！！！！












　オレは心の中で悶もだえ、叫びまくりながらも、

「へぇ初はつ音ねお姉ちゃんのところは飲茶ヤムチヤ喫茶をやるんだ。文化祭にしてはずいぶんこってるね。流石さすが、最上級生」

　爽さわやかな笑顔で、無難な相づちを打つ。

　しかし――なぜか女性陣は全員引いていた。

「優ゆう樹き……」

「なんだい愛め衣い？」

「興奮し過ぎて全部声に出てたわよ」

「……鼻血でてる。キモチワルイ」

「あんなに純粋で可愛かわいかった優樹さんが……」

　初音お姉ちゃんは、この中の誰だれより引いていた。

　そりゃ数年ぶりにあった少年が、自分のチャイナドレス姿を想像して鼻血が出るほど興奮してたらそうなるだろう。

　オレが羞しゆう恥ちにもだえながら鼻にティッシュを詰めてると、

「やはりここではっきりとさせておいたほうがいいのじゃ」

　と、今まで黙っていた風ふうが食事を終え、熱い緑茶を飲みながら告げる。

「これ以上、妾わらわの婿殿を目の前で誘惑されてはかなわんのじゃ」

「いや、お姉ちゃんはボディーガードだから、側にいないと困るだろ。それに、別に初音お姉ちゃんは誘惑してないし。むしろオレが勝手にメロメロになっているだけで」

「なお悪いのじゃ！」

　湯飲みを乱暴において怒鳴る。

「早い話、婿殿がぼでぃーがーどなど必要ないほど強くなればいいのじゃ。それに『高たか天まが原はら』であれば、もっとえげつない手を使ってこんとも限らん。あらゆる事態に対応すべく、婿殿が強くなることは必要なことじゃ」

「つまりオレが初音お姉ちゃんより強くなればいいのか？」

「さすが風さまだよ！　たしかにそれならボディーガードを付ける必要はないよね！」

　そらが賛同する。

「おいおい、無茶言うなよ。人間そんな簡単に強くなれるわけないだろう」

「……お兄ちゃんの言うとおり短時間で強くなれる方法はない。けど、ひとつだけある」

「そうね久遠くおんの言うとおりひとつだけあるわね」

「風ちゃんさま、つまり優兄さんが『神かみ喰くい一族』の力を完全に扱えるようになれればいいんですね」

「そうじゃ犬の子よ」

　だが、ありすだけは難色を示す。

「案には賛成だけど、難しくないかしら？　『神かみ喰くい一族』の情報はどんな小さなモノでも極秘扱い。覚かく醒せい方法、力の習得、制御方法などは極秘どころか記録自体抹消されているかもしれないわよ」

「案ずるな兎うさぎよ。妾わらわに一案がある」

　風ふうが自信まんまんに胸をそらす。

「八や咫た一族の力を借りるのじゃ。奴やつらなら婿殿の秘められた力を引っ張り出すことができるじゃろう」

「……八咫一族？」

　久遠くおんが首をかしげる。

　ありすが苦い表情で説明してくれた。

「古事記で、高木の神に遣わされ神じん武む天てん皇のうを導いた三本足の烏からす――八咫烏の血を引いた一族よ」

「へぇ～そうなんだぁ」

　四し生しよう楼ろうの一角を占める千ち影かげ一族現長のそらは、ほっぺたにご飯粒をつけたまま感心して頷うなずく。

　百鬼夜行の代表的な一族なんだからそれぐらい知っておこうぜ。

　ありすが引き続き説明する。

「彼らの能力は変わってて、『他者を導く』力なの。他者に眠る才能、潜在的な欲望なんかを引き出したり、増大させたりするらしいわ。たしかにあの力を使えば『神喰一族』の能力を開花させることができるかもしれないわね」

　でも――とありすが苦い顔で付け足す。

「あの一族好きじゃないのよね。妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かいの中にも居たけど、プライドが高くて、一族の伝説と伝統を笠かさに着て威圧的で態度が悪いから。ワタシが妖と人間のハーフだからって、いつも嫌味を言ってくるし、本当にいい思い出がないのよね」

　ありすの言葉にはたっぷりと苦労と怨うらみが染みこんでいた。

　その八咫一族の妖によっぽど酷ひどい目にあったんだろうな。

「じゃが、えり好みしている場合ではないのじゃ。このまま婿殿をあの黒くろ猫ねこに寝取られてもよいのかの？」

「嫌に決まってます。ワタシ、ＮＴＲ属性ないですし」

「……ありすお姉ちゃん『ＮＴＲ属性』ってなに？」

「よくぞ聞いてくれました久遠ちゃん！　ＮＴＲ属性って言うのはね……」

　本の虫、知識欲旺おう盛せいな久遠が、自身の知らない単語に興味を示す。

　ありすはまだ誰だれも踏んでいない初雪に足跡を付ける喜びに似た快楽に瞳ひとみを輝かせ、久遠くおんに一部偏った業界用語を教え込もうとする。

「ありす、久遠に変な言葉教えるなよ。久遠もその単語は知らなくてもいいやつだから聞いちゃダメだぞ」

　たしなめるが彼女に効果があるはずがなく、久遠の知識欲を押さえる強さもない、

　風ふうは座布団に座り直し腕を組む。

「八や咫た一族に知り合いがいるなら好都合。兎うさぎよ、さっそく連絡を取るのじゃ」

「無理です。連絡先を知りません。仲良かったわけじゃないですから、嫌味と挨あい拶さつぐらいしかしたことありませんし」

「こまったの。妾わらわも長く交流しておらず八咫一族の知り合いもほとんど死んでおるしの。他ほかに誰か八咫一族の知り合いはいないのかえ？」

「「「…………」」」

　風の問いにオレ、愛め衣い、小さ夜よちゃんの視線が交差する。

　その空気に風が敏感に反応した。

「なんじゃ、お主たちの知り合いに八咫一族がいるのかえ？」

「まぁいる事はいるんだけど……」と愛衣が言葉を濁す。

「お願いすれば、快く受けてくださるとは思うのですが……」と小夜ちゃんまで口ごもる。

　二人が視線を向けてくる。

　オレは嘆息して、ありすたちに彼女のことを説明した。

「ありすが城じよう南なん高校に転校してくるちょっと前に知り合った子なんだけど。名前は烏からす乃の黒くろ依え。素直で可愛かわいい良い子なんだけど、ちょっとおてんばで、頭の回転が速くて行動力が高すぎるのがたまに瑕というか……ちょっと個性が強すぎるというか……」

「何をためらっておるのじゃ？　知り合いがおるなら連絡すればよかろう」

　ありすたちと黒依を会わせたら絶対にトラブルが起きる――だから、彼女たちと会わせたくないとは言えない。

「優ゆう樹き、しかたないわよ。黒依に連絡を取りましょ」

「愛衣……でもなー、あー、うん。……しょうがない、小夜ちゃん連絡先覚えてる？」

「はい、メモしてます。少々お待ち下さい」

　小夜ちゃんが家電の脇わきに置いてある電話帳を捲めくっていると、玄関のチャイムが鳴る。

「こんな時間に客か？　珍しいな」

　がちゃ、がちゃ！

　玄関の鍵かぎの解錠音がここまで聞こえる。

「なんで玄関の鍵が開くんだよ！」

「もしかして優樹の命を狙ねらっている『高たか天まが原はら』のやつらが来たんじゃ!?」

　愛め衣いの言葉にみんな、食事の手を止め警戒する。

　初はつ音ねお姉ちゃんがオレを庇かばうように後ろに下がらせる。

　玄関を上がる音、近づいてくる軽い足音が後に続く。

　居間の扉が勢いよく開く！

　黒い塊かたまりが初音お姉ちゃんの脇わきを通り過ぎ、オレへと飛びかかってきた。

「パパ♪　こんばんはですの！」

「く、黒くろ依え!?」

　抱きついてきたのは噂うわさをしていた八や咫た一族の烏からす乃の黒依だった。

　銀髪の髪に、フリルとレースをふんだんに使ったゴシックロリータ服に袖そでを通し、頭には重そうな花が咲いたヘッドドレスを着けている。

　年は九歳、小学校三年生だ。

　杏あんず型の大きな瞳ひとみ。

　絹より滑らかで白い肌。

　凹凸は無いが、黒タイツをはいたスラリと伸びた足が妙に艶なまめかしい。

　テレビ、雑誌に出てくるアイドルも裸足で逃げ出す美少女だ。

　その美び貌ぼうは愛衣にすら匹敵する。

　一番特徴的なのは、左右色が違うオッドアイだろう。

「黒依、どうしてここに!?　あとどうやって玄関の鍵かぎを開けたんだ!?」

「パパはいつでも遊びに来ていいって言ってたですの。だから、今日はお泊まりに来ちゃたですの♪　玄関の鍵は前に一度来たとき型を取っておいて合あい鍵かぎを作ったですの」

「ちょ！　何勝手に合い鍵なんて作ってるんだよ！」

　突然の登場には驚いたが、グッドタイミングだ。

　いや、ある意味ではバッドタイミングか？

「……お兄ちゃん」

「ゆうくん……」

「婿殿……」

「優ゆう樹きさん……」

　久遠くおん、そら、風ふう、初音が汚物を見るような目を向けてくる。

　彼女たちは小学生に『パパ』と呼ばせている変質者を見るような目をしていた。

　あー！　もー！　だから紹介したくなかったんだよ！

　オレは髪を掻かきむしり、事情を説明する。

「みんな誤解しているようだから、ちゃんと説明すると……愛衣と小さ夜よちゃんが妖あやかしで、半はん同どう棲せい状態（通い妻）だったことを黒依が当時知ってたんだ。彼女はその時、ちょうど家出してて、妖の女の子を泊めてくれる家と誤解して、オレの子供だと嘘うそをついて家に留まろうとしたんだよ。『パパ』っていうのはその時の名残。彼女とオレに血縁関係はないよ。ほら、黒くろ依え、ちゃんと自己紹介して」

「はい、パパ」

　黒依はスカートの裾をつまみ、優雅に一礼する。

「あらためまして皆さん。八や咫た一族、烏からす乃の黒依ですの。好きなモノは『パパ』。将来の夢は『パパのお嫁さん♪』ですの」

　夢か、幻か、黒依と愛め衣いたちの間に火花がほとばしる。

　どんなに小さくても女の子は女なんだな……。

　冷や汗を掻かいていると、ありすがふらりと立ち上がる。

　やばい！　ありすは八咫一族を嫌っている。

　さらに『将来の夢はパパのお嫁さん♪』なんて小娘があらわれたら、敵視するのは当然じゃないか！

「ありす！　気持ちは分かるが相手はまだ子供だ！　だから暴力は――」

「きゃぁー！　オッドアイ、ゴスロリ、小学生！」

　彼女はオレの脇わきをすり抜け、黒依に抱きつく。

　黒依のほほに自身のを満面の笑顔で擦りつける。

「可愛かわいい！　可愛い！　可愛いぃいいぃいいぃいいいぃッ！！！　誰だれこの子!?」

「いや、だから、さっき自己紹介しただろう。八咫一族の烏乃黒依だよ。てか、怯おびえてるから離してやれ」

　黒依は珍しく、すまし顔ではなく未知の物体Ｘに出会ったかのように引きつっていた。

　ありすを引き離すと、黒依はオレの背後に隠れる。

「ぱ、パパ！　あのお姉ちゃん怖いですの！」

「悪い奴やつじゃないんだけど。黒依の格好がありすの好みを直撃しちゃってさ。でもいいのかありす？　黒依はオマエが苦手な八咫一族の女の子だぞ？」

「もーまんたいよ！　むしろようやく出会うことができたわ、我が魂の同胞よ！　銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトの妹こと、蒼月の黒夜プリンツエツサ・ルイツアーリ――貴女との邂逅は一二八〇九七八五四五七七三六七五四世紀以来ね」

「せめて人語で話してくれ」

「ひ、ひぃ[image: ][image: ]ですの！」

　黒依は本気でありすに怯え、オレの背中でガタガタと震え出す。

　オレはとにかくありすを落ち着かせた後、現状を黒依に話した。

「なるほど……了解したですの。パパのためならおやすいごようですの。それじゃパパがご飯を食べ終わったら、早速取りかかるですの」

　その話を聞いて、彼女は笑顔で快く承諾してくれた。

「ありがとう黒くろ依え。他ほかに八や咫た一族の知り合いがいないから助かったよ」

「でも、ひとつ条件があるですの」

「条件？」

　黒依は瞳ひとみに真剣な光を宿し頷うなずく。

「ありすお姉ちゃんを黒依に近づかせないで欲しいですの」

「あぁ～ん♪　そんなこと言わずお姉ちゃんと仲良くしましょう！　大丈夫、怖いことしないから。ちょっと写真や動画を一緒に撮るだけだから。えへへ……やだ、鼻血出そう」

「ひぃいいいぃ……！」

「ありす……本当に黒依のこと気に入ったんだな」

　オレは呆あきれながら黒依を背後にかばい、夕飯を食べ終えた。





　◇






　夕食後、自室へと移動する。

　ここで八咫一族の能力を使って、神かみ喰くい一族の力を引き出す。

　黒依は準備があるからと、自室で待っているように言われた。

「準備って何をするんだ？」

　黒頭ず巾きんを被かぶり、マントを翻し、たき火の前を集団でぐるぐる回る――そんな黒魔術的イメージ映像が流れる。

「まさか『わん、にゃん、ラビット』でもあるまいし」

　自分が持っている漫画的イメージに苦笑していると、

「パパ、お待たせしたですの」

「く、黒依!?」

　彼女がドアを開け部屋に入ってくる。

　オレはその姿に驚いた。

　彼女は部屋の中なのにも関かかわらず、スクール水着姿だったのだ。

　ゴスロリのヘッドドレスとハイソックスはそのままだが、何な故ぜか違和感はなく彼女の幼い容姿に似合っている。

「な、なんて格好してんだよ！」

「これは儀式に必要な格好ですの」

「それが？」

「はい、ですの♪　一族の力を使うから元の姿に戻ってしまうですの。前の衣服だと、背中に羽が生えたら破けちゃうですの」

　そっか、黒依は八咫一族。

　八や咫た烏がらすは文字通りカラスの妖あやかし。

　愛め衣いたちが元に戻ると獣耳と尻尾しつぽが生えるように、黒くろ依えには翼が生えるのか。

『オッドアイ！　ゴスロリ！　小学生！　黒い羽！　黒い羽！』

　扉の外で歓喜の声こわ音ねが聞こえてくる。

　誰だれが言ってるかなど考えるまでもない。

　扉の前で騒いでいるだけで、部屋に入ってこないのは、黒依が集中したいから二人っきりにして欲しいと言われたからだ。

　そして早速、神かみ喰くい一族能力開発儀式がおこなわれる。

「パパ、緊張しないでくださいですの」

「うんまぁ、そうなんだけど」

「大丈夫ですの。痛いこと、怖いことなんてしないですの。むしろ、とっても気持ちいいことをこれからするんですの♪」

「き、気持ちいいこと!?」

　つまり、『Ｘ×Ｙ＝』の中に『１』を挿入するみたいなことをするわけか!?

「あぁ～パパ。エッチなこと考えているですの」

「ば、バカ！　考えてないよ！　大人おとなをからかうんじゃない」

「でも、パパの考えに近いことはするですの」












「この子、さらっと凄すごいこと言ったよ！」

　って!?　それって小学生と×××ってこと!?

「さぁパパ、お布団しくですの」

　黒くろ依えは押し入れから張り切って布団を取り出し、手際よくしく。

「ちょっと待ってくれ！　まだ心の準備が！」

「もうパパの意気地無し、時間もないですし早くするですの。ティッシュはちゃんと枕まくら元もとにおいて。恥ずかしいから電気は消すですの」

「ちょ!?　黒依！」

　彼女は豆電球を残し、電気を消す。

「パパ、もっと黒依の側に来て」

　彼女は布団の上にぺたりと座り手招きする。

　黒依は幼いのに黒いバラのように妖よう艶えんで、大人おとな顔負けの危ない色気を持っている。

　今の彼女に魂が欲しいと囁ささやかれたら、オレはその色香に惑わされ、なんのちゅうちょもなく捧ささげてしまうかもしれない。

　オレンジ色の薄暗い光が、彼女を闇やみの中からじんわり薄く浮かび上がらせる。

　オレは手招きに従いどぎまぎしながら彼女の側に座った。

「えい♪」

　黒依はオレの頭を抱きかかえた。

　ほほに彼女の幼い胸がふにゃりと押し付けられる。

　ツンと尖とがっており、まだ固い感触。

「ちょっと黒依！」

「あばれちゃダメですの。これは儀式に必要なことなんですの。だからパパ、黒依の心臓の音に耳をすませて欲しいですの」

「心臓の音？」

「胎児は母胎の心臓の音を聞いて育つですの。だから、心臓の音には人をリラックスさせる効果があるですの。儀式のためにまずパパには力を抜いて欲しいから、聞いて欲しいですの」

「わ、分かった」

　オレは指示通り目を閉じ黒依の心臓音に意識を集中する。

　とく、とく、とく、小さな鼓動が耳をくすぐる。

「黒依に合わせてゆっくり呼吸するですの」

　言われるがまま黒依と同じ速度で呼吸を合わせる。

　吸うのも、吐くのも十秒かけてゆっくりとおこなう。

「パパ、上じよう手ず、上手ですの」

　黒くろ依えは嬉うれしそうに頭を撫なでてくる。

　小さな手でくしゃくしゃと。

　その手でほほを撫でると、アゴを持ち上げられる。

「……ンッ!?　く、黒依さん!?」

　ぽん！　と聞き慣れた破裂音。

　突然、黒依が唇を重ねてきたせいで、彼女の妖力を吸収する。

　黒依の儀式のおかげで体質が活性化されたのか、多少の接触でも妖力が流れ込んでくる。

「パパ……可愛かわいいですの」

　彼女はもう一度オレを引き寄せ、再びキスをする。

　触れた唇からさらに強い妖力が流れ込んでくる。

　黒依は背中から黒い翼を広げていた。

　直径は黒依の身長ほど大きな翼だ。

　まぶたを開き、彼女から距離を取る。

「もう……離れちゃダメですの」

「だって、黒依が突然してくるから……」

　赤い顔でしどろもどろに弁解する。

「八や咫た一族の才能・欲望増幅術にはいくつか種類があるですの。黒依が使えるのは基本の術だけですの」

　黒依が説明してくれる。

「触れた強度によって対象者に術者の妖力を吸収させ、術者と対象者を同一化するですの。そして、同一化したら対象者に眠る才能、欲望などを共振・増幅させるですの」

「けっこう手間がかかる術だな」

「一族内の上級者は対象者に触れただけで、才能や欲望などを操作出来るですの。けど、黒依はまだ基本のこの術しか使えないですの」

　パパはキスで妖力を吸収してくれるから楽ですの、と付け加える。

　なるほどティッシュも口元の唾だ液えきを拭ぬぐうために置いたのか。

「だから、パパ、今度は逃げちゃダメですの」

「ごめん、邪魔しちゃって」

　そして再び、黒依の胸に耳を当て心臓音を聞く。

　呼吸を合わせて、全身から力を抜く。

　黒依の唇が肌に触れる。

　唇が触れる。

「パパ、今度はパパが黒依にキスして欲しいですの」

「わ、分かったよ」

　オレは言われるがまま、黒くろ依えに口づけする。

　同時に妖力が流れ込んでくる。

「パパ、上じよう手ずですの」

　唇を離すと今度は黒依がオレの首に手をまわしてくる。

　少女の持つ体温の温かさと、甘い芳香が胸を締め付ける。

「はい、パパ。また黒依の心臓音を聞いて欲しいですの」

　言われるがまま再び黒依の胸に耳を押し当てる。

　深い呼吸を繰り返す。

　数度繰り返すと意識がぼんやりして、脳みそのシワが開き、ゆるむのを実感する。

　全身の筋肉繊せん維いもほどけて弛し緩かんし、体に力が入らない。

　しかし不快感はない。

　むしろ母親の子宮内に戻ったような幸福感、安らぎ。

　うとうとと――意識が温かなドロの中に引き込まれる感覚。

　自分が眠りに落ちるのを自覚する。




　パン！




「おわ!?」

　突然、耳元で破裂音が鳴る。

　驚き、文字通り飛び起きた。

「な、なんだ!?」

「パパ、ごめんなさい。失敗ですの」

「失敗？」

「はいですの。パパが底なし過ぎて、黒依の妖力だけじゃ足りないですの。それにパパの妖力吸収が気持ちよすぎてこれ以上したら黒依、我慢できなくなっちゃうですの」

「なにが我慢できなくなるの!?」

「もうパパのエッチ。えっとですね、体の――」

「って本当に説明しようとしないでよ！」

　オレは慌てて黒依の口を押さえる。

「困った時にババババ[image: ][image: ][image: ]ンなのじゃ！」

　そんなやり取りをしていると。扉が勢いよく開く。

　風ふうが偉そうに仁王立ちしていた。

　彼女はなぜか獣耳姿で、サラシに褌ふんどしを巻いていた。

　褌を生で見るのは初めてだった。

　白い布が、風ふうの小さなお尻しりにギュッと食いこみ強調している。

　面積として水着に近いのに、なぜか目のやり場に困ってしまった。

　オレは赤くなった顔をごまかすようにツッコミを入れる。

「なんだよ『ババババ[image: ][image: ][image: ]ン』って」

「今日の昼間テレビでやってたのじゃ。昼ドラと言うんじゃが。まさか佳よし枝えが犯人じゃったとは妾わらわも思わんかったぞ」

　風は腕を組み満足そうに頷うなずく。

　なんか暇な専業主婦みたいな生活を送ってんだなこいつは。

「カラスの妖力だけでは、足りないと予想はしておったからの。なら、妖力が足りないのなら他ほかで補給すればいいのじゃ！　と言うわけで、こちらは準備を終えておるのじゃ」

「準備？」

「うむ！　皆の者入ってくるのじゃ！」

　風が手を叩たたくと、部屋に愛め衣い、小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そらが入ってくる。

　しかもなぜか全員、水着姿だった。

　唯一、初はつ音ねお姉ちゃんの姿がない。

　側にいた愛衣に尋ねると――『私はあくまで優ゆう樹きさんのボディーガードだから、居間で待ってるわ』と言っていた、と返事をする。

　オレは改めて、風に尋ねる。

「風、これって……」

「うむ。妾たちの妖力を婿殿にそそぎ込み、十分足りた段階でカラスの子に能力を引き出してもらう作戦なのじゃ」

「やっぱりそうか」

　あらためて愛衣たちを見回す。

　小夜ちゃんは前に一緒に水着売り場で買ったヒモ水着姿だった。

　相変わらず中学生にはあるまじき巨乳で、さらにヒモ水着が際どすぎてサッカーの試合だったら一発退場レッドカード級の反則だ。

　しかも恥ずかしそうに体をモジモジと動かすため、胸や下が見えそうで見えず目が釘くぎ付づけになってしまう。

　もしこれを意図的にしているのだとしたら、小夜ちゃんも相当な策士だ。

　ありすはビキニだ。

　性格は悪いが、スタイルは女の子たちの中で一番いい。

　足が長く、腰もシルエットでも分かるほどくびれ、胸もある。

　これで性格さえよければ……。

　次に愛衣。

　彼女も昔一緒に水着売り場で買ってあげた黒のビキニ姿だった。

　中学二年生にしては凹凸の少ない肢体。

　だが、そこに大人おとなっぽい黒のビキニを付けると、妙な色気を醸かもし出す。

　その次は久遠くおんだ。

　彼女はどこから持ってきたのか白のスクール水着に袖そでを通していた。

　しかも旧型というマニアックぶり。

　体つきは幼く、胸など申し訳程度にしか水着の生地を押し出していない。

　くびれもまだまだで、お尻しりも丸みをようやく帯び始めた感じだ。

　だが、あえて言うなら『それがいい！』という人もいるらしい。

　未発達の体だからこそ、青い果実をもぎとるような切なさが燃えるのだとか。

　さらに狐耳と尻尾しつぽが萌もえを加速させる。

　最後は一番過激な水着を着たそらだ。

　彼女はマイクロビキニを着ていた。

　この水着は普通のビキニより布面積が少なく、必要最低限大切な部分しか隠さない。

　つまり、彼女のおっぱいサーガ的おっぱいの先端以外全すべて露出していることになる。

　そらが動くたび右に左に、斜め上、下とぽよんぽよん揺れる。

　オレはそのたびに糸で繋つながったように視線がおっぱいに合わせて動いてしまう。

　もちろん前屈みになりながらなのは言うまでもない。

　そんな彼女たちと妖力吸収行為をするのか。

　はたから見たら七Ｐプレイに見えなくもないな。

　愛め衣いたちはすでに獣耳姿で、すでに話を聞いているのか、みんな顔を赤くしてもじもじと体を揺する。

「では、順番を決めるかの。ジャンケンか？　それともくじ引きがいいかのぉ～」

　風ふうだけは変わらぬ態度で腕を組む。

　結果、ジャンケンで妖力補給順番が決まる。

　一番最初は小さ夜よちゃん。

「それでは優兄さん、失礼します。ンッ――」

　黒くろ依えに後ろから抱き締められながら、小夜ちゃんがキスをしてくる。

　それを愛衣たち、他ほかの女の子に見られながらするから、とても恥ずかしい。

　さっきまでしていた黒依とのキスの感触とは違う、小夜ちゃんの唇。

「小夜ちゃん、大丈夫？　無理しなくても」

「いいえ、大丈夫です。愛しい優兄さんの為ためですし、それに、すごく気持ちいいですし」

　再び小夜ちゃんと唇を重ねた。

「小夜ちゃん大丈夫!?　顔が凄すごく真まっ赤かだよ。あんまり無理しない方が」

　小さく頷うなずき、小さ夜よちゃんが後ろに下がる。

　ほほが火ほ照てっていて、凄すごく色っぽい。

　次は愛め衣いだ。

「優ゆう樹き、じっとしてて。んっ……なにこれ、すっごく吸い取られる」

　彼女は不器用に唇を重ねてくる。

　流れ込んでくる妖力は誰だれよりも力強く、甘露だ。

　レストランなら三つ星級のうまさ。

　しかししぐさはぎこちなく、たどたどしい。

　周りの視線が恥ずかしいのか、ほほを赤らめて舌をゆっくりと這はわせる。

「っ、優樹……」

　恥ずかしそうにしている愛衣が可愛かわいく思えて抱き寄せると、おずおずと手の中に体を寄せてくる。

　そんな感じで次々に少女たちから妖力を吸収していく。

　三番目は久遠くおん――彼女は最初はぎこちなかったが、だんだん乗ってきたのか、リラックスしてキスをして妖力を流し込んできた。

「……あったかい……お兄ちゃん」

　キスを終えると、その体をオレに預けてきた。

　オレも彼女の高い体温を全身で感じる。

「次はワタシね。久遠もそろそろ限界みたいだし」

　四番目はありす――彼女上位でこちらをためすように唇を重ねてくる。

「ユウキはこんなに妖よう気きを吸っても、まだ足りないの？　ほんと、意い地じ汚きたないんだから」

「いや、オレにそんなこと言われても」

「喋しやべると集中出来ないわよ？」

　ありすは意地悪く微笑ほほえみ、さらに唇を押し付けてくる。

「ユウキ……」

　ありすが手を伸ばし、ぎゅっとオレの背に指をまわす。

　その姿には、先程までの余裕はなく、ただ妖力を流し込む感覚に身を委ねているのが分かる。

「なんだか、ずっとこうしていたいかも……」

　そう言って、ありすは小さく微笑む。

　触れあう体から、温かな体温が流れ込んでくる。

「そろそろ交代だよ、ありすちゃん。次はそらの番だよ！」

　五番目はそら――彼女は思い切りよく抱きついてきて、唇を触れて妖力を流し込んでくる。

「ゆうくん、どうかな？　ちゃんとそらの力、流れ込んでる？」

「え、あ、うん。ちゃんと流れ込んできてるよ」

「よかった！　それじゃ続きするね」

　たしかに力は流れ込んでくるが、それ以上に気持ちいいのはそらのおっぱいだ！

　彼女がキスをしてくると、同時にそのミラクルバストがオレの胸に潰つぶされ形を変え、骨まで溶けそうな柔らかい感触を与えてくる。

「ふにゃぁ～もう限界だよ」

　そらがスライムみたいにふにゃふにゃとその場に寝ころぶ。

　風ふうはそんなそらを横目に、問いかけてくる。

「それでも、まだ足りないのじゃな」

「うん、まぁ、そうみたい」

　彼女たちは妖力を吸収され過ぎ布団に横たわってしまった。

　愛め衣いなどは妖力に余裕があるが、吸収行為に快楽神経が刺激され気持ちよすぎて一いつ旦たん中止している。

　愛衣と小さ夜よちゃんはあぐらをかいたオレの膝ひざを枕まくら代わりに、久遠くおんは股またの間に荒く息をつき顔を埋める。ありすとそらは、両腕に寄りかかってきた。

「なんか、どこぞの王さまみたいだな」

　もしくはあからさまにことが終わった後みたいな光景だ。

「まったく婿殿は底なしじゃの」

「風、やめて！　そんな言い方したら本当に事後みたいじゃないか！」

「さて、そろそろ妾わらわの出番かの」

　ツッコミを気にせず、最後に風が立ち上がる。

「猫たちよ、そこを避よけるのじゃ」

　オレを枕代わりにしている愛衣たちを退け、風が正面に座る。

「覚悟するのじゃ婿殿よ。妾のは小娘たちとはひと味違うのじゃ」

「いや、それが目的じゃなくて妖力吸収が目的――ンッッ」

　最後まで台詞せりふを言い終わる前に風の唇が触れる。

　結論だけ言うと風の唇はめちゃくちゃ柔らかい！

　唇だけでこれほど気持ちよくなれるとは知らなかった。

「むふふ、どうじゃ気持ちいいじゃろ？」

　風は一度唇を離すと、自信満々の笑顔で告げる。

　確かに反論できないほど気持ちよかった。

　彼女は軽くキスをしただけなのに気持ちがいいツボを理解し、情熱的で、妖力の流しこみ方も上う手まい。

　愛め衣いなんかは力任せで、とにかく量を流し込んでくる。

　愛衣の時はロスがかなりあったが、風ふうは適切な量をそつなく流し込んできて気持ちがいい。

「さ、最高です。風さま」

「そうじゃろ、そうじゃろ。だてに年はとっておらんのじゃ」

　思わず敬語を使う。

　オレは暖炉の側に置かれたチョコレートみたいにふにゃりと倒れる。

　黒くろ依えがオレの頭に手のひらを置く。

「どうじゃ、カラスの子」

「ダメですの。まだまだ足りないですの」

「ならばまだ余裕がある妾わらわが続きをしてやるのじゃ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　これ以上されたら――ンッ、っぅ、ダメぇ。ゆうくん気持ちよくておかしくなっちゃう[image: ][image: ]ッ」

　しかしオレの意思など無視され、風は愛あい撫ぶを続ける。

　風は気持ちよすぎて意識を失うまで、オレの体をもてあそび続けた。












■三章　お姉ちゃんと屋上で××!?







「ンっ……」

　携帯の目覚まし機能が動きアラーム音を鳴らす。

　オレは枕まくら元もとにある携帯を手に取り、適当なボタンを押し音を止める。

「体いてぇ……昨日、キスされすぎたな」

　朝からプレイボーイ的発言。

　しかし、実際はそんな色っぽいモノではない。

　神かみ喰くい一族の能力を引き出すための儀式だ。

　結局はオレが意識を失って失敗に終わったが。

「今日も能力開発をするって言ってたけど、何をさせられるんだか……不安だな」

「不安だったらやめればいいじゃない」

「さすがにそれは。愛め衣いたちもオレのためにやってくれてるわけだし――って！　初はつ音ねお姉ちゃん!?」

　驚きの声をあげかけ布団をめくる。

　同じ布団になぜか下着姿の初音お姉ちゃんが寝ていた。

　彼女の足がオレのにからまり、頭は腕うで枕まくらで、下着越しの胸は脇わき腹ばらに当たっている。

「おはようございます、優ゆう樹きさん」

「な、ななな、なんで!?　初音お姉ちゃんがオレの布団で寝てるんだよ！　しかも下着姿で!?」

「……分からないの？」

「えっ……」

「私が優樹さんと同じ布団で寝ている理由が本当に分からないの？」

　初音お姉ちゃんは体を起こし、真剣な表情で尋ねる。

　まさか下着姿で一緒に寝ることに何か深い意味があったということか？

（お姉ちゃんは秘密結社『高たか天まが原はら』からオレを守るために、百鬼夜行と四し生しよう楼ろうから遣わされたんだよな）

　まさか!?

　オレは慌てて、お姉ちゃんの横に伏せ布団を被かぶり直す。

「つまりオレの命を狙ねらう『高天原』の連中が姿をあらわしたんだね！」

　だから彼女はそいつらを油断させるため、布団に入って添い寝という自然な行為でオレのことを守ってくれていたんだ。

　オレは彼女に協力するため、外からでも自然に見えるように身を寄せ足を絡め直す。

「くそ！　奴やつらいきなり家まで襲いに来るなんて！　愛め衣いたちは大丈夫なの？」

「？」

「いや、愛衣たちがそう易やす々やすやられるとは思えない」

　きっと彼女たちもオレたちのように反撃の機会を窺うかがっているんだろう。

「優ゆう樹きさんは何の話をしているの？」

「えっ、オレの命を狙ねらう秘密結社『高たか天まが原はら』が家を襲ってきたから、警護のためにお姉ちゃんはここにいるんじゃないの？」

「違うわよ」

　初はつ音ねお姉ちゃんはまっすぐにオレの目を見て、

「優樹さんが驚くと思って布団の中に入ったのよ。昔はよくこうして一緒に寝たのに、もう忘れたの？　ひどいわ、優樹さんったら」

　初音お姉ちゃんが驚くオレへ、悪戯いたずらが成功した子供みたいに微笑ほほえむ。

　昔の思い出だともっと初音お姉ちゃんは真面目なイメージだったけど、こんな悪戯をするお茶目な人だったとは。

「けど、見ない間に随分大きくなったけど、寝顔だけは変わらず可愛かわいかったわ」

　お姉ちゃんは昔を懐かしむような瞳ひとみで、くしゃくしゃとまた頭をなでてくる。

「ちょ、そんな事言ってる場合じゃないって！　それより早く服を着てよ！　そんな服装で一緒に寝るなんて、ちょっと自分の理性が信じられないというか……」

「残念ね。昔は頭を撫なでてあげると喜んでくれたのに」

　初音お姉ちゃんはするりと布団を抜け出し、枕まくら元もとに置いた制服を手に取る。

「優樹さん、少し目をつぶって貰もらっててもいいかしら？」

「ご、ごめん、すぐつぶるよ」

　自分でも分かるほど顔を赤くして、手のひらで目隠しする。

　制服を着る音がやけに大きく聞こえる。

　目の前であの初恋の、憧あこがれていた初音お姉ちゃんが着替えていると思うと、意識せざるを得ない。

「ごくりッ」

　ツバを飲み込む音すら大きく聞こえる。

　仮にちょっと指の隙すき間まが空いてしまい、彼女の着替えを見たとしてもそれは事故じゃないだろうか。

　だいたい初音お姉ちゃんが勝手に部屋に入って下着姿になったんだ。

　例え見てしまってもしかたない！

　オレはひとさし指、くすり指の筋肉を心持ち弛ゆるめる。

　ゆっくりとまぶたを開いた。

　そこには桃源郷が広がって――なかった。

　桃源郷どころか、地獄が待ちかまえている。

「おはようございます。優兄さん」

「おはよう、優ゆう樹き」

　指の骨を鳴らす愛め衣いと、にこにこと笑っているのに背後からどす黒い気配を放射する小さ夜よちゃんが、未いまだ着替えている初はつ音ねお姉ちゃんの姿を隠すように立っていたのだ。

「優兄さん、どうして初音さんが下着姿で制服に着替えていらっしゃるんですか？」

「あ、あのね小夜ちゃん。君はとっても大きな勘違いをしているんだ！」

「優樹、どうして布団にふたつのへこみが出来ているのかしら。これって初音さんと優樹が一緒に寝ていたってことかしら？」

「なんでそんなに鋭いんだよ！　探偵かオマエは!?　って愛衣！　いや、愛衣さん！　違うんだ誤解なんだ！　話を聞いてくれれば絶対に分かってくれるから!?」

　しかし必死の呼びかけも彼女たちには届かないらしい。

「ではお話を伺う前に朝食ができていますので、下にきてください」

「みんなも待ってるしね。優樹の話は食べ終わった後、聞きましょうか」

「初音さんもまだでしたら一緒にどうですか？　後でお話もお伺いしたいので」

　小夜ちゃんの申し出に初音お姉ちゃんは、クールに髪を手て櫛ぐしで直し、

「ええ、いただくわ」と、にこやかに告げる。

「それじゃ優兄さん――」

「それじゃ優樹――」

　愛衣と小夜ちゃんが嗤わらう。

『一緒に行きましょうか』

　彼女たちは両りよう脇わきからオレの腕を掴つかみ、引きずるように一階へと連れて行く。

「ち、ちょっと待ってくれ！　これは事故だ！　冤えん罪ざいだぁぁぁぁぁッ！」

　扉の上に『この門をくぐる者は一切の望みを捨てよ』と書かれている気がした。





　◇






　城じよう南なん高校、昼休み。

「ようやく昼飯か……」

　オレは机に突つっ伏ぷしながら魂を吐き出すように息をつく。

　朝、初音お姉ちゃんが下着姿で、一緒の布団で寝ていたことを問い詰められた。

　その誤解をとくために一日分の労力を使い、ずっと体が怠だるいのだ。

　とりあえず午前の授業はやり過ごした。

　この調子で午後も乗り切ろう。

「ありす、そら、飯食べに行こうぜ」

　オレたちはいつも高校の屋上扉前の踊り場に集まって昼飯を食べている。

　中学生である愛め衣いと小さ夜よちゃんのクラスで、高校生のオレたちがお昼を食べるのはバツが悪い。

　逆もまた同じ。

　昼休みの混んでる食堂のイスを弁当持参で占領するには、六人は多すぎる。

　結果、スペースがあり人の目を気にしなくて良い、屋上へ続く階段の踊り場でお昼を取るのが日課になっていた。

　だが、ありすたちは申し訳なそうに、

「ごめんねユウキ。今日はお昼、一人で食べてくれない。ワタシもそらちゃんも、愛衣ちゃんたちも用事があって」

「用事？」

　ありすの言葉に首をかしげる。

　そらが元気な声で答えるが、

「そうだよ。ゆうくんにはないし――むご、もご!?」

　途中でありすに口を押さえられる。

「『オレにはない』？　昼飯なら今朝ちゃんと小夜ちゃんからもらってるぞ？　ほら」

「そ、そうね！　とにかく、ワタシたちは用事で一緒に食べられないから。行きましょう、そらちゃん」

「ご、ごめんね。ゆうくんまた後でね！」

　二人はお弁当を抱え、まるでオレを避けるみたいに廊下へと出て行く。

「なんだ二人して……」

　愛衣たちにはお昼を断られ、スギや他ほかの親しい友人もみんな食堂へ行っている。

　まぁいい。久しぶりに一人で飯を食うか。

　弁当の布をほどこうとすると、

「倉くら田たくん」

　クラスメイトの女子が声をかけてくる。

「何？」

「倉田くんにお客さんだよ」

　ありすたちが出ていった扉に初はつ音ねお姉ちゃんが立っていた。

　彼女は口元を弛ゆるめ、手に持ったお弁当の包みを胸の前まで持ち上げる。

「お姉ちゃん、どうして？」

「優ゆう樹きさんとお弁当を食べようと思って。お邪魔だったかしら？」

「ううん、そんなこと無いよ。オレも一人で食べるところだったから」

「そう、よかった。それじゃ人の目もあるから場所を変えましょう」

　オレは頷うなずき、弁当を手に初はつ音ねお姉ちゃんの横に並ぶ。

「エマージェンシー、エマージェンシー。至急閣下にご連絡を。繰り返す、至急閣下にご連絡を！」

　オレに声をかけた女子生徒が後ろで騒ぎ始めた。

　うちのクラスは全員『わん、にゃん、ラビット』の構成員だ。

　襲撃を受ける前にさっさと姿をくらまそう。

　オレは初音お姉ちゃんと一緒に並びながら心に固く誓った。




　扉を開ける。

「ちょっと寒いけど、人ひと気けが無いのがいいわね」

　初音お姉ちゃんはフェンスに囲まれた高校の屋上に出て、雲ひとつ無い青い空を眺めながら気持ちよさそうに背を伸ばす。

　オレたちは屋上に置かれているベンチに並んで座った。

　春や夏、秋などは屋上でお弁当を食べたり、ボールを使った軽い運動をする生徒たちで賑にぎわっている。

　しかし季節は十一月。

　わざわざこの季節に屋上に上がって食べる生徒はいない。

　だが今日は天気がいいため制服で十分温かい。

「その弁当って初音お姉ちゃんが作ったの？」

「ええ、昨夜アパートに帰って作ったのを朝詰めてきただけだけど」

　彼女の手の中に文庫本より少し大きいぐらいのお弁当箱が収まっている。

「そんなんで足りるの？」

「十分よ」

　彼女は蓋ふたを開ける。

　黄色い卵焼きにタコさんウィンナー、プチトマトなど定番のおかずが収まっていた。

「お姉ちゃんの弁当美う味まそうだね」

「よかったら一口食べる？」

「いいの!?」

「ええ。それじゃ優ゆう樹きさんの好きな卵焼きでいいかしら」

　彼女はキレイな箸はし使づかいで鮮やかな卵焼きを半分に切って、そのひとつをオレの口元に運ぶ。

「はい、あーん」

「えふっ!?」

「どうしたの優ゆう樹きさん？」

「いや、その……」

　それではまるで恋人同士ではないか！

　子供の頃ころは食べさせて貰もらったりしたことは何度もあったが、あくまでそれは子供の頃の話だ。

　オレは照れながらひな鳥のように口を開ける。

「そ、それじゃ、あーん」

「はい、あーん。どう？」

「……んッ！　凄すごく美お味いしいよ！」

「そう、よかった」

　初はつ音ねお姉ちゃんは静かに微笑ほほえむ。

　その笑みは十一月の渇いた青空の下、瑞みず々みずしいほど美しかった。

　オレは照れ臭くなり、ほほの火ほ照てりをごまかすように疑問を口にする。

「本当に美味しかったよ。でも、小さ夜よちゃんが作ってくれる甘い卵焼きより優しくて、オレの好みの味だな」

「それは砂糖の代わりに、ハチミツを使っているからよ」

　なるほど、ハチミツか。

　オレが甘い卵焼きが好きだと知った小夜ちゃんは、お弁当を作るとき絶対に入れてくれるようになった。しかし思い出の味と若干違うから首を捻ひねっていたが、そういう理由だったのか。

　それから二人で当たり障りのない会話をしながら、弁当を食べきる。

　途中で買ってきた温かいお茶で最後の一口を流し込んだ。

「ごちそうさまでした。お姉ちゃんの弁当、美う味まかったよ」

「おそまつさま。優樹さんに久しぶりに食べてもらって私も嬉うれしかったわ」

「お姉ちゃんの手料理を食べるなんて何年ぶりだろう」

「約八年ぶりぐらいかしら」

「もうそんなに経つんだ……。どうりで初音お姉ちゃんの料理の味を忘れているわけだ。昔は約一年間、ほぼ毎日食べていたのにな」

「そうね。昔は優樹さんのご両親も仕事で忙しくて、よく任されていたわね。私が料理を作って、二人で食べて、一緒にお風ふ呂ろに入って、布団で寝て。懐かしいわ」

　忘れていたはずの記憶が、彼女の言葉で蘇よみがえる。




　約八年前、初冬。

　黒いランドセルと脇わきにかけた白い給食着袋を揺らしながら、家路を急いだ。

　腕を力一いつ杯ぱい振り、吐く息を曇らせながら家の玄関に飛び込む。

「ただいま、お姉ちゃん！」

「お帰りなさい、優ゆう樹きさん。でも、玄関はもっと静かに開けないとダメですよ」

　クツを脱ぎ捨て、居間へと駆け込む。

　そこには黒いセーラー服に、白いエプロンを着た詩し猫びよう初はつ音ねお姉ちゃんが夕飯をこたつに並べていた。

　雪より白い肌に、黒くろ蜜みつのような黒い髪をおかっぱに切りそろえている。

　目鼻立ちは整っており、今時の髪を金や茶髪に染めた若者とは正反対で、大正時代の女学生のような古風な美人だった。

　容姿だけではなく、体の肉付きもいい。

　胸は年の割には大きく、形も服の上から分かるほど丸みを帯びている。

　だが腰は折れそうに細く、足もすらりと長い。

　冬が近づき寒くなったせいか、初音お姉ちゃんの足は紺の靴くつ下したから黒のパンストに替わっていた。

「うん！　今度から気をつけるよ！　お姉ちゃんお腹減った。今日のご飯なに？」

「優樹さんはお返事はいいんですが……。今日の晩ご飯は優樹さんが好きな煮込みハンバーグですよ」

「やった！　ハンバーグ！」

　オレがランドセルを乱暴に置き、食卓に座ろうとする。

　初音お姉ちゃんに頭を軽くこづかれる。

「いてっ」

「ダメですよ。まずはクツをちゃんと並べて、手洗いとうがいをしないと」

「えぇーめんどくさい」

「言うことをちゃんと聞かない悪い子はお姉ちゃん、嫌いになっちゃいますよ」

「ご、ごめんなさい！　すぐにクツを直し、手洗いとうがいをしてくるよ！」

「偉いですよ。あと、その給食袋を洗濯カゴに入れてきてくださいね」

「はーい」

「返事は延ばさず『はい』ですよ」

「はい、はい！」

「もう優樹さんは……」

　お姉ちゃんの口調はあきれていたが、表情は『男の子は仕方ないな』と温かい苦笑を浮かべていた。

　昔のオレは初音お姉ちゃんが好きで、さらに少しだけ困った顔を浮かべる彼女の表情が大好きだった。

　子供だから抱く、好きな人を困らせたい欲求、衝動だ。

　言うとおり脱いだ靴くつを直し、手洗いとうがいを済ませ、給食袋を洗濯籠かごに入れて再び居間に戻ると、料理が全すべて並んでいた。

　ドレッシングがかかったトマトとレタス、ツナのシンプルなサラダ。

　コトコト煮込んでとろみと旨味を引き出したコーンポタージュ。

　メインの煮込みハンバーグは、底が深い耐熱皿に入れられデミグラスソースの海に沈んでいた。

　上に乗ったチーズはその原形を留めないほどトロトロに溶けている。

「うわぁー美お味いしそう！　いただきます！」

「どうぞ召し上がれ」

　オレは目を輝かせながら、煮込みハンバーグに箸はしを伸ばす。

　ハンバーグを口に入れると、自然とほほが落ちそうなほど弛ゆるんだ。

　デミグラスソースがしっかりと染みこんでいる。

　奥歯で噛かみしめると肉汁が溢あふれ、そこにチーズも合流し三味が混ざり合い口いっぱいに旨味が広がる。

　しかも、一口、二口食べるだけで寒さに冷えた体が内側から温かくなっていく。

　こたつに入って、初はつ音ねお姉ちゃん特製の煮込みハンバーグを食べる。

　当時のオレはこれ以上の幸せはありえないと本気で信じていた。

「優ゆう樹きさん、美味しい？」

「うん！　おいひぃ！」

「口にモノが入ってる状態で喋しやべっちゃダメですよ」

「むぐ、んぐ……ごめんなさい。でもお姉ちゃんのハンバーグとっても美味しいよ！」

「よかった、優樹さんに喜んでもらえて。でも、ちょっと箸の持ち方がおかしいわね」

「はし？」

　オレは指摘されて改めて自分の右手を見る。

　当時のオレは箸を親指と人差し指で挟んで食べていた。

　初音お姉ちゃんが席を立つと、オレの背後に回り抱き締める。

「お、お姉ちゃん!?」

「動いてはダメよ。箸の持ち方を教えてあげますから」

　彼女は背後から抱き締めたまま、オレの手に手のひらを重ねてくる。

　お姉ちゃんの太ふと股ももが足の脇わきをかすめ、胸が後頭部に押しつぶされる。

　こたつよりも何よりも、暖かい体温が後ろ半分を覆った。

「こうして親指をそえて、人差し指と中指で持って……そう上じよう手ずよ。それじゃ食べてみましょう」

「ん、うん……」

　オレたちは二に人にん羽ば織おりの要領でハンバーグを口に運ぶ。

「優ゆう樹きさん、上じよう手ずですよ」

「う、うん、ありがとう」

「あっ、ほっぺに」

　初はつ音ねお姉ちゃんは、オレのほほについたチーズの欠片かけらを指ですくい、ためらいなく口にする。

　オレは初音お姉ちゃんに寄りかかり、顔だけを振り返りそれを見つめた。

　初音お姉ちゃんはその視線に気付き、小さく口元を綻ほころばせる笑みを返してくれた。




　なんでオレはこんな『幸せ』そのままを描いた思い出を忘れてしまっていたのだろう。

　だが、今ではあの時の背中に当たる温かさ、初音お姉ちゃんの柔らかい体、穏やかな声こわ音ね――湿度や温度まで思いだせそうなほど鮮明になる。

　そんな初恋の女性が猫ねこ又またで、しかも犯罪者だというのだから驚きだ。

　だが、彼女はオレの元に帰ってきてくれた。

　それだけで十分だ。

　気付くと、自分の口が動いていた。

「「あの――ッ」」

　初音お姉ちゃんも同時に声を出す。

「何、優樹さん？」

「いや、先に初音お姉ちゃんからどうぞ」

「でも」

「レディーファーストだって」

　姉は数秒ほど逡しゆん巡じゆんして口を開いた。

「……優樹さん、お願いがあるの」

「お願い？」

　彼女は黙って頷うなずいた。

　一拍呼吸を置いてから、ザクロより赤い唇をずいっと触れるほど近づけてくる。

「優樹さん、あのね、私と――」

「倉くら田た優樹さん、こんなところで詩し猫びよう初音と二人っきりになるのは感心しませんね」

「「!?」」

　初音お姉ちゃんの台詞せりふを遮り、男性の声が割って入る。

　相手は猫ねこ叉また木ぎ志し郎ろう――通称、白猫だ。

　屋上の扉は錆さびつき、開閉にどうやったって音が鳴る。

　それ以外の出入り口はないのに、彼はまるで幽霊のように突然姿をあらわした。

　白帽子に、白のスーツ。

　シャツも、髪もシミひとつないほど白い。

　こんなファッションをしたら、一般人では道化にしか見えないが白猫は違った。

　顔立ちがハンサムだという理由もあるが、まるで学校の制服のようにぴったりと彼にはまっている。

　それがさらに憎たらしい。

「白猫さん、どうしてあんたが学こ校こにいるんだよ」

「詩し猫びよう初はつ音ねが本格的に学校に登校を始めたので、ご挨あい拶さつがてら一度伺わせて頂いたんですよ。もちろん校長の許可はとってありますよ」

　彼は見せ付けるように胸元の関係者バッジを押し出す。

「それより倉くら田た優ゆう樹きさん、困りますね。こんな人ひと気けのないところに出てもらっては。いつ『高たか天まが原はら』が襲ってくるか分かりませんよ」

　彼は柔和な顔をさらに微笑ほほえみで包み込み、嫌味を飛ばしてくる。

　オレはその言葉にほほを引きつらせながら、反撃を企てた。

「そりゃ気付きませんで。ですが、そのためのボディーガードとして初音お姉ちゃんがいるんじゃないですか？」

「その彼女と二人っきりになるのもまずいんですよ」

「は？」

「……彼女が自由欲しさに、倉田優樹さんを人質に取る可能性もありますから。『神かみ喰くい』の生き残りを殺されたくなかったら、首輪チヨーカーを外せ、とね」

「初音お姉ちゃんがそんなことするわけないだろ！」

　オレは一瞬で全すべての感情を吹き飛ばし、烈火の怒りに包まれる。

「するんですよ。現に過去、彼女は百鬼夜行や四し生しよう楼ろうの関係研究所を破壊し、研究員、関係者、一般人に多数の被害者を出してるんです。だから、彼女は妖調査委員会我々に逮捕され、強制施設に押し込まれていたんです」

「それだって理由があるはずだ！　あの優しかった初音お姉ちゃんが、なんの理由もなくそんなことするわけないだろが！」

「どんな理由があろうと、それらは犯罪です。その事実は動きません」

「てめぇ、ケンカ売ってるのかよ!?」

「優樹さん、もういいわ」

　初音お姉ちゃんがオレの袖そでを引っ張り、それ以上の口論をやめるよううながす。

　小さく萎しぼんだように俯うつむく彼女の姿を前にしたら、それ以上悲しませる行動を取ることはできない。

　オレは二回、三回と熱くなった頭をクールダウンするため深呼吸を繰り返す。

「とにかくこれ以上初はつ音ねお姉ちゃんを悪く言うな。それとよほどの理由がない限り、学校にも家にも来ないでくれ」

「分かりました、善処します。そちらから何かありましたら携帯でご連絡ください。早朝深夜に関かかわらず遠慮なさらないでくださいね」

　それでは失礼します、と一礼して白猫は屋上の扉を鳴らし校舎の中に消えた。

　彼の姿が見えなくなったと同時に、お姉ちゃんの手が離れる。

　オレは何か言葉をかけようと口を開くが、予鈴が鳴り、昼休みの終わりを告げる。

　初音お姉ちゃんは何事もなかったように微笑ほほえみ、

「戻りましょう。授業が始まるわ」

「……うん」

　オレはそれ以上の言葉を出せず、歩き出した彼女の背を見送った。

　お姉ちゃんは一度振り返り、

「また明日お昼ご飯を食べましょう」

　それ以降、振り返らず屋上を後にした。





　◇






　その日の帰り道。

　文化祭のクラス準備は材料がそろっていないため人手はまだ必要ない。

　オレ、兎うさ月つきありす、千ち影かげそらは手伝えることもないため下校した。

　その輪の中に詩し猫びよう初音お姉ちゃんの姿もあった。

　ボディーガードとして一緒に帰るらしい。

　昼休み、彼女が言いかけた話を聞き返したかったが、会話の主導権は学校を出てからずっと女性陣が握っていた。

　ありすとそらが、初音お姉ちゃんを左右から挟み昨日の続きをせがんだ。

「初音さん、『短パン王子』の他ほかに、ユウキの面白い昔話ってないですか？」

「沢山あるわよ。『エリマキトカゲ事件』や『夢の国事件』とか」

「わぁ！　わぁ！　初音お姉ちゃん！　それ以上余計なことを教えないくれよ！」

「いいじゃない。ちょっとくらい」

　ありすは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、初音お姉ちゃんに話すようすり寄る。

　オレは彼女の後ろから強気な声で制止する。

「ダメなものはダメだって！　オレにとっては忘れたい過去なんだから。知りたがりは趣味が悪いぞ、ありす」

　その指摘に彼女は大きな瞳ひとみに涙をため、長いまつげを濡ぬらす。

「酷ひどいわ！　ワタシはただ好きな人の過去を知りたいだけなのに！」

「ありす……で、本音は？」

「ユウキが恥ずかしがって苦しむ姿ほど、愉快なことはないわ」

「悪魔です！　ここに兎うさぎの皮を被かぶった悪魔がいます！」

　まったくありすは油断できない。

　そんな会話をしていると、今度はそらが話の主導権を握る。

「そらは昔話も聞きたいけど、ゆうくんの子供時代の写真ももっと見たいな。昨日の写真に写っていたゆうくん、とっても可愛かわいかったよねー」

「本当ね。昔は可愛かったわよね、昔は」

　ありすは後ろを歩くオレを一いち瞥べつすると、溜ため息いきをつく。

「ありすさん、ありすさん、何か言いたいことあるなら言ってくれよ」

「別にないわよ。言いたいことなんて、ねぇ。ただ、今はどうしてこんな可愛くなくなったのかなぁと思って」

「言ってるじゃん！　めちゃくちゃ言語変換してるじゃん！」

　初はつ音ねお姉ちゃんがオレたちの会話を聞いて可お笑かしそうに微笑ほほえむ。

　彼女は今はこれぐらいしか持っていないけど、と手帳を取り出す。

　オレがクマの耳がついたパジャマを不機嫌そうに着た写真、遊園地で風船を片手にお姉ちゃんと一緒に写った写真――など六枚ほど出てきた。

「はうぅ～このクマぱじゃま着たゆうくん可愛い♪　そらこの写真欲しいな」

「そのパジャマはあまりに可愛いから私が買って、優ゆう樹きさんに着てもらったの。でも、最初恥ずかしがって着てくれなかったのよ。着せて写真を撮るのに苦労したわ」

「こっちの宿題をしている写真もいいわね。子供ユウキの困り顔……じゅるり」

「おい、ありす。今のオマエはマジ怖いよ」

「それは夏休みの宿題をサボっていた優樹さんを叱しかって、無理矢理やらせてた写真ね。優樹さんは放ほうっておくと手を動かさなくて」

　数は少ないが一枚、一枚を詳細に説明してくれる。

「でも、初音さんって強制施設にいたのにどうしてこんなに写真持っていられたの？」

「「!?」」

　そらが天然パワー全開で、自分から地雷原に突撃する。

　オレとありすは驚き、冷や汗を掻かいた。

　初音お姉ちゃんはその質問に怒りも哀かなしみも見せず、逆に愛おしそうに写真を指先でなで、

「強制施設でも私物は個人の資産だから、身寄りのない人の物はちゃんと保管しておいてくれるのよ」

「へぇ～そうなんだ」

「それに写真は優ゆう樹きさんとの大切な想い出だから、特にお願いして丁寧に保管してもらえるよう頼んでいたの。私の……宝物だから」

　昔を懐かしみ幸せそうに微笑ほほえんだ。

　オレとの思い出をそんなにも大切に想ってくれていたことに胸が熱くなる。

　そんな初はつ音ねお姉ちゃんを、オレは素直に可愛かわいいと思ってしまう。

「それじゃ私は一度自宅に帰って着替えてくるわね。また今夜、夕食時に」

　初音お姉ちゃんは倉くら田た家の前で小さく手を振り、近くに借りたアパートへと帰った。

　オレたちは彼女を見送って倉田家の玄関を開ける。

「お帰りなさいパパ！」

　玄関にはなぜか烏からす乃の黒くろ依えがいた。

「黒依？　どうしてここにいるんだよ」

「もう昨日も言ったじゃないですの。いつでも遊びに来ていいって」

　あっ、そうだった。

　すっかり忘れていた。

「でも来るなら電話か、メールのひとつでもくれよな」

「はーい、ですの♪」

　この子返事はいいんだよな、返事だけは。

　とにかく、オレは一度制服から私服に着替えるため自室へと上がる。

　階段に足をかけると、ありすが声をかけてきた。

「ユウキ、着替えたらすぐ居間に下りてきてもらえるかしら？」

「別にいいけど、なんかあるのか？」

「うふふ、来てからのお楽しみよ」

　……やばい、悪い予感しかしない。

　しかし断れば、さらに酷ひどい事態になるのは今までの経験で理解している。

　とりあえず、適当に返事をして二階へ上がった。

　自室に入って、制服から私服に着替える。

　着替えはすぐに終わったが、居間に下りる覚悟を決めるのに時間がかかってしまう。

　オレは意を決して、一階へと下りた。

　恐る恐る居間を覗のぞくと風ふう、黒依が端にテーブルを寄せお茶を飲んでいた。

　空いたスペースではありすとそらがストレッチをしている。

　二人は体操服に下はブルマと白い靴くつ下した姿で、ありすが座るそらの背中を『ぐぐぐぅ～』と押している。

　最初にそらがオレの存在の気付く。

「あっ、ゆうくん♪」

　その声にみんなの視線が集まり、それぞれ声をかけてくる。

「遅いわよ、ユウキ。いつまで着替えてるの」

「あっ、悪い。んで、二人は何をしてるんだ？」

「これから運動するからストレッチしてたのよ」

　ありすがさらに力を込めそらの背中を押しながら答える。

「でも、そらちゃんって体すごく柔らかいのね」

「えへへ～、ありがとうありすちゃん。体の柔らかさには自信があるんだ」

「へぇー、そうなんだ。だから、胸もこんなに柔らかいのね」

「ふぇ!?　だ、ダメだよありすちゃんそんな揉もんだらっ」

　ありすは背後からそらの胸に手を回し、両手十本の指で柔らかさを堪能する。

「凄すごい！　むちむち、ふにゃふにゃ！　同性のワタシでも夢中になっちゃうわ」

「こらこら兎うさぎに千ち影かげよ子供の前で何をしておるのじゃ」

　風ふうは三枚重ねた座布団の上であぐらをかきじゃれ合う二人を注意する。

　彼女は十一月にも拘かかわらず裸にオレのＴシャツ一枚の姿で、熱い緑茶を飲んでいた。












「黒くろ依えは恋愛には広い心を持っているですので、遠慮なく続けてくださいですの」

　何言ってんだよ黒依……。

　小学生の保健体育の授業はどうなっているのか疑問に思っていると、ありすが説明を始める。

「それで今日はワタシたちがユウキの『神かみ喰くい一族』の能力解放を手伝うことにしたの」

　ありすがそらの胸から手を離し、説明してくれる。

　オレのほほを一滴の汗が流れる。

　やっぱり悪い予感はあたった！

「へ、へぇーそうなんだ。うん、分かった。それじゃオレはお腹痛いから部屋に戻るよ」

「ゆうくんが押さえているのは頭だよ？」

「逃げちゃダメよ、ユウキ」

　ありすが居間の入り口を塞ふさぎ、そらがベランダの窓を押さえる。

　逃げ道がない！

「嫌だ！　絶対に嫌だ！　ナチュラルボーン災害と暗黒大魔王とのコラボなんて。どんだけ混ぜるな危険なんだよ！」

「酷ひどい言われようね。そんなにこの兎うさ月つきありすが信用できないなんて――いいえ、それはこの現世の字あざな、我が魂の真ま名なは銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる。ふっ、そんな我を信用できないとはどこまで愚かしい人間かしら」

「だからそういうところが信用できないんだよ！　絶対ネタに走って不幸な結果になるに決まってるし！」

　ありすのお気に入りアニメ『ＢＬＯＯＤＢＬＵＥブラツド・ブルー』のマネをする彼女に鋭いツッコミを入れる。

「まぁまぁ、とりあえず話だけでも聞いてよユウキ。絶対大丈夫だから」

「……いちおう聞くだけ聞こうか」

「昨日、黒依ちゃんがユウキの能力開発したでしょ。あれのお陰で後一歩、何か刺激を与えれば神喰い能力に完全に目覚めるらしいの。ねぇ、黒依ちゃん？」

「はいですの。昨日は力及ばずだったですが、パパの能力は外側から後ちょっと刺激を加えれば開花するところまで来てるですの」

「だから、そらとありすちゃんがそれぞれ頑がん張ばって、外側からゆうくんを刺激することにしたんだよ」

「んで、どうやってその刺激を送るんだ？」

　それが一番の問題だ。

　もし酷ひどい方法を使ってきそうなら無理矢理でも逃げ出さないと。

　ありすに押さえつけられたままだが、なんとか脱出する方法を頭で考える。

「聞いた話では婿殿は一度能力を開花させたんじゃろ？」

　お茶を飲んでいた風ふうに指摘され思い出す。

　たしかにオレは一度能力を開花……いや、暴走させたことがある。

　そらとの結婚式で、愛め衣いとそらの攻撃余波で教会が崩壊。

　瓦が礫れきから小さ夜よちゃんを庇かばってオレは致命傷を負った。

　だが、神かみ喰くい能力が暴走してくれたお陰で、傷は治癒され死ぬことはなかった。

「つまり、あの時の状況をまた作ろうっていうのか？」

「そんな固くならなくても大丈夫。またユウキに死にそうなほどの傷を負えなんて言わないわよ」

　それは助かる。

　また同じように腹に大穴開けろと言われたらはっきりと断るところだった。

　オレがあからさまに安あん堵どの溜ため息いきをつくと、ありすが笑顔で告げる。

「でも同じことはするわよ」

「え？」

「記憶喪失の人に同じ衝撃を与えると記憶を呼び戻すって言うでしょ？　だから、そらたちがあの時と同じ痛刺み激をゆうくんに与えれば能力を呼び覚ますんだよ」

「そんな非科学的な根拠で苦痛を与えようとするな！」

「大丈夫だよ、ゆうくん」

「何が大丈夫なんだ、そら？」

　彼女は笑顔で断言する。

「ちゃんと手加減はするから」

「助けて！　風、黒くろ依え！　どっちでもいいから助けて！」

　オレは外野を決め込む二人に助けを求める。

「頑がん張ばってですの、パパ♪」

「これも能力を開花するため必要な措置じゃ。男なら腹を括くくるのじゃ」

「味方がいねぇ―――！」

　くッ！　こうなったら無理矢理でも逃げ出さないと。

　オレは目を血走らせ隙すきをうかがう。

「ユウキ、そんなにワタシたちの能力開発をうけたくないの？」

　ありすが落ち込んだ様子で聞いてくる。

　だが、オレはそんなしおらしい態度には騙だまされない。

　それで何度痛い目をみたか。

「ああ、絶対に嫌だ」

「ぶぅー、ゆうくんはそらたちを信じてないの？」

「あたりまえだ！　おまえたちのせいで何度痛い目をみたか！　この前の女子更衣室ではお前ら二人に弄もてあそばれて人生ジ・エンドの直前だったし、もう騙されないぞ！」

「……そう、分かったわ。なら無理強いはしないわ。ユウキに嫌われたくないもん」

「ありす？」

　彼女はしおらしい態度で、居間の出口を開ける。

　だが、経験上油断はできない。

　あの兎うさ月つきありすのことだ。

　どんな罠わなを張っているか分からない！

　オレは地雷原を歩くように慎重に足を進め、彼女の脇わきをすり抜ける。

「ちなみに」

　びくッ、と条件反射でありすの声に体が震える。

「痛みを与えると言っても殴ったり、蹴けったりとかはしないわ。ワタシは関節技や絞め技の、ダメージコントロールが調節できるのでやるつもりよ。それでもダメかしら？」

「……くどいぞ、ありす」

「……ちなみにワタシ、体操着の下にブラジャーを付けてないの。この状態で関節技や絞め技でくんずほぐれつ。それでもダメかしら？」

「よろしくお願いします！」

　オレは畳の上に大の字に寝ころぶ。

「いやぁー。オレもつねづね神かみ喰くい能力を開花するにはありすたちの案じゃなきゃダメだと思ってたんだよ！　さぁ思う存分苦痛を与えてくれ！」

「さすがゆうくんだよ！」

「ワタシもユウキのそういう素直なところ大好きよ。コントロールしやすいから」

「そらはともかく、ありすはもうちょっと歯に衣きぬを着せる言葉遣いを覚えるべきだろう」

「それじゃ最初はワタシから行くわね。えい」

　ありすはツッコミを無視して、オレの体を倒し、その上に乗る。

「ちょ、ありす……」

「なに赤くなってるの、ユウキ。馬乗りになられて、興奮してるの？　これから虐いじめられるのに期待してるのね」

「してねぇよ！　そうじゃなくて、その、ブルマが密着して……」

　ありすは妖よう艶えんに微笑ほほえみながら、胸を突き出すようにしてオレの上に乗る。

　ぷるん、と重みで胸が揺れ、ブラをつけていないその柔らかそうな動きに、ほほが思わず熱くなる。

「クス、なに視線をそらしてるの、ユウキ。もっと見て、ワタシのこと……」

「ありす……」

　馬乗りになったところから、体を前傾して顔を近づけてくる。

　吐息がかかる距離で、目と目を合わせる。

　両手は彼女に乗りかかられ、ふさがれている。

　まるで押し倒され、全部ありすの言いなりにされているような気分になってくる。

「可愛かわいい、ユウキ」

　彼女の唇がほほに触れる。

　妖よう気きが流れ込んで来て、体がさらに熱を帯びてくる。

「くっ……」

　ぼうっとした目でありすを眺める。

　彼女の指がオレの唇に近づいてくる。

　もう、何をされてもいい、そんな何もかも委ねる気持ちになった時――

「……ン!?」

　ありすの指に小さな白い丸薬があるのが見える。

　それをオレの唇を開けさせ、口の中に入れ、飲み込ませる。

「ご、……ゴホっ、な、何飲ませたんだ、ありす!?」

「もちろん即効性のしびれ薬よ♪　これからちょっと痛くなるから、ご主人さまが抵抗できないようにしないと」

「だ、だまされたあああ！　色っぽく迫られてえっちぃことでもされるのかと思ってたのに、またありすにだまされた！」

「人聞きの悪いこと言うのね。これからが本番なのに。恥ずかしいけど、ユウキのためだから頑がん張ばろうと思ってたのに、そんな事言うなんて」

「え、それって……」

　ほほを赤く染め、視線をそらすありすを、思わず可愛いと思ってしまう。

「それじゃ失礼します、ご主人さま」

　恥ずかしそうに微笑ほほえんで、ありすが抱きついてくる。

（お、おおっ、この感触は！）

　柔らかな感触を楽しむ間もなく、ありすの体が素早く動く。

　オレを倒したまま手を掴つかみ、横に回ると股またの間に挟み、胸へと埋める。

　腕十字だ。

「い、いでででええぇぇぇえッ！　本番ってこれかよ、マジ痛いって！　あぁッ！　でもおっぱいが……ッ!!」

　言葉通り彼女はブラジャーをつけていない。

　前に服の上から胸を押しつけられた時、たしかに柔らかいが、ブラジャーのワイヤーやカップの感触が邪魔だった。

　蕎そ麦ばの風味を頼むために最初の一口はツユにつけず食べるのが通の食べ方であるように、おっぱいを十全に楽しむためにブラジャーは邪魔なだけだ！

「あんっ、ダメだってば、ユウキ、動かないで……あッ！」

　しびれ薬を飲まされているが、思わず体が動き、彼女の戒めから逃れようと手が暴れ、胸に触れてしまう。

「……っ！　柔らかくてたまらん……って、いててて！　柔らかいけど痛い！　痛いけど気持ちいい！」

　腕に触れる、ぷるんとした感触。

　ありすのおっぱいは標準より大きいが、そらよりは小さい。

　だが、弾力が段違いに違う。

　そらは揉もむと柔らかいが、ありすのはぐいぐい押し返してくる。

　肌の張りがいいのだ。

「どう、ユウキ。神かみ喰くい出そう？」

「出るか！　こんなんで出たら苦労しないって！」

「まだ出ないか、それじゃ」

　ありすは腕十字をほどき、寝ころぶ。

　ブラをつけていない胸が、ふにゃりと重力で揺れる。

「それじゃ今度はユウキをワタシの上に覆い被かぶさせて」

「ちょ、ちょっと待て何をするつもりだ？」

　痺しびれ薬で動けないため、ありすのなすがままになる。

　仰向けに寝ころんだありすに覆い被させられる。

「ンッ……」

　ありすの腕がオレの体を引き寄せる。

（あ、いい匂におい……）

　間近に香る匂いが、甘く鼻び腔こうをくすぐる。

　柔らかい胸の先端が体に密着し、布越しに形が分かるほど感触を伝えてくる。

「ユウキの心臓の音、聞こえそう……ンッ……」

　恥ずかしそうにありすが呟つぶやく。

　その台詞せりふに、思わずドキッとして、思わず身を起こそうとした時、オレの右手をありすが手に取る。

「ね、ユウキ。もっと感じて欲しいの。ワタシの……」

「わ、ワタシの？」

「ワタシの技を、ね！」

　彼女はオレの右腕を取り、その脇わきを足の間に入れ首ごと締め上げる。

　三角締めという技だ！

「む、むぐぅうぅッ!?」

　油断していたところに、再びの関節技。

　しびれ薬で体の反応が悪いこともあり、思いっきりかかってしまう！

（くそっ、またありすに騙だまされた！　……だけど、これはこれで悪くないかも）

　ほほにありすの太ふと股ももの感触。

　鼻先にブルマ。

　思いっきり締める度に、この二つの柔らかい物体に挟まれ、強く締め付けられる。

「くっ……ンッ」

　締める度に、ありすのほほに赤みがさし、色っぽく吐息が漏れる。

「ど、どう、ユウキ？　ワタシの絞め技は!?」

「む、むぐっ、ダメだってありす、そんなに強くしたら……っ」

「そう、もっとして欲しいの、ユウキは？　それじゃ遠慮無くいくわね」

「だ、だからダメだって！　そんなに締めたら天国にいっちゃう！　いや地獄か!?

こら、ちょっ、嫁入り前の女の子がはしたない……」

「大丈夫、ワタシは専属メイド、身も心も既にユウキのものだから。だからいいのよ……ユウキ」

「え、そ、それって」

「いいわよ、ユウキと一緒なら、天国でも地獄でも。後ろから温かく見守ってあげるから♪」

「見てるだけかよ！　って見てるどころか、むしろたった今地獄に突き落とされそうになってるよ!?」

（あっ、やば……）

　目の前がピンク色に染まっていく。

　酸欠状態だ。

　そのせいで触覚はより鋭敏になり、ありすの太股の感触を味わう。

　肌はすべすべで、瑞みず々みずしく締め付けられているのにもっと締め付けて欲しいと思ってしまう。

「ンッ、ユウキ、ダメだってば、動いちゃ……くすぐったい……」

　酸欠状態のため肺が酸素を求める。

　ありすのブルマが鼻先にあるため、洗濯した洗剤、染みこんだ汗、体臭の混ざりあった匂においをダイレクトに嗅かぐ。

　一日中彼女の股またの間に顔を埋め嗅いでいたいと雄の本能が訴えかけるほど、欲望を掻かき立たてる匂い。

　だが、それらをずっと味わっていたかったが、そろそろ意識が途切れそうになる。

　そのぎりぎりのタイミングでありすは技をといた。

「どう、ユウキ。神かみ喰くいは出そう？」

「ぜーはー、ぜーはーぜーはー」

　肩で息をしながら、首を横に振るので精せい一いつ杯ぱいだった。

　関節技や絞め技がこれほど体力を消耗するモノだとは知らなかった。

「なんで出ないのかしら。やっぱり、もっと強くしないとダメなのかも」

「これ以上締め付けたらオレが死んじゃうよ！　ありす、そろそろ勘弁してくれ……」

「じゃぁー次はそらの番だね！」

　脳天気な声が居間に響く。

　振り向くと、そらが満面の笑顔でオレを見つめている。

「ぜーはー、今日は、ぜーはーもうギブ」

「えぇーありすちゃんばっかりずるいよ。ゆうくん、どこ行くの？」

「げほ、部屋に帰るんだよ。もうお終しまいで」

　オレは酸欠と痺しびれ薬で亀かめより遅く這はうことしかできないが、居間から逃げようと奮闘する。

「そんなこと言わないでゆうくん。今から脱ぐから」

「もう既に体操服になってるだろ――ってそら、何やってんだよ！　いきなりブルマを脱ぎだすなんて！」

　突然、そらが目の前でブルマを脱ぎ、さらに上着まで取る。

　思わず手で目を隠してしまったが、男の性で指の間から恐る恐る見てみると、

「じゃーん、下はビキニでした～。ゆうくん、可愛かわいい？」

　胸を突き出すようにして、ビキニ姿のそらがポーズを取る。

　その度に奇跡のような巨乳は揺れ、男の本能を直撃する！

（マイクロビキニ!?　いや、普通のサイズが、胸が大きすぎるせいでミニサイズに見えてるのか。どちらにしたって、こんな服装で技なんてかけられたら……！）

「そら、なんでそんな格好してるんだよ!?　ブルマでも十分動きやすいだろ！」

「うんとね、だってゆうくんが最初はイヤだって言うだろうから、って。ありすちゃんが」

「ありすが？」

　横を向いてありすの方を見るが、あからさまに視線を逸そらされる。

　くそ、ありすめ、オレの性格を把握しやがって！　こんな格好されたら、

「で、ゆうくんどうするの？　続ける？　それとも、止める？」

「もちろん続行でお願いします！」

　こんなＨな格好されたら、こちらから土下座でお願いするに決まってるじゃないか！

「やった～、ありがとうゆうくん！　ゆうくん大好き～」

「ワタシも大好きよ、ユウキ。ほんと、分かりやすい性格で助かるわ」

「くそ！　分かっていてもありすの術中にはまってしまう……」

　つい、そらのビキニ姿のエロ可愛かわいさに惑わされ、了承してしまう。

　オレは覚悟を決める。

「こうなりゃやけだ！　好きなだけ技をかけやがれ！」

「それじゃ望み通り行くね～、全力で♪」

「や、やっぱ今日はもう無しに……」

　相手は陰陽師最強で天然の千ち影かげそら。

　怖くなり三秒で心変わりしてしまうが、もう遅い。

　痺しびれ薬で身動きがとりづらい体を叱しつ咤たし、うつぶせになって逃げようとするが、そらは笑顔で後ろから抱きついてくる。

「ちょ、む、胸がっ」

　ぷにぃ、とそらの大きな胸が背中にあたる。

　布地が少なく薄いので、ダイレクトにその形と大きさを感じる。

　柔らかな感触と同時に、甘い匂においが鼻び腔こういっぱいに広がる。

「ゆうくん……」

　背中に感じるそらの体温。

　そういえば小さい頃ころ遊んだとき、ふざけてこうやってじゃれあったこともあったっけ。

　あの時はこんなに胸は大きくなかったが。

（く、くそっ、逃げようとしたら、背中にあたって布地がずれる！）

「あんっ、ダメだよゆうくん、逃げちゃ。ブラ取れちゃう……ぁンっ」

「こら、変な声を出すんじゃない！　オレはまだ何もしてないだろうが」

「まだ、ってことはこれから何かしてくれるの？　そらの胸、虐いじめてくれるの……？」

「な、何言い出してるんだよ!?　そらがオレに技をかけるんだろうが!?　オレがかけてどうするんだよ！」

「そら……ゆうくんになら何されてもいいよ。吸っても、揉もんでも、挟んでも……旦だん那なさまの為ためなら、頑がん張ばるから。だって、そらはゆうくんの妻、だから」

「そら……」

「あンッ」

　そらの台詞せりふに動揺して、思わずバランスを崩し、地面に倒れる。

「ゆうくん……顔、近いよ」

　ほほを真まっ赤かにして、そらが呟つぶやく。

　吸い寄せられるように、そらの瞳ひとみに、唇に、近づいてしまう。

「そら……」

「ゆう、くん」

　互いの名前を呼んで、そらの手に手を重ねる。

「ゆうくん、そら、初めてだから……」

　視線を逸そらしながら、そらが呟つぶやく。

「初めてだから、ごめんね。……手加減できなかったら」

「え？」

　瞬間、足を引きずり込まれバランスを崩し、地面に手をつく。

　そらは滑るように背後に回り込み、腕を蛇へびのように首に巻き付け、締め付けてくる。

「レスリングの『スイッチ』って技だよ。そら、本を読んでゆうくんのために勉強したんだよ～」

「いて、いててて!!　そら、痛いって！　こ、この最強無敵女！　さっきまでの恥ずかしがって赤くなってる姿はどこへいったんだよ！」

「えー、だって寝技なんて初めてだから、緊張して心臓ドキドキで。えへへ」

「くそ、照れてるそら可愛かわいい！　じゃなくて、そんな事言ってる場合じゃねえ！　首が絞まるううう!!」

　口調はのんびりしているが、技はたしかだ。

　暴れて抜け出そうとするが、女子の腕力のくせに一ミリだって動かない。

　そらの腕が首に、足はオレの腰をがっちりと掴つかんで離さない。

　チョークスリーパー状態だ！

「ダメぇ、そんなに暴れちゃ……」

　必然、彼女は背中に密着してくる。

　おっぱいが背中に当たってる！

「あンっ、ゆうくん、そんなにしたら……つぶれちゃうよぉ」

　ありすとは違う爆乳が背中に押しつぶされ、形を変える。

　そらの胸はやっぱり大きい。

　それでいてとろけるように柔らかく、一度でも触ったら手を離したくなくなる。

　背中に当たっているため、その感触を自身の意思で味わえないのが悲しい。

「んッ……ゆうくん、どう？」

「さ、最高です」

　思わず敬語で返事をする。

「そうじゃなくて、あの時みたいに能力でてきそう？」

　オレは小さく首を振る。

「うーん、これじゃダメかぁ。でも、どうしてダメなんだろ。あの時は一発で神かみ喰くい状態になったのに」

「結婚式のあの時は、落ちてきた鉄骨のおかげで一発で胴体に風穴が開いたからだろうが！　もう一回やったら死ぬよ！　死んじゃうよ！」

「そうだよね、あの時目覚めたのは偶然で、もしかしたら死んでたかもだし。でも、そんな危険を冒しても、ゆうくんはそらを助けてくれたんだよね。……あの時、そらを突き飛ばして、命がけで守ってくれたんだよね」

「え……」

　戒めを解いて、向き合ってそらがオレの手をとる。

　まっすぐな瞳ひとみで、オレを見つめて、ぎゅっと抱きしめてくれる。

「ゆうくんはいつも優しいから。そらのことを、誰だれよりも大切にしてくれて。……だから、今度はそらの番。そらがゆうくんを、絶対守るから」

「そら……」

　抱きしめてくれるそらの吐息が、温かさがすぐそばにある。

　ずっと昔から、こうしてきたような感覚。

　幼い頃ころから知っているからではなく、隣にいてくれるのが当たり前で、これからもずっと一緒にいたいと思える。

「ゆうくん、大好き。世界で一番、大好きだよ」

「そら、オレも……」

「だから、頑がん張ばる。ゆうくんが死んじゃうギリギリ一歩手前くらいになるように、頑張っちゃうね！」

　そらは締めていた腕を放し、滑るように下から抜け出し、今度は覆い被かぶさってくる！

　そらの大きな胸が、ちょうど唇の真上に来て、呼吸を妨げる！

「んぷッ、んんんんぐっ!!　そら、空気、呼吸できないって！　し、死ぬ手前じゃなくて、これじゃ死んじゃうって!!　んんング！」

「上四方固めだよ。ブラジリアン柔術や総合格闘技では『ノースサウス・ポジション』って言うんだよ。知ってたゆうくん？」

「ふが！　むが！」

　中学時代、体育の授業でやったよ！

　しかし声は胸に押しつぶされて上う手まく発音できない。

　本来この技はお腹で相手の顔を押さえつけるが、そらは位置が悪く胸で押さえつけられる。

　しかしそれでも身体バランスがいいのか抜け出せない。

「諦あきらめちゃダメだよゆうくん！　この技から抜け出そうと努力しなくちゃ。そうすればきっと神かみ喰くいの能力も開花するよ！」

「むがぁ！　ふぁ！」

　言いたいことは分かる。

　教会で戦った時みたいに神かみ喰くいの力を目覚めさせ、抜け出せと言うんだろ。

　だが、たしかにそらの上四方固めは息が出来なくて苦しいが、それ以上のご褒美があるのだ！

「あんっ……ダメだってばぁ、ゆうくん、ヘンな方向に動いちゃ！　ダメぇ……ぁッ」

　バストインパクツを引き起こした彼女の胸が、ブラジャー無しで押し付けられる。

　柔らかな胸の谷間に挟まれ、首を動かすとふにふにとした感触を味わえる。

「顔が見えないけど、ユウキはなんだか嬉うれしそうね」

「パパったら、あんなに大きくしてですの」

　ちょっと黒くろ依えさん！　どこが大きくなったと言うんですか!?

　観戦していたありすと黒依が、それぞれ感想を漏らす。

　ツッコミを入れたいが喋しやべれず、抜け出そうとするにはここは極楽だった。

　あぁ、できればずっとこうしてそらのおっぱいに挟まれていたいな。

「なんだかそらちゃんの技はユウキを喜ばせているだけな気がするわ」

「そうかなぁ？」

　さすがありす。

　顔が見えなくてもオレの心情を完全に把握してきやがる。

「これじゃ意味がないわ。そらちゃん一緒にユウキに技をかけてもいい？」

「いいよぉ～」

「みがッ!?」

　そらはまるで食べかけのアイスの味見を承諾するような調子で受け入れる。

　足に激痛。

　なにかしらの関節技をかけられているようだ。

「なら妾わらわも手伝おう。眺めているだけでは退屈じゃったからな」

「なら黒依もやるですの～♪」

「ぜひ協力をお願いします。腕は空いてますから」

　ありすは本人の了承も得ず、風ふうと黒依の参戦を認める。

　腕にぷにぷにとした感触が広がる。

　オレは必死に振りほどこうとすると、

「あん♪　パパ、そんなに動かしたら黒依変な気持ちになるですの」

（ちょっと待て！　どうしたらそんな気持ちになる技をかけようとしているんだ!?）

　そらの胸に押さえられているため、喋ることができない。

　腕と足に激痛が走る。

　さらに胸がより強く押さえつけられ酸素が吸えなくなる。

　胸の感触、匂においの天国。

　両手足に広がる激痛。

　奪われる酸素。

　天国と地獄が同時に襲いかかって来て、脳みそを苦痛と快楽でごちゃごちゃにする。

（前門のおっぱい、後門のぷにぷに！　ここは天国か！　それとも地獄なのか!?）

　オレの意識は神かみ喰くい能力が開花するまえにシャットダウンした。





　◇






　翌日、水曜日。

　今日の昼休みもありすとそらは、愛め衣いたちと用事があるからと一緒にお昼を食べず教室を出て行った。

　彼女たちが出て行くとその背後をつけたが、廊下にはすでにその姿がなかった。

　某島国出身スパイもびっくりの素早さだ。

　オレは気を取り直し、弁当を持って屋上へと上がる。

　初はつ音ねお姉ちゃんは先にベンチに座り、膝ひざに小さなお弁当箱を乗せていた。

　彼女は晴れた青空を眺めていた視線を、入り口へと向ける。

「来てくれたのね」

「もちろん。昨日、お姉ちゃんと約束したろ？」

　オレは昔のように元気よく笑い隣へ座る。

　小さ夜よちゃん特製弁当の蓋ふたをあけ、お姉ちゃんと雑談をする。

　話題として昨日の出来事をあげた。

「そう言えば昨日、白猫さんに邪魔されたけど初音お姉ちゃんは何を話そうとしたの？」

「やっぱり先に優ゆう樹きさんからお話ししてもらっていいかしら」

　お姉ちゃんはお弁当からきんぴらを掴つかむが、食べずに戻す。

「それじゃ……えっと、その、気分を悪くするつもりはないんだけど、ひとつだけ気になった事があって」

「何？」

「どうして百鬼夜行や四し生しよう楼ろうの研究施設を破壊したりしたの？」

「…………」

　彼女はすぐには答えてくれず、お弁当を脇わきに置きベンチから立ち上がると、正面のフェンスまで歩き指をからめる。

　風とフェンスの金属音がここまで聞こえた。

「優ゆう樹きさんは私がどうして『黒くろ猫ねこ』って呼ばれているか知ってる？」

「うん」

　短く答え事実だけ伝える。

　小さ夜よちゃんの説明を思い出す。

『黒猫』は生まれたときから、あらゆる呪のろいを内に秘めている。

　故ゆえに『仙せん狸り』とは反対に疎うとまれる存在だと。

「私は生まれたときからあらゆる呪いを内包しているの。その呪いを調合したり、濃度を強めたりして物体を破壊、腐食することができるの」

　初はつ音ねお姉ちゃんが右手を目の高さまで上げる。

　その手から黒い靄もやのよなモノが立ちのぼった。

　黒い靄はフェンスに触れると、一瞬でフェンスを赤くサビさせ、風化させた。

　なるほど。だから、オレを襲ってきたトラックは真ん中から腐ったようにボロボロになったのか。

「私は全すべての呪いを内包している、呪われた猫ねこ又またなの」

　右手から黒い靄を消す。

　フェンス越しに町を眺める初音お姉ちゃん。

　オレはその背をジッと見つめ続けた。

「だから猫又一族の総本山、猫屋敷から大分離れた山奥に建てられた一軒の家に私は隔離された。窓には格子が嵌はめられ、玄関に出る扉には固い鍵かぎがかけられていた。両親ですら会いに来てくれなかったわ。ずっと一人でそこで暮らしていた。格子の間にご飯粒をまぶして鳥を呼んで、それが唯一の友達だった。そんな私に会いに来てくれる人ができたの。四し生しよう楼ろうの陰陽師よ」

　初音お姉ちゃんの声がややはずむ。

「その人は若い男性で笑顔が素敵な人だったわ。彼はよく私に話してくれた。街のこと、仕事のこと、とくに妖あやかしと陰陽師の未来について。これからは妖も人ももっと距離を縮めて仲良くすべきだって。私はその理想に賛同した。とても素晴らしいと。そして彼は言ったわ。そのために私の力が必要だと」

　手のひらに力がこもる。

「私の能力を研究し、現在まだ不可能とされている呪いを解く方法を発見する。そうやって妖でも人に役に立てると証明できれば、妖と人は距離を縮めることができる。私は話を聞いて涙を流したわ。悲しいからじゃない、こんな呪われた自分でも妖や人の役に立てることを知ったのが嬉うれしかったの。そして、私は文字通り血の滲にじむ努力をして、自身の力をコントロールする術すべを覚えたわ。辛くて、逃げ出したくなるたび彼の言葉を思い出して、歯を食いしばって――」

　数年後、初はつ音ねお姉ちゃんは努力の甲か斐いがあって、力を無意識に漏らすことはなくなったらしい。

「彼は猫ねこ又また一族の長おさを説得して私を研究所に連れて行く許可を取ってくれたわ。そして、初めて自分の足で地面を踏むことができた。その感触は今でも忘れない。私は彼に感謝した。ううん、彼の崇高な目的が成就するならこの命を捧ささげたって惜しくない――って当時は心底思っていた。けど、彼に付いて研究所に移り住んで数ヶ月後、私は偶然真実を知ってしまった」

　指が金網から零こぼれ落ちる。

「彼は研究の仕事が忙しく、休日以外は一緒に食事を取ることすらできなかった。だから、彼の体を気遣い毎日朝早く起きてお弁当を作って、お昼休みに渡していたの。その日も同僚の研究員と一緒に部屋に篭こもっている彼にお弁当を渡したわ。そして、忙しい彼の邪魔をしないため早々に部屋を出た。けど、途中でカバンの中にお弁当用の箸はしがこぼれ落ちてることに気付いたから戻ったの――研究室の扉は閉まりきってなくて部屋の中を覗のぞくことができたの。そして彼と同僚の話し声が聞こえてきたわ」

　初音お姉ちゃんを隔かく離り家がから連れ出してくれた『彼』は、同僚と一緒に彼女を嘲ちよう笑しようしていたらしい。

「彼が私を連れ出した本当の理由は、四し生しよう楼ろう研究所内の出世のためで、力を研究・解明し治療ではなく兵器に転用しようしていたの」

「兵器に？」

「ええ、兵士の装備だけを腐食し無力化する非致死性兵器から、特定の人物だけ殺す特殊暗殺兵器。果ては全盛期のペストや黒死病以上の人たちを殺せる殺さつ戮りく兵器なんかをね。それに治療より兵器の方が研究費は安く、売り込み先も多岐にわたる。猫又一族も彼の目的は知っていたけど、私を厄介ばらいできるならって見て見ぬふりをしたらしいわ。なのに私は彼が連れ出してくれたと信じて喜んでいると笑ったの」

　頭に血が一瞬で昇る。

　気付けば爪つめが皮膚を破り血を滲にじませるほど拳こぶしを握っていた。

　今、その『彼』という奴やつがいたら迷わずぶん殴っている。

「彼は妖あやかしと人のより良い未来なんて砂粒ほども考えていなかった。実際は妖なんか害獣の類たぐい程度にしか見てなかった。なのに私が恋人、妻のような顔をするからうざい、気味悪いって同僚に愚痴ってたわ。そして、私が作って持ってきたお弁当の中身をゴミ箱に捨てた。『あんな化け物の中の化け物――病原菌の塊かたまりみたいな女が作った食事が食べられるわけがない』って吐き気をもよおしながら」

　校庭から食事を終え、校庭で遊ぶ生徒たちの声が聞こえてくる。

「私は無意識に部屋に入って問い詰めていたわ。彼は話を聞かれて、憤怒した私に殺されると勘違いしたらしく、殺される前に殺そうとしてきた。だから、私は――自身の身を守るためこの力を使ったの」

　右手に黒い靄もやが生まれたが、すぐに彼女は拳こぶしを握り締め霧散した。

「そしたら彼の右腕が腐り落ちたわ。彼は生きたまま腕が腐り落ちる苦く悶もんに研究所の隅々に響く悲鳴をあげた。その声を聞いて研究所の警備員や雇われの陰陽師が、私を人に仇あだなす妖あやかしとして殺しに来たわ。私は命からがらその場を逃げることができた。けど、四し生しよう楼ろうから捕殺対象の妖として指名手配されたの」

　だから、と彼女は続ける。

「私は自分の無実を証明するため、百鬼夜行と猫ねこ又また一族に助けを求めたわ。だけど、結果はまったくの逆だった」

　金網が彼女の額ひたいを押し付けられ軋きしむ。

「百鬼夜行でも陰陽師に重度の怪け我がを負わせた捕殺対象の妖――犯罪者として指名手配されていたの。猫又一族では誰だれも話を聞いてくれなかった。父と母でさえ」

「…………」

「私は雷が鳴る激しい雨の中、追われ森の中を逃げまどったわ。どうして殺されそうになっているのか？　どこで私は間違ったのか。泣きながら、手足を草木で切り、足と顔をドロで汚しながら。考えて逃げて。逃げて思考して。逃げて悲鳴を上げ嗚お咽えつを吐き出し脳が痛みをあげるほど検証したわ。そして、追っ手から逃げ切った山の頂上でようやく答えを出すことができたの」

　彼女は一度呼吸を止め、




「殺さなければ殺される」




　オレは息を飲む。

「大多数に決められたルールから外れた個は、そのルールによって殺される。では、そうならないためにはどうすればいいのか？　大多数の決めたルールを殺せばいいのよ。ね、『一＋一』より簡単でしょ？　だから、私は大多数が決めたルールを殺すため、百鬼夜行と四生楼の関係者をこの手で傷つけ、施設を破壊し、時には猫又一族同胞すら襲ったわ。壊して、傷つけ、脅して――」

「………」

　彼女の境遇は猫ねこ柳やなぎ愛め衣いや千ち影かげそらに似ていた。

　少女には過分な力ゆえ、彼女たちの人生を狂わせてしまった。

　しかし詩し猫びよう初はつ音ねは違う。

　愛衣とそらの力は少なくても羨せん望ぼう、待ちこがれた、望まれた力だ。

　だが初はつ音ねお姉ちゃんの力は呪のろい。

　みんなが忌き避ひするモノだ。

　疎うとまれていた自分が、初めてその力を恐れず対等に接してくれた人に裏切られた。

　その傷はどれほど深いモノだろう。

「優ゆう樹きさんと出会う前、私はそんな数え切れない悪事をしてきたわ。それでも優樹さんは――」

　初音お姉ちゃんは深い海の底から浮かび上がり水圧に体を慣らすようにゆっくりと振り返る。

　彼女の表情は刻ときを止めたように無感情だった。

　だが未いまだ掴つかんでいる金網が風とは違う理由で揺れた。

　オレにはそれだけで十分だ。

「こんな私を軽けい蔑べつするかしら？」

「…………」

　オレは目を閉じ、自身の胸きよう裡りに問う。

　忘れていた過去が蘇よみがえる。




　小学校三年生時代。

　オレは初音お姉ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入っていた。

「お風呂ぐらい一人で入れるのに……」

「優樹さんのお風呂は入るんじゃなくて、浴びるよ。まるでカラスの行水なんですもん。はい、体は洗い終わったわ。次は頭を洗いましょうね」

　初音お姉ちゃんはシャワーでオレの体についた泡を洗い流す。

　シャワーのお湯を今度は頭からかける。

「わっぷ。今日はいいよ！」

「ダメよ。優樹さん昨日も洗ってないでしょ。今度は私の方を向いて」

　彼女はオレを逃がさないように、向き合わせ状態で抱っこする。

　まるでコアラの親子のような状態だ。

　目の前に一糸まとわない初音お姉ちゃんの胸が目の前に迫る。

　丸い形のいい乳房は、いつもの真っ白な肌が火ほ照てりで薄いピンク色に染まっていた。

　彼女はボトルを押し、手のひらにシャンプーを乗せる。

　ごしごしと黒く短いオレの髪を洗い始めた。

「痒かゆいところはありませんか？」

「ないよー。あははは、お姉ちゃんまるで床屋さんみたいだね」

「私は女の子なんだから、美容師さんと言って欲しいわね」

「美容師さんと床屋さんって違うの？」

「ええ、違うわよ。美容院は女の子が行くところなのよ」

　たわいない、くだらない会話をしながらも彼女は髪を洗い続ける。

「洗い流すから、シャンプーが目に入らないようにギュッとしないとダメよ」

「分かってるよ」

　オレは両手で目を覆い、ギュッと力いっぱい閉じる。

　勢いよく出るシャワーの温水を頭からかけられる。

「はい、お終しまい。もう目を開けてもいいわよ」

「ぷはぁー！」

「ちゃんと大人おとなしく髪を洗われて偉かったわね」

「へへへっ」

　いまだ額ひたいから、ほほから流れるシャワーの雫しずくをぬぐい満面の笑みを浮かべる。




　初はつ音ねお姉ちゃんと一緒の布団で寝たこともあった。

　外は暗く、台風がその勢いを一番強める夜。

　強風で電線が切断され、オレの家を含め近隣一帯が停電となった。

　台風のせいで家に帰れなくなった両親の代わりに、初音お姉ちゃんが家に泊まる。

　オレは自室で、初音お姉ちゃんと一緒の布団で横になっていた。

「べ、べつに暗くても怖くないのに」

　彼女の背に向け横になったオレは、上うわ擦ずった声で虚勢を張る。

　背後で彼女が薄く笑った気がした。

「優ゆう樹きさんが怖くなくても、お姉ちゃんが不安だから一緒に寝てもいいかしら？」

「お姉ちゃんはしょうがないな。なら、一緒に寝てあげるよ」

　オレは寝返りをうち初音お姉ちゃんと向かいあう。

　自分のことを棚に上げて胸を張る。

「ありがとう、優樹さん」

「でもこんなに早くは眠れないよ」

　時間は午後九時。

「ダメよ。もう子供は寝る時間よ」

「けど……」

「ならお姉ちゃんが子守歌を唄うたってあげるわ」

「お、お姉ちゃん！」

　彼女はオレを抱だき枕まくらのようにギュッと引き寄せ抱き締める。

　ブラジャーをしてない胸の谷間に顔を埋める形になる。

　彼女は小さく、子守歌を唄うたい始めた。

「からす　なぜなくの　からすはやまに　かわいいななつの　こがあるからよ

かわいい　かわいいと　からすはなくの　かわいい　かわいいと　なくんだよ

やまのふるすへ　いってみてごらん　まるいめをした　いいこだよ」

　歌に合わせて『ぽん……ぽん……』と初はつ音ねお姉ちゃんの手のひらがオレの背中を叩たたいてリズムを取る。

　うつら、うつらと目ま蓋ぶたが上下し始める。

　布団と抱き締められ体全体が初音お姉ちゃんの匂においと体温に包まれる。

　まるで幸せの具現のように。




　詩し猫びよう初音お姉ちゃんはいくつもの喜びを、哀かなしみを、嬉うれしさを、共有し、与えてくれた。

　そんな彼女をオレは――

「軽けい蔑べつなんてできないよ」

　断言する。

　一片の迷いもなく。

　真まっ直すぐ初音お姉ちゃんと向き合い断言する。

「あんなにも幸せをくれた初恋の人を軽蔑するなんて、できるわけないよ」

　初音お姉ちゃんの表情から緊張がほどける。

「優ゆう樹きさんに私が『黒くろ猫ねこ』だと知らせず、説明もせず騙だまして側にいた。けど、生まれてからずっと誰だれからも必要とされず生きてきた私にとって、あの一年間は何事にも代え難い時間だったわ。だから、今ここに来て、真実を伝え嫌われ、軽蔑されるのが何よりも怖かった。……けど、やっぱり優樹さんは昔と変わらない、私を受け入れてくれる、たった一人の人だった。だから、私は……優樹さんをこんなにも好きになってしまったのね」

　初音お姉ちゃんがオレを好きに!?

　初恋の人のさらなる心情を知り、顔が熱くなる。

　さらに初音お姉ちゃんが歩み寄り、額ひたいをオレの胸へ押し付けてきたせいでほほの温度がいっそう上がる。

　制服越しに伝わる体温。

　さらさらと音が聞こえてきそうなほど細くキレイな黒髪。

「優樹さん、私の……最初で最後のお願いを聞いて……」

　初音お姉ちゃんは額を胸から話すと、頭一つ分高いオレを見上げる。

　烏の濡ぬれ羽のような瞳ひとみに、自身の姿を確認できるほど近くで。

　切実に、

　必死に、

　神に縋すがるように、




「私と一緒に逃げて」




　詩し猫びよう初はつ音ねお姉ちゃんは――倉くら田た優ゆう樹きに初めての願いを捧ささげた。

「にげ、る？」

　脳が意味をすぐには理解しない。

「『神かみ喰くい』の力でこの首輪チヨーカーを外して、私と逃げて。そして百鬼夜行も、四し生しよう楼ろうも、猫ねこ又また一族も全部一緒に潰つぶして欲しいの。私の復ふく讐しゆうに優樹さんの力を貸して。これがお姉ちゃんの初めてのお願い」

　初音お姉ちゃんが言葉を続ける。

「最新科学と妖よう術じゆつの複合拘束具。科学は私の能力ちからでどうにかできる。でも妖術は別。多重感知術式が組み込まれているの」

「た、たじゅ？」

「外側から正規以外の方法で解除しようとすると、すぐに警告が監視者に飛ぶ。その後、対象者の爆破命令を受信するの。しかもその術式は非常に精巧で、一時間毎ごとにランダム変化する。そのつど解放術式が変化するのよ」

　つまり金庫の鍵かぎを無理矢理開けようとすると、通報され最悪爆発してこちらを殺してくる。

　しかも鍵は一時間毎に代わり、その鍵の解除方法は誰だれも知らないわけだ。

　たしかに手の出しようがない。

「けど、『神喰い』なら別」

　そうだ。『神をも喰らう一族』の力なら、その程度の妖術を喰い尽くすのに、コンマ一秒もかからないだろう。

「もし優樹さんが私と一緒に逃げてくれるなら……私の体を自由にしていいわ」

「!?」

　彼女は赤いスカーフを弛ゆるめ、自分でスカートの端を掴つかみ持ち上げる。

　真っ白な太ふと股もも。

　薄いレースの黒い下着が陽にさらされる。

「昔は優樹さんはまだ子供だからこういうことはしてあげられなかったけど、今なら色々してあげられるわ」

　オレは彼女のあられもない姿に動転し、真まっ赤かな顔で後ずさる。

　動揺していたせいでかかとを出っ張りに引っかけ、その場に尻しり餅もちをついてしまう。

　初音お姉ちゃんは座り込んだオレにならい膝ひざを付き整ったキレイな顔を近づける。

　彼女は身を屈めているため、白くふっくらとした白い胸の谷間を直視してしまう。

　黒い下着もちらりと見え、彼女の淫いん靡びな姿に拍車をかけた。

「オ、オレは」

　甘い吐息、潤んだ瞳ひとみ、ザクロみたいに赤い唇などがくらくらと意識と思考能力を奪い取っていく。

　初恋の人に迫られ、自分が必要だと甘く囁ささやかれる。

　それはなんて蠱こ惑わく的てきなお願いだろう。

　さらに距離が縮まり、互いの鼻先が触れ合う。

「優ゆう樹きさんはお姉ちゃんのことが好き？」

「……好きだったよ」

「私も好き。大好き、愛しているの……だからお願い。私と一緒に来て……」

　初はつ音ねお姉ちゃんが静かに眼めを閉じた。

　オレは息を飲む。

　やはり彼女は美しい。

　磁石に引っ張られるように唇は彼女を求める。

　あと一センチ――屋上の扉が爆発したように開いた。

「!?」

　オレは驚き、視線を向けた。

「め、愛め衣い!?」

　肩で息をする猫ねこ柳やなぎ愛衣がいた。

　彼女は体操着姿で、首回りが汗で湿っていた。

　それほど急いで駆けつけたのか？

　それに彼女のクラスは水曜日に体育の時間はなかったはずだが……

「二人してこんなところで何してんのよ!?」

　彼女の怒声に慌てて初音お姉ちゃんから距離を取る。

　大おお股またで詰め寄る愛衣に、初音お姉ちゃんは冷ややかな態度で、

「お弁当を食べて、昔話に花を咲かせていただけよ」

「ならどうして地面に座って、き、きき――キスをする必要があるんですか！」

「してないわ。顔を近づけただけよ。だから耳、出てないでしょ？」

「うぐぅ。で、でも！　顔を近づける必要なんてないじゃない！」

　もしキスをしていたら、彼女の耳は黒い猫耳になっている。

　愛衣はそれでもへこたれず初音お姉ちゃんと対たい峙じする。

　猫ねこ又また一族の『仙せん狸り』と『猫びよう鬼き』が向き合う。

　金色の髪を靡なびかせる愛衣。

　頭から爪つま先さき、下着まで黒に統一した初はつ音ねお姉ちゃん。

　光と闇やみ。

　対称的な二人が睨にらみ合あう。

「……予鈴が鳴るから私はそろそろ戻るわ」

　先に動いたのは初音お姉ちゃんだった。

　愛め衣いなど眼中にないという風ふうにベンチの弁当を包み、出口へと向かう。

　愛衣はその背中を黙って睨にらみ付つけた。

「……で、こんなところで何をしてたのよ？」

　彼女は初音お姉ちゃんの姿が見えなくなると、今度はオレに鋭い視線を向けてきた。

　しかし説明できない。

　内容を素直に話すことができないのもあるが、詩し猫びよう初音お姉ちゃんの内面――原風景をオレが上う手まく言葉にあらわすことができないのだ。

　ヒリヒリと喉のどを焼く、切実な想い。

　暗く幾星霜にも積もった復ふく讐しゆう心しん。

　簡単に口にしてはいけない、神聖なものという感覚すらある。

「……別に何もしてないって、ただ二人で弁当を食べようとしてただけだよ。愛衣たちが誰だれもお昼付き合ってくれないからさ」

「むぐぅッ」

　話に夢中で弁当の蓋ふたを開けて、ほとんど手をつけていないが。

　だが、その指摘が効いたのか今度は彼女が冷や汗を流す。

「うぅ、まずいわね。これじゃ逆効果じゃない。やっぱりお昼は一緒に食べた方が……でも、時間がないのも事実だし」

「愛衣？」

　彼女はぶつぶつと一人の世界に浸り思考を巡らせる。

　声をかけると、ごまかすように声を張り上げる。

「とにかく今度からあの人と二人っきりでお昼を食べちゃダメ！　今週の文化祭までは我慢しなさい」

　それはまるで母親が子供を諭すような口調だった。

「文化祭まで？　なんで文化祭までなんだ？」

「秘密よ。とにかくそれまではあの人と二人っきりにならないように。分かった？」

「愛衣はさ、やっぱり初音お姉ちゃんのことが嫌いなのか？」

　この質問に彼女の表情がくるくる変わる。

　眉まゆ根ねを吊つり上あげ口を開き、すぐに落ちこんだ表情を浮かべ、オレの感情を伺うように上目遣いしてくる。

　数十秒要して迷いながら答えた。

「好きか、嫌いかっていえば『好きではない』よ」

「つまり、嫌いなのか？」

「だから『好きじゃない』よ。『嫌い』って断定できるほどあの人のこと知らないから。なのに『嫌い』なんて断定するほどわたしは偏屈な人間じゃない」

　だが、彼女自身それが最終回答だと納得していない表情だった。

「わたしはあの人が『好きじゃない』以上に『怖い』んだと思う」

「『怖い』？」

　愛め衣いはギュッと右手で自身の左肩を強く掴つかむ。

「詩し猫びよう初はつ音ねさんが優ゆう樹きの理想なんでしょ？　わたしはあの人みたいに髪も黒くない、年上でもない、胸もないし、背も低い。だから――」

　心情を吐露しすぎたと愛衣は奥歯を噛かみしめ、下を向く。

　だがそれで十分だ。

　さっきオレは愛衣と初音お姉ちゃんを『光と闇やみ』と比ひ喩ゆした。

　光が強ければ闇は濃くなり、闇が強ければ光が濃くなる。

　対比されればされるほど、愛衣は自分がオレとの理想の溝を否応なく意識してしまう。

　だから、彼女は初音お姉ちゃんが怖いのか。

　逆を返せば、それだけ愛衣はオレのことを……

「愛衣は愛衣。初音お姉ちゃんは初音お姉ちゃんだ。オレは別に容姿うんぬんで婚約者を選んだりしないよ。だから、心配するな」

　ほほが熱くなり、今度はオレがそっぽを向く。

「優樹……」

　視界の端で愛衣が同じように赤くなるのを確認する。

「……ん」

　彼女はオレの裾をひっぱりながら、唇を尖とがらせる。

「んっ」

　と、もう一度繰り返す。

　愛衣は赤いほほで目を固くつぶり、アゴを上げる。

　これって、つまり……そういう催促だよな？

　オレは彼女に向き直り、そのすべすべした柔らかいほほに手のひらをそえる。

　彼女はすでに眼めをつぶり、長いまつげを期待と不安で揺らしている。

　やっぱり愛衣は可愛かわいい。

　普段は怒りっぽくすぐに手を出すが、それも愛情の裏返しだと思えばとたんに愛おしくなる。

　キスをすれば彼女は猫ねこ又またに戻ってしまうが、感情を止めることができなかった。

　オレは唇を尖とがらせて、愛め衣いとの距離を縮める。

「優兄さん、愛衣ちゃん……」

「「ッゥ!?」」

　一般人でも分かるほどの殺意を感じる。

　屋上の出入り口に視線を向けると、そこには愛衣と同じ体操服の小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおん、そらが立っていた。

　小夜ちゃんの目に光がない。

「愛衣ちゃん、おトイレが遅いと思ったらこんなところで優兄さんと何をしてらっしゃるんですか？」

　その指摘に慌ててオレたちは距離を取る。

「あのね、これは違うの小夜ちゃん！　わたしもトイレに行こうとしたんだけど、その途中で屋上にいる優ゆう樹きを見付けてね！」

　愛衣がオレみたいにしどろもどろで言い訳を始める。

「愛衣ちゃんってなんだかんだいって狡ずるいわよね」

「……お姉ちゃん、抜け駆けよくない」

「ずるいよ愛衣ちゃん！　そらよりおっぱい小さいのにゆうくんを誘惑するなんて！」












「ありすさん！　久遠くおんも誤解よ！　って、そらさん！　おっぱいの大きさは関係ないじゃないですか！」

　愛め衣いは慌てたり、怒ったり、戸惑ったりなどころころ表情を変え弁明する。

　そんなことをしていると昼休みが終わるチャイムがなる。

　結局、その日、オレはお昼休みに弁当を食べることが出来なかった。





　◇






　その日の放課後、オレはクラスの文化祭準備を手伝っていた。

　初はつ音ねお姉ちゃんとのこともあるが、現実的な面倒を避けて通ることはできない。

　うちのクラスは的当てをやる。

　男子が段ボールで作った的を首からさげ、カニのように左右に動く。

　お客さんが粘着式のボールを投げ、その点数の合計で景品を貰もらえるというゲームだ。

　女子は可愛かわいい衣装を着て客引き＆景品を渡したり雑用をやるらしい。

「なぁスギ。的ってこんなんでいいのか？」

　銅ど鑼らのように大きく切った段ボールにマジックで点数を書き込む。

　点数はダーツのように真ん中が百点で、中心からずれていくにしたがい減っていく。

「いいんじゃね？　それっぽければ」

「おいおい随分適当だな。文化祭委員」

「学校の文化祭なんだ。手作り感っぽさが出て逆にいいんだよ」

「そんなもんか？」

　悪友の適当な理論を、オレも適当に流す。

　他ほかのクラスは喫茶店やお化け屋敷など気合いが入った出し物を計画しているが、うちのクラスは所しよ詮せん的当てだ。

　たいした労力は使わない。

　女子は一部を除いて衣装を作っている。

　男子の半分はやる気がなく帰宅さえしているが、準備に支障はない。

　それぐらい簡単な作りなのだ。

「愛衣ちゃんたちのクラスは何するんだ？」

「愛衣と小さ夜よちゃんとこは演劇、久遠のクラスは結局コスプレマッサージ店になったらしい。スギ、そこの赤マジック取ってくれ。こっちのはインク切れてさ。スギ？」

「コスプレマッサージ店……ごくり」

「いかがわしい想像しているところ悪いが、コスプレ衣装を着て肩とか揉もむだけだぞ」

　不ふ埒らちな考えをしている悪友を蔑さげすみながら、膝ひざ立だちで赤マジックを取る。

「それでも最高だよ！　なぁ親友の優ゆう樹きくん、文化祭当日は一緒に回らないか！」

「別にオレと一緒に行っても特殊なサービスは受けられないぞ。だからすり寄ってくるな、鬱うつ陶とうしい。だいたいプレも当日も愛め衣いたちと一緒に回るだろうから、スギをかまってる暇なんてないしな」

　城じよう南なん高校・中学文化祭は今週の土曜日・日曜日におこなわれる。

　土曜日はプレ文化祭――これは一般開放せず、生徒たちのみ参加できる日だ。

　日曜日になってようやく保護者、一般人に開放する。

　土曜日は友達と遊んで、日曜日は店舗運営役をするのが基本的な過ごし方だ。

　スギは悲しそうに肩をすくめる。

「酷ひどい言いぐさだなマイブラザー」

「事実だからしょうがないだろ」

「どうしても俺おれと一緒に回ってくれないのか？」

「無理・あり得ない・暇がない」

「俺たち親友なのに？」

「親友じゃない悪友だ」

「…………日曜日に姉の大おお杉すぎ睦む月つきと一緒に文化祭を回れるようセッティングしてやろう」

「マイベストフレンド！　ぜひ、時間を作って文化祭を回ろうじゃないか！　ＨＡＨＡ！　安心してくれ、久遠くおんや愛衣たちには友にサービスするよう頼んでおくよ！」

　オレはスギの手を取り、瞳ひとみに星を輝かせる。

「さすがマイブラザー！　オレたち一生親友でいような！」

「ああ！　オレたちの友情は永遠だ！」

「おおい、倉くら田たー」

　男たちが熱い握手を交わしていると、廊下で看板を作っていた男子生徒が声をかけてくる。

「倉田にお客さんだぞ。可愛かわいい女の子」

「『わん、にゃん、ラビット＆フォックススカイ』スタンダップ！」

　文化祭の準備をしていた生徒たちがいっせいに仮面を被かぶる。

　さらに廊下、窓からも文化祭の準備をサボって帰宅したはずの男子・女子生徒が姿を現す。

　しかも指示を受けていないのに処刑道具とおぼしき物体を組み立て始めた。

　その動きに無駄はなく、熟練の職人並みだ。

「スギ！　反応が速すぎるだろ！　しかも名前長くなってるし！　てか、オマエたちは帰ったんじゃないのかよ！」

　帰宅したはずの生徒たちにツッコミを入れると、そのうちの一人が、

「これが俺おれたちの青春だからさ！」と爽さわやかに言う。

「口調は清涼飲料水のＣＭみたいに爽やかなのに行動は過激過ぎるんだよ！　だいたいスギ、オレに客だからって新しい女の子だとは限らないだろ！　どうせ愛め衣いか、小さ夜よちゃんだって！」

「たしかに愛衣ちゃんたちの可能性が高いか」

　スギも仮面を被かぶり思案する。

「だろ。だからいい加減手を離せ」

「断る。わざわざ悪魔を逃がすようなマネをしてたまるか」

　さっきまで交わしていた熱い友情の握手は、今や醜い綱引きと化す。

　醜い争いを続けていると、さきほどの男子生徒が教室に客を案内する。

「パパ、迎えに来たですの♪」

「黒くろ依え!?」

　教室に顔を出したのは烏からす乃の黒依だった。

　左右色が違うオッドアイに、黒いゴスロリ服で赤いランドセルを背負っている姿はなかなかシュールだ。

「パパ？」

「えっと知り合いの子で、ふざけてそう呼ぶんだよ」

　スギが首を傾かしげる。

　オレは額ひたい、背中などから脂汗を流しながら説明する。

　黒依が気を利かせ、自己紹介する。

　彼女は優雅にスカートをつまみ一礼した。

「初めまして皆さま方。烏乃黒依ですの。将来の夢は大好きなパパのお嫁さんですの」

「さらばだ！」

　オレはスギの握手を力ずくでほどき、窓から飛び降りようと駆け出す。

　しかし窓はすでに信者共に押さえられていた。

「バカめ！　貴様のやりかたなどとっくにお見通しなのだよ！　さぁ我が信徒たちよ早急に例のモノを完成させるのだ！」

　スギはいつのまにか軍服に袖そでを通し、手には乗馬用ムチを握っていた。

　彼の激励に作業はさらに加速し、処刑台を組み上げる。

　その処刑台とは――ギロチン台だ。

　木製の柱の間に銀色に光る刃。

　柱を支える土台の板には穴が空いており、鉄で覆われ補強されている。

　黒色の鉄はどんな衝撃でも受け止めると言いたげに光を反射する。

「悪魔を拘束しろ」

「は、離せ！　離してくれぇぇえぇえぇッ！」

　スギが指を鳴らすと、背後から男子生徒二名に取り押さえられる。

「静粛に！　静粛に！　これより緊急に『わん、にゃん、ラビット＆フォックススカイ』宗教裁判をおこなう！」

　スギは乗馬用ムチで机を叩たたきうながす。

　狐のお面を被かぶった女生徒が、彼に巻物を手渡す。

「今回の被告人・倉くら田た優ゆう樹きは、中等部のビューティフル・オブ・ビューティフル猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、天然記念物保護対象大和やまと撫子なでしこ・戌いぬ威い小さ夜よ、お茶目美人お嬢さま・兎うさ月つきありす、爆乳天然娘・千ち影かげそら、無口無表情恥ずかしがりロリっ娘こ・狐きつね火び久遠くおんと関係を持っているにもかかわらずさらに妖よう艶えん小学生ゴスロリ幼女に『パパ』と呼ばれる所業は我々の限界をゆうに超える行為である。よって、本日この悪魔を処刑する！　これは我々、ひいては地球人類の平和を取り戻すラブ＆ピース的行動であることは疑いようもない！」

『異議無し！』

「ありまくりだぁぁあぁぁッ！」

「黙れこのド悪魔！　ついに小学生にまで手を出しおって恥をしれ！」

「ちょっと待って欲しいですの！」

　今までの流れを目の前にして驚き固まっていた黒くろ依えが口を開く。

「パパにご用事があって来たのに、パパをいじめちゃダメですの」

「君は騙だまされているんだ！　この悪魔は他ほかにも少女を手て籠ごめにして――」

「お願い、パパを離してですの」

　黒依はうるうると大きな瞳ひとみを潤ませ、胸の前で手を組み上目遣いする。

　どうすれば一番自分が相手に受けるか全すべて計算しつくされた仕草だ。

　黒依の本性を知らないスギたちは……

「もうしょうがないな。黒依ちゃんみたいな可愛かわいい子に頼まれたら断れないよ」

　孫にせがまれた祖父母のように容易に陥落する。

　男子生徒の手から逃れたオレは、黒依にすがりつく。

「た、助かったよ黒依！」

「よし、よし。もう大丈夫ですの。黒依にかかればこれぐらいちょろいですの」

　最後の台詞せりふはオレだけに聞こえるように音量を落とす。

「それでは皆さま方、ご縁がありましたらまたお会いいたしましょう」

「うんうん。いつでもお兄さんたちに会いに来てくれていいからね。僕ちゃんがこの学校の理事長にお話を通して関係者パスを準備してあげるからね」

　スギは気持ち悪い猫なで声で黒依にすり寄る。

「ありがとうですの、お兄ちゃん♪」

「ぶッふぁあッ！」

　年下少女好きなのに、接する機会のないスギが黒くろ依えの媚こびた仕草にノックダウンする。

　様子を窺うかがっていた信者たちも彼女の魅力にメロメロになっていた。

「パパの学校もチョロくて黒依大好きになったですの」

「パパの学校も……ってことは小学校でもあんな感じで過ごしてるのか？」

「はいですの。学校の先生も、クラスの男女もみんな黒依のいいなりですの♪」

「ロリ悪女め……」

「褒め言葉ですの」

　オレの知っている女性陣で、将来一番男女とも泣かすのは黒依だな――変な確信を抱きながら彼女と一緒に教室を後にした。




　オレと黒依は手を取り合い廊下へと出る。

　教室にカバンを忘れたが、取りに戻る余裕はない。

『わん、にゃん、ラビット＆フォックススカイ』の奴やつらがいつ気が変わるか分からないからだ。

「しかしなんでまた学校に来たんだ？」

「ふーちゃんに頼まれたんですの」

　久遠くおんは嬉うれしそうに繋つないでた手を離し、今度は恋人みたいに腕に絡みついてくる。

「風ふうに？」

「はいですの♪　学校が終わってパパのお家に遊びに行ったら、ふーちゃんが能力開発をするからパパ＆その他ほかを呼んできて欲しいと言われたですの♪」

「なら風も携帯にかけてくればいいのに」

「ふーちゃん曰いわく『妾わらわは電話は好かん』ですの。黒依もパパの学校に入ってみたくて来ちゃったですの」

「なるほど……でも、できれば今度から連絡くれな？」

「はぁ～い、パパ♪」

　返事はいいんだよな。返事は。

「ん？　オレ＆その他って……『その他』って誰だれだ？」

「その他っていうのはですね」

　黒依が『その他』の名前を口にした。




「なんでこの人までいるのよ！」

　倉くら田た家に帰ってきて早々、愛め衣いが噛かみつく。

　彼女が指をさした先には詩し猫びよう初はつ音ねお姉ちゃんが座っていた。

「私が優ゆう樹きさんのボディーガードだからよ」

「またそれですか。権力を楯たてにするのがお好きですね」

　今日のお昼休みの再現が、今度はオレの自室でおこなわれる。

　愛め衣いと初はつ音ねお姉ちゃんの視線が絡み合い、物理法則を変えそうなほどの威圧感を生み出す。

「……お兄ちゃん」

「パパ～、黒くろ依えも怖いですの♪」

　久遠くおんは本気で怯おびえ腕を掴つかんでくる。

　黒依はチャンスとばかりに抱きついてきた。

　彼女はこの修羅場を楽しんでさえいる。

　黒依の肝の太さは正直尊敬するレベルだ。

　愛衣と初音お姉ちゃんが同時にオレに向き直る。

「優樹さんは私が部屋に居てもいいわよね？」

「優樹は部屋から出て行って欲しいわよね？」

「えっと、そのえっと……」

　どっちに転んでも角が立ちそうな問い。

　オレはまるで蛇へびに睨にらまれたカエルのように脂汗を流す。

　見かねた風ふうが助け船を出してくれた。

「これこれ、そんな男を追い詰めるような問いをかけるのは止やめるのじゃ。そんなことばかりしていると自身のおなごとしての格を落とすぞ。それに猫よ、現状妾わらわたちにこやつをどうこうできる権限はないのじゃ。部屋にいるぐらいでそう目くじらを立てるななのじゃ。それと黒くろ猫ねこよ。今おるのはかまわんが、終わったら出て行くのじゃぞ」

　風は一番の年長者らしくケンカ両成敗的な判決を出す。

　この答えに愛衣と初音お姉ちゃんは大人おとなしく従った。

「ふむ、それで皆を呼んだのは他ほかでもないのじゃ。妾が秘策を思いついたので手伝ってもらおうと思っての」

「でも、どうしてわたしたちなんですか？」

　愛衣が久遠と自分を呼び出した答えを風に尋ねる。

「一番の理由はお主たちが暇だったからじゃ」

　昨日、晩ご飯の席で水曜日のスケジュールを互いに話した。

　小さ夜よちゃんはクラス演劇の役者ではないが、舞台の細かい交渉が学校側とあるらしく忙しい。

　愛衣は照明係だがまだ準備が出来ておらず、暇らしい。

　久遠はコスプレマッサージ店だが、まだ教室の飾り、小物、衣装作りで手は空いている。

　ありす＆そらはクラスの出し物で隣のクラスの女子とトラブルが起き、クラス女子代表として会議中だ。

「と、言うわけでさっさと秘策を始めるのじゃ」

「んで、それってどんなんだ？　痛いのは嫌だぞ」

「安心しろ婿殿！　痛いことはせんのじゃ」

　風ふうは自信満々に薄い胸を張る。

「それで妾わらわの考えた秘策と言うのはじゃ……」

　彼女はその秘策を得意げにオレたちに聞かせた。
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　電気が消えた和室。

　畳には布団が一組に枕まくらが二つ。

　枕まくら元もとには屏びよう風ぶが立てかけられ、置行燈あんどんがかすかに部屋を照らしている。

　その光を反射して香炉が薄く白い煙を立ちのぼらせていた。

　オレこと倉くら田た優ゆう樹きは、布団の上にあぐらをかき落ち尽きなく貧乏ゆすりを繰り返す。

「……失礼します」

　待ち望んだ声。

　襖ふすまが開き、一人の少女が姿をあらわす。

「……ほ、本日のお相手を務めます狐きつね火び久遠くおんです」

　年としの頃ころは十代前半。

　着物に袖そでを通し、髪には白と撫子なでしこ色いろで、房が長い特徴的なかんざしを刺していた。

　目はこぼれ落ちそうなほど大きく、ほほは健康的な桃色。

　特徴的な三角形の狐耳が落ち着きなく動き続ける。

　狐火久遠と名乗った少女は暗がりでも分かるほど不安そうな表情をしている。

　それがさらにオレの加虐心を燃えさせる。

「上玉じゃないか。オレ――じゃなかった、お代官さまは満足であるぞ。ほれ、そんなところにいないで早く布団こつちに来なさい」

「……（こくり）」

　久遠は襖を閉め、側へ寄る。

　途中、布団に足を取られ転び、オレの胸へ飛び込んでくる。

「……すみません、初めてでとても緊張して……」

「そうかそうか、初めてか。初ういな子こ狐ぎつねだの、可愛かわいいのー。大丈夫、ちゃんと優しくするからね。それじゃまずキスからいってみようか」

「……んっ」

　久遠くおんは素直に舌を伸ばし、オレのへと絡ませる。

　少女特有のミルクの匂においを胸いっぱいに吸い込みながら、彼女の舌を味わう。

　緊張で震えているのが触れている唇から、オレの浴衣を掴つかむ手から理解する。

「初めてにしては上じよう手ずだよ。久遠ちゃんはエッチな子だなぁ」

「……ち、違う」

　彼女は大きな瞳ひとみに潤ませ首を横に振る。

「ははは、口ではそう言っても体は正直だよ。こんなに肌を朱色に染めて……」

　オレは久遠をだっこし、右手は胸へ滑り込ませ、左手は裾をはだけ太ふと股ももを撫なでる。

　もぞもぞ、無遠慮に少女の体をまさぐる。

「……ッ」

「今度は舌を伸ばして」

「……はい」

　久遠は素直に舌を伸ばし、オレのへと絡ませる。

　だが、オレはそれだけで我慢できず、もっと久遠を味わい尽くしたいという衝動に駆られる。

「そ、それじゃ今度は着物を脱いで裸になろうか」

「…………」

　久遠は荒く息をつきながら、固く眼めを閉じる。

　オレは固く結ばれた帯に手をかける。

「……やっぱりダメッ」

「こら、暴れるなって！　お代官さまの言うことが聞けないのか!?」

　一転して久遠はオレを突き飛ばし、襖ふすまへと走り出す。

　だが彼女のほどけかけていた帯を掴み、力ずくで押さえつける。

「まったく、隙すきを見て逃げだそうとするとは、とんでもない子こ狐ぎつねだ！　売られてきたのに分をわきまえんとは。これはお仕置きが必要だな」

「……いや、離してッ」

「優しくしてたらつけあがりおって！　お代官さまの恐ろしさを教えてやろう！　朝までこってりお仕置きプレイがいいか？　それとも座ざ敷しき牢ろうで畳の目を数えるプレイがいいかな？」

「……誰だれか、誰かー!!」

「あはははは！　叫んでも誰も助けにくるわけがなかろうに。それ、今日は定番のあのプレイでいってみるか！」

　結び目がほどける。

　弛ゆるんだ帯を掴つかみ力いっぱい引っ張る。

「……あーれぇぇええぇぇ―――！」

　着物がほどけ長なが襦じゆ袢ばんが姿をあらわす。

　男なら一度は夢に見たことのある、着物の脱がし方だ！

　着物の下に下着はつけておらず、この薄い生地の下は全裸だ。

　オレは久遠くおんの上に覆い被かぶさる。

「……嫌、ダメぇっ」

「へっへっへ、いい加減に観念するのじゃ～」

　久遠はこれから襲いかかる恥ち辱じよくに耐えるように目を固く閉じた。

「…………」

　だが、その時は十秒以上経っても訪れない。

　オレは次に何をすればいいか分からず、固まってしまっているのだ。

　待ちくたびれた久遠が続きをうながす。

「……お兄ちゃん、早く」

「いや、早くって言われてもこの後何をすればいいか」

「……いいよ」

「え？」

「……お兄ちゃんになら何をされても、いいよ。だから、久遠のこと好きにして」

「久遠」

　飾りのない真まっ直すぐな思いに心臓が高鳴る。

　久遠はほほを赤く染め嬉うれしそうに瞳ひとみを濡ぬらす。

「……お兄ちゃん、大好き」

「久遠……」

「……ほんとはね、お兄ちゃんに初めて会ったときから、ずっと惹ひかれてたの。だって、お兄ちゃんはきっと久遠のことを受け入れてくれる、って分かったから。抱きしめてくれる、久遠のこと大事にしてくれる、ってそう思えたから……」

　久遠はほほを染めて、小さく呟つぶやく。

　オレの目を真っ直ぐに見つめて、好きだと言ってくれる。

「それまで久遠はずっと独りだった。独りだった事に気付かなかった。でも、そのことがお兄ちゃんに出会ってから、ようやく分かったの。たった一つ、大切なもの――そのことに、気付いたの……」

　やばい！　久遠が可愛かわいすぎてやばい！

　年上好きのオレだが、今の久遠は可愛すぎる。

　まるで地球の重力に掴まった流れ星のように久遠の引力に引き寄せられる。

「久遠くおん」

「……お兄ちゃん」

　オレたちは再び、互いの唇を求め距離を縮める。

「どっせ――――いッ！」

「ぐおッ!?」

　だが、その唇が重なることはなく、愛め衣いが横合いから跳とび蹴げりをしてくる。

　オレはボールみたいに回転し壁へ激突した。

「……いいところだったのに」

　久遠は不満そうな顔する。

「何言ってるの久遠まで！　風ふうさま！　これで本当に能力が目覚めるんですか!?」

　愛衣が睨にらむ部屋の隅に、風、黒くろ依え、お姉ちゃんが座っている。

　彼女もさきほどまでそこでずっと見ていた。

「もちろんじゃ！　男の本能を呼び覚まし、ついでに神かみ喰くい能力に目覚めよう作戦じゃ！」

　風の秘策その①――『男の本能を呼び覚まし、ついでに神喰い能力に目覚めよう作戦』。

　男の本能を呼び覚ますため、古来男が一番本能を刺激される『帯くるくる、お代官さまプレイ』をすることでついでに神喰い能力も目覚めるという作戦らしい。

　その作戦のためわざわざそら＆風の自室として使っている和室に移動し、小道具（屏びよう風ぶ、椿つばきの花、行燈あんどんなど）を準備した。

「それで優ゆう樹き、神喰い能力には目覚めたかしら？」

「いや、全然」

　愛衣に蹴られ、壁にぶつかったままの姿勢で否定する。

　彼女は溜ため息いきを漏らした。

「そりゃ、やっぱりあんなんじゃ能力なんて目覚めないわよね」

「じゃが婿殿はノリノリで楽しそうじゃったぞ？」

「風がノリノリで、真面目にやれって言ったんだろ！」

　オレは抗議の声をあげる。

「まったく久遠にあんな恥ずかしいマネをさせて、こんな結果なんて……」

「……恥ずかしかった。でも楽しかった」

　久遠は本当にまんざらでもない感じではにかむ。

「いいなぁ～パパ、今度は黒依にもして欲しいですの。帯くるくる」

「なら私もしてもらおうかしら。愛衣さんは嫌だったら無理してやらなくてもいいわよ」

　黒依、初はつ音ねお姉ちゃんが久遠の発言に続く。

「わ、わたしだって優樹が望むなら『帯くるくる、お代官さまプレイ』ぐらいするわよ！」

　愛衣は初音お姉ちゃんに対して妙な対抗意識を燃やす。

　その意見に風ふうが、どこからか取り出した扇せん子すを勢いよく開く。

「よく言った猫の子よ！　ならば、今度はお主がやる番じゃ！」

「わたしが？」

「うむ。妾わらわの秘策第二弾じゃ！」

　うわ、不安しか生まれないフレーズだ。

　オレはダメージから復帰し彼女に尋ねる。

「それで次はどんな作戦なんだ？」

「うむ、次は……」

　風の指示に愛め衣いは首まで真まっ赤かにする。

「そ、そんな恥ずかしいマネできるわけないでしょ！」

「オレだって嫌だよ！」

　オレと愛衣が揃そろって非難する。

　そんなオレたちに初はつ音ねお姉ちゃんが、

「なら私が代わりましょうか？」

「えっ」

「愛衣さんが恥ずかしくて嫌なら、私が代わりに役目を務めるわ。優ゆう樹きさんもそれでいいわよね」

「いや、だからオレ自身が嫌だって……」

「やるわ！」

　愛衣が台詞せりふを途中で遮る。

「わたしがやるから初音さんが代わりを務める必要はありません！」

　愛衣と初音お姉ちゃんが再び睨にらみ合あう。

「だから、オレは嫌だって……！」

　しかし誰だれもオレの意見など聞いてはくれなかった。
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「ば、ばぶぅ、ばぶぅ～」

　オレこと倉くら田た優樹は、手にがらがらを持ち、胸には前掛け、口におしゃぶりをくわえ布団に寝ている。

　そんなオレの顔を猫ねこ柳やなぎ愛衣ママが覗のぞきこんでくる。

「ゆ、ゆうくん、愛衣ママがいなくてもいい子にしてまちたか？」

「ばぶぅ、ばぶぅ、ばぶぅ」

「そうでちゅか、えらいえらいでちゅね」

　愛め衣いは城じよう南なん中学の制服の上から白いフリルのエプロンを着ていた。

　赤ちゃん言葉でぎこちなくだが、頭を撫なでてくる。

「それじゃミルクのお時間でちゅよ」

　愛衣はオレの頭を抱えると、おしゃぶりを外す。

　代わりに手に持っていた人肌に温まったほ乳瓶びんを代わりに口へ入れる。

「お腹いっぱいちゅうちゅうしまちょうね」

「んぐぅ、んぐぅ」

　ほ乳瓶でミルクを飲むのはとても難しい。

　肺を行使して強引に半分ほど飲む。

「けぷ」

「偉いでちゅね。ゆうくんいっぱい飲んでいい子いい子でちゅね」

　愛衣ママはほ乳瓶を畳に置き、空いた手で何度も頭を撫でる。

「ばぶぅ、ばぶぅ～」

「ゆうくんはお腹いっぱいでお寝むになったんでちゅか？　それじゃねんねしましょうね」

　オレの頭を慎重に枕まくらへ置き、布団を肩までかける。

「ゆうくんが眠れるようにママが子守歌を歌ってあげまちゅね」

　愛衣ママは布団の上に右手を置いてリズムを刻み、子守歌を歌う。

「からす　なぜなくの　からすはやまに　かわいいななつの　こがあるからよ

かわいい　かわいいと　からすはなくの　かわいい　かわいいと　なくんだよ

やまのふるすへ　いってみてごらん　まるいめをした　いいこだよ」

「ばぶぅ、ばぶぅ～」

「やっぱりママのお、おっぱいを飲まないと寝られないのね」

　愛衣ママは『おっぱい』の時点で耳の先まで赤くし、口元を引きつらせる。

　エプロンを弛ゆるめ、上着を捲まくるが……

「――って、そんなことできるかぁぁぁあッ！」

「ぐっぽぱら!?」

　愛衣が寝ているオレの腹に景気よく拳こぶしを打ち込む。

「優ゆう樹きも何ノリノリで赤ん坊のマネなんてしてんのよ！　おやじかあんたは！」

「だって風ふうが『秘策その②！　心も体も赤ん坊になりきって能力を呼び覚まそう作戦！』って言うから嫌だったけど頑がん張ばって赤ん坊になりきったんじゃないか！」

「だからってやり過ぎよ！　ほら、見てみなさいよ。優樹の赤ん坊演技が気持ち悪すぎるから風さまたちだって引いてるじゃない！」

「まさかそんなわけないだろ。自分から『赤ん坊のマネをしろ！』って言った風やオレを慕ってくれている久遠くおん、黒くろ依え、いつだって沈着冷静な初はつ音ねお姉ちゃんがドン引きするわけ――めちゃくちゃ引いてるぅううぅうううぅッ!?」

　赤ん坊プレイは引き続きそら＆風ふうの和室部屋でやっていたが、彼女たちは部屋どころか襖ふすまを開け廊下まで避難していた。

「た、たしかに妾わらわがやれと言ったが……あそこまでやるとは……」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「黒依もどん引きですの」

「数年経っただけであの優ゆう樹きさんがここまで変わるなんて……時間って残酷ね」

　みんな、鳥肌を立たせ引きつった顔をしていた。

　そこまで気持ち悪がられるとは思わなかったよ。

　オレはガラガラを持ったまま、ちょっと泣いてしまった。





■四章　『神かみ喰くい』







　翌日、木曜日、放課後。

　学校が終わると、オレは小さ夜よちゃんと二人で帰宅していた。

　いつ『高たか天まが原はら』が襲ってくるか分からない。

　そのためなるべく一人にならないようにしていた。

　しかし帰宅先は倉くら田た家ではなく、戌いぬ威い家だ。

「ありすさんとそらさんの考えは間違ってません」

　隣を歩く城じよう南なん中学制服姿の小夜ちゃんが、両手でカバンを提げながら言う。

「オレが死にそうな目に遭あえば『神喰い』の力が目覚めるってやつ？」

「はい。ですがただ苦痛を与えるだけでは意味はありません。その程度では人は死にませんから。もっと原始に、本能に訴えないといけないんです。本気の殺意をその身に浴びればきっと能力は開花しますよ」

「そのために今から賢けん悟ごさんの前で小夜ちゃんにエッチな悪戯いたずらをしないといけないのか……」

　小夜ちゃん案は以下になる。

　彼女にエッチな悪戯いたずらをして、小さ夜よちゃんを溺でき愛あいしている叔父の戌いぬ威い賢けん悟ごさんを怒らせ襲わせる。

　賢悟さんなら本気の殺意を抱いて殺しにくるだろう。

　もちろん襲ってきたら小夜ちゃんが全力で止めると約束してくれている。

「そう上う手まくいくかな」

「きっと大丈夫ですよ」

　小夜ちゃんが可愛かわいらしい笑顔で答えた。

　彼女が自宅の門を開け中へ入る。

「賢悟さんは？」

「おそらく自室にいらっしゃるはずです。今日はとくに用事もないはずですから」

　彼女に案内され、母屋へと向かう。

「それでは私の部屋で早速、能力開発をおこないましょう」

「小夜ちゃんの部屋で？　賢悟さんの自室はさすがにないけど、部屋の側でやらないと気付かないんじゃないかな？」

「大丈夫ですよ」

「どうして？」

「だって賢悟叔父さんですから」

　やばい、その一言に凄すごい説得力がある。

　オレはすぐに小夜ちゃんの部屋には入らず、彼女が私服に着替えるまで廊下で待たされた。

　部屋の中に入る。

　相変わらず物がなかった。

　大きめのタンスに、本棚、文机。

　目立つ物はそれぐらいだ。

　部屋にはほこりひとつ無く畳の青臭い匂においが鼻をかすめる。

「今、座布団を出しますね」

　小夜ちゃんは押し入れのふすまを開き、座布団を二枚取り出し、片方を渡してくる。

　礼を言って、尻しりに敷き早速切り出した。

「さて、これから能力開発をするわけだが……どんなことするの？」

　小夜ちゃんにエッチなことをして賢悟さんをわざと怒らせる――という作戦だが、やりすぎるのは愛め衣いたちから厳禁されている。

　だが、あまりに軽い行為では意味がない。

　過激すぎず、軽くないバランスの難しいエッチな悪戯か。

「大丈夫です。ちゃんと考えてあります。優兄さん、これをお使いください」

「これって水性マジックペン？」

　渡されたのはどこにでも売ってるなんの変へん哲てつもない黒い水性マジックだ。

「これで何をしろって……はっ!?　だ、ダメだよ小さ夜よちゃん！　ペンを舐なめてアレな練習をするなんてハレンチ過ぎるよ！」

「？　アレの練習ってなんですか？」

　彼女は分からないらしく首を傾かしげる。

「えっ、違うの？　オレはてっきり……」

「『てっきり』なんですか？」

「てっきりその、ペン型体温計で体温を測る練習を……い、いや、なんでもないよ！　それでこのペンで何をするんだい？」

「それはもちろんペンは文字を書くのに使うんですよ」

「え？」

　今度はオレが彼女の意図を理解できず首を傾げる。

　小夜ちゃんが説明してくれる。

「優兄さんの言葉を私の体に書いて欲しいんです」

「小夜ちゃんの体に文字を？　服の上から？」

「いいえ素肌に直接書きます。わ、私の体が優兄さんの物だと主張する印が欲しいんです」

　たしかにそれなら、過激すぎず軽くないエッチな悪戯いたずらになるかもしれない。

　小夜ちゃんは恥ずかしそうにほほを染めながらも、期待に胸を高鳴らせ、いそいそと帯を弛ゆるめて着物を崩し肩を露出する。

　中学二年生にあるまじき胸の谷間が目の前に晒さらされる。

「ごくり」

　無意識に唾だ液えきを飲み込む。

「わ、分かったよ。小夜ちゃんの体に文字を書くよ！」

「ありがとうございます。で、ですが、その恥ずかしいので目隠しをしていただいても宜よろしいですか？」

「目隠し？」

「はい、その直接体に書かなければならないので、下着姿にならないといけませんから。その恥ずかしくて……」

　小夜ちゃんはモジモジと体を揺らし答える。

　たしかにまだ日が出ているうちに、男の前で下着姿になるのは恥ずかしいだろう。

「分かったよ。それじゃタオルを一枚借りていいかな？」

　小夜ちゃんはタンスから真っ白なタオルを一枚取り出し手渡してくる。

　オレはそれをしっかりと目に巻き視界を奪った。

　目隠しを終えると、小さ夜よちゃんも着物を脱ぐ。

　しゅるしゅると、ぱさぱさ――と衣きぬ擦れの音が耳に響く。

　視界を奪っているせいで聴力が鋭敏になり、音だけで想像力を掻かき立たてられる。

「ごくり」

　自身の飲み込む唾だ液えきの音が異様に大きく聞こえた。

「優兄さん、準備ができました」

「そ、それじゃ早速、始めようか。ペン取ってもらえる？」

「はい」

　キャップを外した水性ペンを手に握らせてくれる。

「まずは、そうだな……ほっぺたに書こうかな」

「分かりました」

　目隠しで視界はまったく見えないため、小夜ちゃん自身が書きやすいようにオレの手を取り、ペン先をほほへ導く。

「あん」

「さ、小夜ちゃん!?」

「ごめんなさい、インクが予想以上に冷たくて。もう声を出したりしませんからどうぞお続けください」

「それじゃ書くよ」

　オレは彼女のほほに『ハートマーク』を書いた。

「えっと、次はどこに書こうかな……」

　オレはアゴに手を当て書くべき文字を考える。

「うーん、それじゃ小夜ちゃんはオレにべた惚ぼれだから、『優ゆう樹き命』ってむ、胸に書いちゃおうかな？」

「はい、分かりました」

　口に出した台詞せりふが想像以上に恥ずかしく、どもってしまう。

　小夜ちゃんの声もどこか照れ臭くなっている気がした。

　目隠しをしているため視界はまったく見えない。

　左手で小夜ちゃんの肩を掴つかみ、胸があるあたりに予想を付けペン先を肌に押し付けた。

　ペンを動かし、『優樹命』と書く。

　まったく見えないため字は汚くなっているだろう。

「今度は太ふと股ももの内側に書いちゃおうかな」

「優兄さんそれは……いくらなんでも」

「恥ずかしいの？」

「……はい」

「小さ夜よちゃんはオレの言うことが聞けないのか？」

「違います！　私は優兄さんのためなら何でもします！」

「なら、机に座って足を広げるんだ」

　小夜ちゃんの姿は目隠しで確認できないが、ためらいの気配を肌で感じる。

　だが彼女は意を決して机に座り足を広げた。

「どうぞ、優兄さん。準備ができました」

　オレは手探りで机に座る彼女の足に触れる。

「ダメだよ、小夜ちゃん。まだ足の広げ方がたりないよ。これじゃ書けないじゃないか。もっと足を開くんだ」

「そ、そんな……ひく、ぐす、お父様、お母様……はしたない小夜をお許しください」と

　小夜ちゃんが恥ずかしさで震えるのを触れる手のひらから確認する。

　彼女は限界まで足を広げた。

「じゃぁ早速文字を書くよ」

「あぁッ、ダメです優兄さん！　そんな顔を近づけては」

「でもこうしないと書けないんだよ。ほらじっとして」

　小夜ちゃんの太ふと股もも内側に、左に『ヤンデレ』右に『中学生』と文字を書き込む。

「小夜ちゃん、上う手まく書けたかな？　目隠ししてるから確認できないんだ」

「はい、とても上じよう手ずに書けています。それより優兄さん……あの、そろそろ足を閉じても」

「ああ、いいよ。それじゃ次はお尻しりに文字を書き込もうか。小夜ちゃん、今度は机に手を付いてオレにお尻を向けてごらん」

「は、はい」

　彼女は指示通り、動く気配を感じる。

「これでよろしいでしょうか？」

「どれどれ、ちゃんとお尻を向けているかな」

　視界をタオルで奪われているオレは確認のため、小夜ちゃんのお尻があると思われる場所に腕を伸ばした。

「きゃ！　優兄さん、そんなにお尻を撫なでたら」

「自分からお尻を突き出しているくせに恥ずかしいのかい？　小夜ちゃんは面白いことを言うな」

「そ、それは優兄さんが『やれ』とおっしゃるから……」

「そうだね。小夜ちゃんはオレの命令には逆らえないんだよね。なら次は自分で下着を脱いでごらん。お尻に文字を書くのに邪魔だからさ」

「そ、そんなはしたないまね……ッ」

「できるよね、小夜ちゃん？」

「……はい」

　声は掠かすれていたが、そこに嫌悪感はない。

　むしろ恍こう惚こつとした感情が溶け込んでいる。

　命令されることで自分自身がオレの所有物だと確認させられる喜びにうち震えているんだろう。

　小さな、小さな衣きぬ擦れの音。

　小さ夜よちゃんが指示を実行した音だ。

「これでよろしいですか、優兄さん？」

「最高だよ、小夜ちゃん」

　オレは笑みを浮かべ、再び左手で彼女の尻しり肉にくをわし掴づかむ。

「あんッ」

「ほら動かないで書きづらいだろ」

「すみません。ンッ、そんなに指を動かされたら――ッ」

　小夜ちゃんのお尻は丸く、肌は絹のように滑らかで触り心地が最高にいい。

　まだ中学生の子供だからか体温が高く、冷たくなっていた手のひらをじんわりと温めてくれた。

　ずっと触り、モミ続けたい衝動に駆られたが右手のペンでお尻に文字を書く。












『雌犬』と書いてやった。

「小さ夜よちゃん。小夜ちゃんのお尻しりに書いてあげたよ『雌犬』って」

「ありがとうございます優兄さん」

　彼女は心底幸せなそうな声こわ音ねで礼を言う。

　可愛かわいい！　可愛すぎる！

　オレは自分自身の衝動を抑えきれなかった。

「さ、小夜ちゃん！　『淫いん乱らんわんわんの雌犬お尻をもっと見てください、わん』って言ってごらん」

「そ、そんな恥ずかしいです」

「大丈夫だって、この部屋にはオレと小夜ちゃんしかいないんだから、ね！」

「…………」

　目隠ししているから視認できないが、小夜ちゃんが喉のどまで真まっ赤かにして恥ずかしがっているのを肌で感じる。

　そして、彼女は意を決し――

「い、淫乱わんわんの雌犬お尻をもっと見てください、わん」

「さ、小夜ちゃん！　小夜ちゃ―――――――ん！」

「優兄さん！　あぁ、優兄さん！」

　小夜ちゃんの動きと台詞せりふの威力が大きすぎて、オレは文字を書くのも忘れて、盛りのついた雄犬のように小夜ちゃんに背後から覆い被かぶさる。

　彼女も喜んでそれに答えた。

　刹せつ那な、障子が勢いよく開いた。

「君たちは学校から帰ってきて早々何をしているのかね」

　聞き慣れた声。

　オレは小夜ちゃんに飛びついてずれてしまった目隠しの隙すき間まから、声の主を確認する。

　そこには狙ねらい通り戌いぬ威い賢けん悟ごさんが眉み間けんにシワを寄せ立っていた。

　しかも彼とは腕を伸ばせば届くほど近くにいた。

（け、賢悟さん!?　これほど接近を許してしまうとは!?　こ、殺される！）

　オレが怯おびえていると、さらに――

「中学生と高校生で、そういうマニアックなプレイはちょっとどうかと思うぞ、あたしは」

　ざっくり短く切った茶髪で、運動もしていないのにロケットのように突き出た胸は形を崩さず、腰は無駄な贅ぜい肉にくなど一ミリもついておらず、足は日本人離れしたように長い。

　スリムジーンズに、Ｔシャツ。そんなラフな格好だから、そのスラリとした長身とスタイルの良さが一目で分かる。

　そんな愛め衣いの保護者で、喫茶店『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』を経営する猫びよう桐どう茜あかねさんがいた。

　オレは思わず漏らす。

「どうして茜あかねお姉さんがここに？」

「誰だれが『茜お姉さん』だ！」

「ふげもしッ!?」

　茜さんは小さ夜よちゃんに覆い被かぶさっていたオレを突き飛ばすように殴る。

　お陰で目隠しのタオルが完全に取れた。

　オレは浜に打ち上げられた魚みたいに畳の上で悶もだえる。

「いつも言ってるだろ！　『おばさん』って言えって！　あたしがそんな若く……あれ？　今、もしかして『茜お姉さん』って言ったのか？」

「言ったよ！　いつも茜さんがそう言えっていうから言ったのに！」

「すまんすまん。つい、いつもの癖で」

　彼女は苦笑いで頭を掻かきながら謝罪する。

　そして茜さんはごまかすように話を切り替える。

「んで、あんたたちは学校から帰って来てそうそう何をしてるんだい？」

「えっとこれはその訳がありまして……」

　小夜ちゃんは下着をはき直し、落ちていた着物を恥ずかしそうに羽織る。

　オレも痛みから回復すると、倣ならって隣に座った。

「小夜、言い訳なんて見苦しいマネはよしなさい」

　賢けん悟ごさんが珍しく語気強く小夜ちゃんを叱しかる。

「優ゆう樹きくん、小夜。二人ともいい歳をして落書きごっこするなんて恥ずかしくないのかい？　それに本来、こういう悪ふざけは年上の優樹くん、君が止めるべきじゃないのか。違うかい？」

　いつもとは違う賢悟さんの反応に戸惑いながらも、正論に首肯する。

「はい、その通りです」

「小夜、君も来年は中学三年生。昔が昔なら一人前の大人おとなとして扱われる年だ。一人の淑女としてもう少し恥じらいと分別を学びなさい」

「申し訳ありません、賢悟叔父さん」

　小夜ちゃんもいつもとは違う賢悟さんに調子を狂わせられ、素直に謝罪する。

　しかし賢悟さんのお説教は続く。

「だいたい僕は前から気になっていたんだが、小夜は戌いぬ威い家次期当主としての自覚が足りなすぎる。将来、戌威家を背負って立たないと――」

「まぁまぁ賢悟くん。二人とも反省しているみたいだし今日はもうこの辺で。このままじゃ、せっかく持ってきた試作ケーキの味が分からなくなるだろ？」

「試作ケーキ？」

　茜あかねさんの言葉に反応する。

「ああ、今日は賢けん悟ごくんに試作ケーキを味見してもらおうと思って、店を途中で抜けて持ってきたんだよ」

　だから茜さんがここにいたのか。

「たしかに折角のケーキがこの空気では不ま味ずくなってしまいますね」

「だろ。だから今日のところはあたしに免じて二人を許してやってよ」

「茜さんがそこまで言うなら」

　渋々賢悟さんは引き下がる。

「ありがとう賢悟くん」

「いえ、こちらこそ恥ずかしい所をお見せしてしまって。小さ夜よ、風ふ呂ろに入って悪戯いたずら書きを消してきなさい」

「はい……」

　小夜ちゃんはしょんぼりと肩を落としながら風ふ呂ろ場ばへと向かう。

「それじゃあたしは店があるから戻るよ」

「玄関まで送りますよ」

　オレも雰囲気に逆らえず、茜さんを玄関まで見送る。

　茜さんは携帯を一度玄関に置き、靴くつ紐ひもを結びながら別れの言葉を告げる。

「突然お邪魔して悪かったね」

「いいえ。こちらこそなんのおかまいもできずに。ケーキの感想はすぐに試食してお伝えしますね」

「いいよ、そんな急がなくても」

　茜さんは豪快に笑いながら戌いぬ威い家を後にする。

　玄関の引き戸が閉まると賢悟さんは――

「さて優ゆう樹きくん、サッキノツヅキヲハジメヨウカ」

「え？」

　賢悟さんが懐からホッケーマスクを取り出し装着する。

　さらに背中から大型のチェーンソーを取り出す。

「物理法則を無視しないでください！」

　オレのツッコミが賢悟さんに届くはずもなく、チェーンソーのエンジンに火を灯ともす。

　微細な鋼鉄の刃が超高速で回転を始める。

　賢悟さんは着物にホッケーマスク、チェーンソーというシュールな組み合わせの殺人鬼スタイルでにじり寄ってくる。

「アイアムケンゴ。キルユーユウキ」

「なんですか、その怪しい上に間違いまくっているカタカナ英語は!?」

　オレはツッコミを入れつつ逃げ出すタイミングをはかるが――

「うぎゃぁ!?」

　突然、床が抜け腰まで落とし穴にはまってしまう。

「な、なんじゃこりゃぁぁぁぁっぁぁあぁぁッ！」

「マイメイクトラップ！　ＡＨＨＨＨＨＨＨＨ！」

「自宅に何作ってるんですかぁぁぁぁッ!?」

　賢けん悟ごさんはさらにツッコミを無視して、高笑いしながらチェーンソーを振り下ろしてくる。

　とっさに状態をそらし、回避。

　前髪が散る。

「賢悟さん！　賢悟さん！　ちょっとマジで洒落しやれになりませんって！」

「リアリー！　リアリー！」

「日本語がさっぱり通じねぇええぇぇぇぇぇぇぇぇえッ！」

　くそ！　作戦通りこれ以上ないほど明確な殺意を向けられているが、止めるはずの小さ夜よちゃんはお風ふ呂ろに入ってる。

　逃げようにも落とし穴に腰まではまって抜けず動けない。

「キルユーユウキ！　アイラブリトルナイトぉおおぉおおおおおぉお！！！」

「最後小夜ちゃんって意味ですかぁあぁっぁああぁぁぁぁっぁっぁッ！！！」

　二つの絶叫が木霊こだまする。

　がらがら、と場に似合わない引き戸が開く音が響いた。

　茜あかねさんが照れ隠しに頭を掻かきながら顔を出す。

「靴くつ紐ひもを結ぶとき置いた携帯を忘れちゃって……」

「茜おばさん！　ナイスタイミング！」

「だからおばさん言うな！」

「むごぷる！」

　本日二回目の鉄てつ拳けん制裁。

　だが、その衝撃で落とし穴から抜け出せた。

「たく、こいつは何度言ってもこりないんだから。で、賢悟くんはそんなかっこうで何してんの？」

　茜さんは純粋な疑問を尋ねた。

　賢悟さんはチェーンソーのエンジンを止め、

「いえ、これはその……来週の日曜日、小夜たちの学校で文化祭があるじゃないですか！『文化祭』つまり『お祭り』！　僕たち保護者もそれらしい格好をした方が文化祭が盛り上がって、貢献できるかなと思いまして。優ゆう樹きくんに衣装を見てもらっていたんですよ！」

「へぇー賢けん悟ごくんはやっぱり真面目だね。あたしは衣装を着て保護者側から文化祭を盛り上げるなんて考えもしなかったよ」

　茜あかねさんは賢悟さんの嘘うそにころっと騙だまされる。

　くそ！　賢悟さんめ！　さっき怒らなかったのは茜さん、好意を寄せている人が側にいたから格好をつけるため襲うのを我慢していたんだな！

　だが、お陰で助かった！

　オレはふらつきながらも、携帯をポケットにしまう茜さんの横で靴くつを履く。

「なんだ優ゆう樹き、オマエも帰るのか？」

「はい、茜さんと一緒に帰ります！」

「優樹くんは遠慮なく居てくれていいんだよ。小さ夜よもそろそろお風ふ呂ろから上がって来るだろうし、せっかくだから今夜は焼き肉パーティーを開こうじゃないか」

　ホッケーマスク越しに賢悟さんが引き止めてくる。

「いえ、本当におかまいなく」

「いやいや、かまうよ、まだ僕は君になんのおもてなしもしてないんだから」

「勘弁してください！　ほんと勘弁してください！」

「美お味いしいお肉用意するよ。新鮮なお肉、準備するよ。メノマエデネ」

「目の前っていうか、直接体験でしょ、それ!?」

　ヤバイ！　このままじゃオレが晩ご飯にされちゃう！

　執しつ拗ように引き止める賢悟さんを振りほどき、茜さんと一緒に帰る。

　小夜ちゃんの部屋にカバンを起きっぱなしだが命には代えられない。

　後で小夜ちゃんにメールして持ってきてもらおう……。





　◇






　金曜日、夜。

　文化祭準備期間最終日。

「段ボール足りないんだけど！」

「こっちはガムテープ！」

「おい！　そこ看板踏むなよ！」

　クラスは熱を帯び夜にも拘かかわらず怒号が飛び交う。

　明日の土曜日がプレ文化祭。

　これは生徒たちのみ参加できる。

　一般入場できるのは明後日の日曜だ。

　そのため金曜日は学校に無断で泊まり込み作業する生徒たちも多い。

　学校やＰＴＡは泊まり込みを了承はしていないが、黙認はしている。

　これも青春の一ぺージだという判断なのだろう。

　ただし中学生の泊まり込みは厳禁されていた。

　あくまで高校生のみだ。

　うちのクラスは的当て屋をやる。

　男子が段ボールで作った的を首からさげ、カニのように左右に動く。

　お客さんが粘着式のボールを投げ、その点数の合計で景品を貰もらえるというゲームだ。

　女子は可愛かわいい衣装を着て客引き＆景品を渡したり雑用をやったりする。

　だから準備は楽勝だろうとたかをくくっていたが、意外と手間取ってしまった。

　教室の飾り付けと、女子たちの衣装が人数分まだ揃そろっていない。

　お陰で午後十時スギ、うちのクラスも例に漏れず最後の山場を迎えているのだ。

　オレの隣で内装の飾りを作るスギが肘ひじで脇わき腹ばらをこづいてくる。

「昨日はよくもサボってくれたな。この忙しい時期に」

「ギロチンにかけられそうになったら、そりゃ来ねーよ！　今日手伝いに来てやっただけありがたいと思えや！」

　オレは肘を突き返す。

「おいおい知り合いの小学生に『パパ～♪』なんて呼ばせている変態が調子にのるなよ」

「オレが呼ばせてるわけじゃねぇよ、このチビ助野郎」

「身長の話はするんじゃねぇ！」

　スギが怒声をあげる。

　クラス中の視線が集まるが無視してにらみ合う。

　最初にスギが目をそらした。

「……男の友情なんて脆もろいもんだな。永遠だと思っていたのに女のことでこじれるなんて」

「同感だ。オレたちもう友達じゃいられないな」

「ああ、長い付き合いだったよ……じゃあな」

　オレたちは互いに背を向けあい歩き出す。

　もう二度とあの頃ころのように楽しく語り合うことはできないだろう。

「失礼します」

　場違いな声。

　教室の扉を開け戌いぬ威い小さ夜よちゃんが顔を出す。

「小夜ちゃん？　それに愛め衣い、久遠くおん。こんな遅くにどうしたの？　中学生は徹夜厳禁だろ」

「そろそろお腹が減ってる頃かと思いまして、愛衣ちゃんたちと一緒に作業しながらつまめるモノを作ってきたんです」

　小夜ちゃんは手に持っていた重箱を掲げる。

「それにしては量多くないか？　オレ一人じゃこれはちょっと食べきれないぞ」

「あたりまえでしょ、優ゆう樹き一人に食べさせるわけないじゃない」

「へぇ？」

「……お兄ちゃんのクラス分」

『ウオォォォオオオォォォォォォオォッ！』

　久遠くおんの言葉に教室に残っていた生徒たちが歓喜する。

　城じよう南なん高校、中学のアイドルである彼女たちの手料理が食べられるのが皆うれしいのだ。

　小さ夜よちゃんが空いている机に重箱を置き、ウェットティッシュを取り出す。

「よかったら使ってください。おにぎりは梅、こんぶ、鮭です。お好きなのをどうぞ」

　彼女の言葉に生徒たちは作業の手を止め群がる。

　久遠は紙コップと魔法瓶びんを取り出した。

「……熱いお茶もあります」

　すぐに久遠の前にも人だかりができる。

　愛め衣いは事前に確保しておいてくれたおにぎりを渡してくれる。

「あれ？　ありすさんとそらさんは？」

「女子たちは被服室に篭こもってるよ。ミシン使って明日の衣装の最終仕上げ中……ん？」

　彼は小夜ちゃんと久遠の列に加わらず遠巻きに距離を取っていた。

「スギ……」

「同情は要いらねぇよ。俺おれたちはもう友じゃない。優樹からの施しは受けられないさ！」

　彼は背を向け痛いほど拳こぶしを握る。

「スギ……小夜ちゃんと久遠が作ったおにぎりとお茶を食べてくれ」

「同情は要らないって言ってるだろ！」

「同情じゃねえよ！」

　オレは小夜ちゃんからおにぎりを受け取りスギに差し出す。

「同情じゃねぇよ、これは仲直りの印さ」

「優樹……」

　スギがおにぎりごと手を包み込んでくる。

「ごめんな、ギロチンにかけようとして。もう優樹に殺意を抱いたりしないよ」

「よせやい。ほら食べろよ」

「ありがとう！　ありがとう！」

　スギは涙を流し、おにぎりを頬ほお張ばる。

「美う味まい！　こんな美お味いしいおにぎりを食べたのは生まれて初めてだ！」

「ありがとうございます」

　小夜ちゃんが嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「こんな美う味まいおにぎりを……ご飯を優ゆう樹きは普段から食べているんだよな……やっぱり殺す！」

「手のひら返すの早すぎだろ！」

「……お茶もある」

「久遠くおん、こんな速攻裏切る卑ひ怯きよう者ものにお茶など渡す必要ないからな」

「嘘うそだって。冗談だよ、冗談。久遠ちゃんお茶もらうね」

　スギは胡う散さん臭くさい笑みを浮かべ、久遠からお茶を受け取る。

「飲みやすさを重視しつつ、目を覚ますカフェイン効果を狙ねらってギリギリのバランスをとった濃さ。こ、これは！　もはや芸術品の仕上がりだよ！　うん、やっぱり優樹を殺そう！」

「だから早いって！　早すぎるって！」

　スギと漫才的やり取りをしながら、オレはおかかと鮭をもらった。

　おかかは甘じょっぱく、鮭は丁寧にほぐして入れてある。

　高級料亭で食べるようなおにぎりだ。

　お茶で最後の一口を流し込んでいると、久遠が身震いし愛め衣いの裾を引っ張る。

「……お姉ちゃん。ちょっと」

「ん？　分かった。それじゃ久遠が済ませて戻ってきたら帰りましょう。残っているのを先生に見付かったら面倒だし」

「……（こくり）」

　久遠はうなずくと一人電気が消された廊下へと消える。

「久遠はどこ行ったんだ？」

「察しなさいよバカ」

「うん？　あぁ、トイレか」

「声が大きいわよ」

「するぼッ!?」

　愛衣は肋ろつ骨こつの隙すき間まを狙って打ち込んでくる。

「め、愛衣さん……肋骨は正面の衝撃に強いけど、横には弱いから簡単に折れるんだよ。だから、そんな力いっぱい殴らないでくれ」

「デリカシーがない優樹が悪い」

「ですね。私も愛衣ちゃんの意見に賛成です」

　おにぎりを配り終えた小さ夜よちゃんまで同意する。

　その彼女が鼻を押さえた。

「どうかした小夜ちゃん？」

「なにか臭くありませんか？」

「臭い？」

　愛め衣いが慌てて、オレから距離を取った。

「優ゆう樹きあんた……」

「別にオナラなんてしてないよ！　ひどい誤解だ！」

「違います、そういう匂においではなく。もっといやな匂いです」

　小さ夜よちゃんがオレと愛衣のじゃれあいを真剣な表情で否定する。

　オレたちは改めて鼻を動かす。

「愛衣は何か匂うか？」

「私も別に匂わないけど」

「この匂いどこかで嗅かいだ気が……」

　小夜ちゃんはオレたちの声が聞こえないほど深く考え込む。

　火災報知器が鳴る。

　ガラスが割れるんじゃないかという大音量が学校中に響いた。

「な、なんだ、火事か？」

　文化祭の準備中の今、十分ありえる事故だ。

　様子を見に廊下に出ようと足を動かすが――小夜ちゃんに鬼の形相で襟首を掴つかみ引きずり倒された。

「ちょ!?　小夜ちゃん！」

「優兄さん！　愛衣ちゃん！　伏せて！」

　彼女はオレと愛衣を床に押し倒すと、置いてあった段ボールを覆い被かぶせる。

　クラスに残っていた生徒たちは意図が分からず眺めていた。

　そんな彼らの頭上から水滴が落ちてくる。

　さっきの火災報知器にスプリンクラーが反応したんだ。

　しかしその水滴の色が――黒かった。

「ぐがぁあッ!?」

　生徒たちが悲鳴をあげ倒れる。

「な、なんだよこれ……」

「動いてはダメです！」

　小夜ちゃんが鋭い声を飛ばす。

　水は数秒で止まった。

　しかし、教室に立っている人間はオレ、愛衣、小夜ちゃんの三人だけだった。

　スギやクラスメイトたちはみんな倒れてしまった。

　段ボールの傘から抜け出し、震える声で、

「さ、小夜ちゃん……」

「安心してください。彼らは気絶しただけです。その水には触れないように注意してください」

「気絶って……」

　愛め衣いは蒼そう白はくの表情でよろよろと立ち上がった。

「『呪じゆ水すい』です」

「じゅすい？」

「百鬼夜行、四し生しよう楼ろうでも禁止されている呪じゆ術じゆつ法です。水に呪のろいをかけ散布する方法で、現代でいう細菌兵器のようなものです」

「さ、細菌兵器!?」

「目標人物以外の不特定多数にまで被害を出す、非人道的なやりかたです。しかもこの匂においは一度父の仕事関係で嗅かいだあの匂いです」

　小さ夜よちゃんは怒りで犬歯を欠けるほど食いしばる。

「巫ふ蠱こね」

「「「!?」」」

　振り返ると、初はつ音ねお姉ちゃんが教室に入ってきた。

　彼女も文化祭の準備兼オレのボディーガードとして残っていたのか。

「蠱こ毒どくの派生系の呪術よ。器の中に多数の虫を入れて互いに食い合わせて、最後に生き残った最も生命力の強い一匹を用いるまでは蠱こ毒どくと一緒ね。その生き残った一匹をすりつぶし、薬草などと混ぜて乾燥させ粉末にするの。この呪いは一時的に妖力を爆発的に上昇させるけど、副作用として破壊欲を増強し暴走を引き起こす」

「それじゃスギたちは！」

　オレは倒れているクラスメイトが破壊欲を増強し襲ってくる姿を想像して思わず身構えるが、彼らに動く気配はない。

「安心して、一般人が襲ってくることはないわ。この呪いは妖あやかしや陰陽師ではない、耐性のない一般人が触れると昏こん倒とうするだけだから。でもこのまま放ほうっておけば命を落とすから、白猫に連絡を入れて百鬼夜行から対呪術救助隊を要請すれば、適切な方法で呪いをはき出させてくれるわ」

「問題は耐性のある者たちが浴びることです」

　小夜ちゃんが初音お姉ちゃんの台詞せりふに付け足す。

「この呪いを摂取すると、治っても後こう遺い症しようや依い存ぞん症しように苦しむことが多く、下へ手たに多量に呪いを浴びると廃人になるのは免れません。しかもこの呪いの恐ろしいところは二次感染することです」

「二次感染？」

「呪われた相手に触れるだけで、その相手も同じように呪われてしまうんです」

「そ、そんな危険な呪いが学校中にバラまかれたのかよッ」

　現在の惨状を理解すると、顔から血の気が引く。

　さらにある考えに思い至る。

　教室を飛び出そうとするオレを愛め衣いが引き止めた。

「ちょ、ちょっと優ゆう樹き！　どこに行くつもりよ！」

「ありす、久遠くおん、そらの様子を確認しに行くんだ！　下へ手たしたらあいつらさっきの水を浴びてるかもしれない！」

「そ、そっか。でもきっと大丈夫よ！　ありすさんも久遠も勘はいいし、そらさんなんて現代最強の陰陽師なんだから！」

　顔面蒼そう白はくになった愛衣が希望的観測を述べる。

　その希望を初はつ音ねお姉ちゃんが砕いた。

「この教室に来る途中、様子を見て回ったけど彼女たち水を浴びて倒れていたわよ。もうそろそろ目を覚まして暴走するでしょうね」

「ッ……」

　小さ夜よちゃんが瞳ひとみに涙をにじませ、拳こぶしを痛いほど握りしめる。

　オレは膝ひざから力抜け落ちるのを必死に堪こらえ、初音お姉ちゃんの言葉を否定する。

「じょ、冗談だよね？　だって、お姉ちゃんの肩やスカートだって少し濡ぬれてるのに普通に話してるじゃないか！」

「私は特別よ」

　だがオレの意見を初音お姉ちゃんが否定する。

「猫ねこ又また一族の『猫びよう鬼き』『黒くろ猫ねこ』。この世に存在するあらゆる呪のろいを身に宿した私にこの程度の呪いは意味がないわ」

　故ゆえに彼女は猫又一族内から隔離されてしまったんだ。

「でも、どうして！　誰だれがこんな酷ひどいことをしやがったんだよ！」

「『高たか天まが原はら』ね」

　初音お姉ちゃんが告げる。

「トラックで優樹さんを襲ったりしたけど、私が強すぎて傷ひとつ負わせることができなかった。だから搦からめ手てでこんな手を打ってきたのね。優樹さんを殺すのではなく、廃人化して使えなくしようと、こんな無差別テロみたいなやり方をしたんでしょうね」

　そして彼女は黒い水を指ですくい、言葉を続ける。

「呪じゆ水すいの力によって、『神かみ喰くい』が感染しなくても、側にいる妖あやかし暴走により大混乱を引き起こさせ――あわよくば同士討ち狙ねらい、最悪でも感染により戦力減を謀る。……しかもご丁寧に外に騒ぎが漏れないように、いつのまにか学校全体を覆う結界が張られていたわ。相手もなかなかやるわね」

「オレのせいで……ありすや久遠、そらが……」

「優ゆう樹き！」

「優兄さん!?」

　倒れそうになるオレを愛め衣いと小さ夜よちゃんが両りよう脇わきから支える。

「優兄さんのせいではありません！　全部、『高たか天まが原はら』のせいです！　だから気を確かに！」

「初はつ音ねさん！　もっと言葉を選んでください！」

　愛衣が睨にらむが彼女は気にしない。

「私は事実を述べてるだけよ。それに絶望するのはまだ早いわ。彼女たちを救う方法がひとつだけあるわ」

「それ本当!?　初音お姉ちゃん！」

　オレはすがりつくように彼女を問い詰める。

「呪のろいは妖力と混じるから分離不可能になる。だから、優樹さんが妖力ごと呪いを吸い取ればいいのよ。妖力は湧わき水みずのようなもの。一度で呪いが吸収できなければ二度、三度繰り返せばいい」

「だったら今すぐ彼女たちとキスをすれば！」

　オレは今の状態でも妖力を吸収することはできる。

　しかし初音お姉ちゃんはその提案に首を振った。

「完全に覚かく醒せいした状態でやらなければ、逆に呪われてしまうわ。今の優樹さんは水でも、ジュースでも、炭酸水でも飲める。けどフィルターがないから汚水を飲んだらお腹を壊す状態よ」

「初音お姉ちゃん、本当に神かみ喰くい能力を開花させればみんなを助けられるのか？」

「絶対、とは断言できないわ。神喰いが『巫ふ蠱こ』に呪われた人を救ったという記録はないから。けど、その気になれば人の魂さえ、自身のエネルギーへと昇華する神かみ喰くい一族なら可能でしょうね」

「そっか……なら、やっぱり神喰いの完全覚醒が条件か。でも、ずっと色々な方法を試しているけど覚醒しないんだよ」

「方法ならあるわ。私とキスをすればいいのよ」

「は、初音お姉ちゃんとキス!?」

　突然の提案に顔が赤くなる。

　愛衣と小夜ちゃんが当然食いついてきた。

「き、きき、キスですって！」

「優兄さんも何を喜んでいるんですか！　顔が真まっ赤かですよ！」

「いや、これはその……」

　だが初音お姉ちゃんの態度は変わらず説明を続ける。

「冗談や悪ふざけではないわ。優樹さんは神喰一族としてあと一歩のところまで来ている。最後の一線、蓋ふたが引っかかっていて取るのに苦労しているだけ。だから致死性の呪キいスをするの」

「死って!?」

　オレは情けなく上うわ擦ずった声こわ音ねをあげてしまう。

「毒を煽あおることで死にかけ能力発現をうながす。細胞をわざと死滅させ強化するようなものよ。それに致死性と言っても可能性は五分五分だから安心して」

「……その致死性の呪のろいを飲めばオレは『神かみ喰くい能力』を発現させて、ありすたちを助けることができるんだね？」

「おそらくね」

「優ゆう樹き！　そんなことやめて！」

　初はつ音ねお姉ちゃんの短い答えの後、すぐ愛め衣いが止めに入った。

「わざわざそんな危険なことしなくても、他ほかに目覚めさせる方法はきっとあるわよ。だから、そんな危険なことしないで」

「愛衣……けど」

　そんな彼女の台詞せりふに初音お姉ちゃんは、

「ふふふ……あっはっはははは！」

　大声を出し笑った。

　オレはその光景に呆ぼう然ぜんとする。

「ごめんなさい。笑ったりして。でも、愛衣さんがとても面白いことを言うから、つい。ふふふ……」

「わ、わたしは笑わすようなことを言った覚えはないわよ！」

「だって神かみ喰くい一族のうち、先天的に神喰い能力が発現しない人間は、ちゃんとした儀式的手順を踏まない限り能力は覚かく醒せいしない。けど、愛衣さんが優樹さんの手を握って神の力を流し込んだから、無理矢理半はん覚かく醒せいしてしまったんじゃない」

「!?」

　愛衣が初音お姉ちゃんの意図を理解し、息を飲む。

　初音お姉ちゃんはその反応に気付き、さらに追い打ちをかける。

「あの時、愛衣さんが手を握らなければ、神喰いの能力は永遠に発現しなかった。あなたがあの時自分の力をコントロール出来ないのを知って、無意識に優樹さんを妖よう気き吸収器として使わなければ。優樹さんが『高たか天まが原はら』に狙ねらわれることも、こんなテロで皆が苦しむこともなかった」

「あ、あぁ……」

　初音お姉ちゃんはオペラ歌手みたいに抑揚をつけて、

「あなたさえ優樹さんと出会わなければ、あなたさえ存在しなければ……これほどの惨劇が起きることはなかったのに。あなたは存在しているだけで皆に不幸を振りまいているのよ」

　彼女は片手で髪を優雅に払う。

「それなのに、不幸から脱しようとしている、あなたに庇ひ護ごされない力を得ようとしている優ゆう樹きさんのことを邪魔するの？　その力があなたを殺すかもしれないから？　もうこの方法しかないのに、あなたはまだ我わが儘ままを言い、優樹さんに不幸を押しつけるのね」

「ち、違う……わたしは……お父さん、お母さん……わたし――おにい、」

「やめてくれ！」

　オレは初めて初はつ音ねお姉ちゃんに怒声を浴びせた。

「これは愛め衣いのせいなんかじゃない！　『高たか天まが原はら』ってやつらがやったんだ。悪いのはそいつらだろ！」

「そうです優兄さんの言うとおりです！　この場で『ｉｆ』を並べても事態が好転しません。今は現実の問題に対処するべきです」

　小さ夜よちゃんも怒りを露あらわにしながら、頭を抱え蹲うずくまる愛衣に寄り添った。

『仙せん狸り』として生まれた彼女の力に母親が耐えきれず死んだ。

　それが原因で彼女はずっと父親に虐待を受けてきた。

　最近、過去から抜け出し始めたのに、これ以上彼女のトラウマ傷を刺激する意味はない。

「優樹さん、愛衣さんとは早い内に手を切っておきなさい。優樹さんと愛衣さん、あなたたちは絶対に結ばれない存在同士なのだから。想い合うぶん不幸になるだけよ」

「お姉ちゃん！」

　再びオレは怒声をはる。

　同時に下階で爆発音と高校校舎全体を揺らすほどの震動が続く。

「時間がないようね。優樹さん、神かみ喰くい能力を覚かく醒せいさせる覚悟はあるかしら？」

「ああ、もちろん」

「優兄さん！」

「大丈夫だよ、小夜ちゃん。オレ、悪運は強いから死んだりしないって」

　愛衣と小夜ちゃんを落ち着かせるため、わざと明るい声を出す。

「だから、すぐに妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かいに連絡してスギたちの呪じゆ術じゆつ除去作業をお願い」

「優兄さん……」

「優樹……」

　オレは心配する彼女たちの笑顔を向ける。

「初音お姉ちゃん、お願い」

「本当にいいのね？」

　オレは黙って頷うなずいた。

「……この針は、おぼ鉤かぎ、すず鉤、貧鉤、うる鉤」

　小声にかかわらず重く響く声こわ音ね。

　初はつ音ねお姉ちゃんの白くしなやかな指が、そっとオレのほほへ伸ばされる。

　致死性の呪のろいを宿しているにもかかわらず、近づく彼女は女神のようにただ美しかった。

　そしてオレは目を閉じ、初音お姉ちゃんは唇を重ねる。

「うぐっぁッ！　あぁぁあッ、あぁぁぁぁっぁッ!!」

「あ、が、ぐぅあぁぁぁぁあああぁぁあああああああああああああ！！！！！！！！」

　内臓が腐り爛ただれるような激痛。

　呪じゆ水すいに触れることすら構わずその場に倒れ、胸を掻かきむしる。

「優ゆう樹き！」

「優兄さん!?」

　意識を失う直後、視界に映ったのは愛め衣いと小さ夜よちゃんの泣き出しそうな顔だった。
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　記憶が蘇よみがえる。

　これはオレが小学校五年の頃ころの記憶だ。

　なぜそんな正確な年数が分かるかというと、幼い猫ねこ柳やなぎ愛衣が倉くら田た家に居るからだ。

　彼女は父親の虐待で、猫びよう桐どう茜あかねさんに引き取られた。

　愛衣とはオレが小学校四年生に出会った。

　彼女が猫桐家から出られるようになったのは、それから一年後のことだ。

　その間、小学校も自宅授業扱いだった。

　記憶シーンの外は暗く、オレがラップに包まれたおかずを電子レンジで温めこたつに並べている。

　小ぶりのお茶ちや碗わんに白米を盛って、箸はしと一緒に置いてから席についた。

「今日の晩ご飯は母ちゃん特製ハンバーグだぞ！　愛衣はハンバーグ好きか！」

　煮込みハンバーグではなく、シンプルなハンバーグだ。

　茶色の小判方のハンバーグが二つ並び、付け合わせにブロッコリーとニンジンが鎮座している。

「……うん、好き」

　今よりもずっと幼い愛衣が、久遠くおんのように静かに呟つぶやき頷うなずいた。

　ハチミツ色の髪はまだ短く、赤いリボンで結んだツインテールがぴこぴこ揺れる。

「オレも大好き！　美う味まいもんな。いただきまーす！」

「……いただきます」

「うめぇー。ハンバーグってどうしてこんなうめーんだろう。あっ、でもカレーも美う味まいよな？」

「ん、でも辛からいのじゃないのが好き」

「オレもだ！　あははははっ」

　何がおかしいのか自分自身でも分からないが、口に入ってたハンバーグを飲み下してから大笑いした。

「あっ、愛め衣い、その箸はしの持ち方違うぞ」

　正面に座る彼女は、昔のオレのように親指と人差し指で挟み箸を持っていた。

　オレは彼女に箸を持つ手を突き出す。

「こうやって箸は持つんだよ。な、愛衣と全然違うだろ？」

「こう？」

「違う、違う。こうだよ」

「ぐす、お兄ちゃんみたいにもてないよ」

「もう泣くなよ。たく、愛衣はオレがいないと何にもできないんだから。ちょっとそっち行くぞ」

　オレは立ち上がり、愛衣を抱えるように座る。

　彼女の手に自身の手のひらを重ねる。

「ひゃっ！」

「び、びっくりした。突然大声あげるなよ」

「ご、ごめんなさい。お兄ちゃんの手が冷たかったから……」

「ああ、そりゃ悪かった。ン、愛衣、顔赤いけど風邪か？」

「違うよ。……大丈夫だから、気にしないで」

「そっか。んで、箸はこうやって持つんだよ。親指をそえて、人差し指と中指で持って……口にごはん運ぶぞ」

「うん……」

　愛衣は小さな口を開け、お米を食べる。

「な、簡単だろ？」

「う、うん」

　愛衣は振り返りはにかんだ表情でうなずいた。

「あ、ほっぺにご飯がついてる」

　オレは愛衣の口元についた米つぶをつまみ食べる。

「お、お兄ちゃんっ」

「なんだよ。って、大丈夫か？　さっきより顔赤くなってるぞ」

「大丈夫、大丈夫だよっ」

　愛め衣いは早口で否定すると、うつむいてしまった。




　別の記憶が蘇よみがえる。

「愛衣、なんでずっと背中向けてるんだ？」

「だ、だって……」

　今度は愛衣とお風ふ呂ろに入った記憶だ。

　彼女は浴槽に入ってずっとオレに背中を向けたまま動こうとしなかったんだ。

「ほら、髪を洗ってやるからこっちに来いよ」

「いやだよ」

「どうして？　一人で頭洗えないだろ？」

「いい。明日、茜あかねさんに洗ってもらうから」

「昔、茜さんの家に泊まったとき髪を洗ってやらなかったら泣いて怒ったくせに」

「それは昔だからだよ」

　愛衣は拗すねた声をあげる。

「とにかく茜さんからちゃんと洗うように言われてるんだから。ほら、早く」

「うぅーお兄ちゃんこっち見ないでね？」

　愛衣は背中を丸め、ひょこひょことオレの前に座る。

　ボトルを押し、シャンプーを手のひらにのせる。

　愛衣の髪を丁寧に洗う。

「お客さん、どこか痒かゆいところはありませんか？」

「ふふふ、お兄ちゃん美容師さんみたい」

「違うぞ、オレは床屋さんだ」

「床屋さん？　なんで美容師さんじゃないの？」

「オレが男だからだよ。美容師さんは女の人しかなれないんだっけかな？」

「でも、テレビに男の人も映ってたよ？」

「そうだよな……あれ？」

　オレは首を傾かしげながら、シャワーの熱さを調整する。

「ほら、シャンプー流すから目をギュッとしろ」

「ちょっと待って、はい、いいよ」

　愛衣は両手で目を押さえ、ギュッと閉じる。

　勢いよく出るシャワーをかけ、髪に付いた泡を丁寧に洗い流した。

　髪一本にも泡が残らないように丁寧に洗い流す。

「はい、お終しまい」

「ぷふぁーっ」

　愛め衣いは雨に濡ぬれた子犬みたいに頭を振り、雫しずくを飛ばす。

　何度も手で顔をぬぐい。

「ありがとう、お兄ちゃん」

　愛衣は気持ちいい満面の笑みを浮かべた。




　再び記憶が暗転する。

「ひゃぁ！」

　暗いオレの自室。

　外は夜なのに、一瞬だけ真昼のように光る。

　激しい雨に、腹に響く雷が鳴る。

「大丈夫だって、オレが一緒にいるんだから」

「う、うん。お兄ちゃん、どこにも行っちゃダメだよ……」

「分かってるって」

　愛衣は雷が怖くて、しいてやった布団を抜け出しオレの所に入ってきた。

「ひゃぁッ！」

　光、大型ダンプの排気音を三倍ぐらい大きくした雷鳴が部屋に響く。

　愛衣はオレの腕の中にすっぽりと収まりぶるぶると震えている。

「お兄ちゃん、怖いよ」

「寝ちゃえば怖くなくなるって」

「でも怖くて寝られないよ……」

　暗くら闇やみで表情は分からないが、彼女の声こわ音ねは涙で濡れている。

　オレはさらに愛衣を自分へ引き寄せ、腕を彼女の背中に回した。

「お、お兄ちゃんっ」

「なら寝られるように子守歌を歌ってやるよ」

「子守歌？」

「そうだぞ。う、うぅん、」

　咳せき払ばらいして喉のどの調子を整えて静かに歌い出す。

「からす　なぜなくの　からすはやまに　かわいいななつの　こがあるからよ

　かわいい　かわいいと　からすはなくの　かわいい　かわいいと　なくんだよ

　やまのふるすへ　いってみてごらん　まるいめをした　いいこだよ」

　歌いながら愛衣の背中に回した手でリズムを刻むように軽く叩たたく。

　体を強こわ張ばらせ怖がっていた愛衣から、徐々に力が抜け落ちていく。

　気付けば日ひ溜だまりで眠る子猫のように穏やかな寝息をたて眠りに落ちていた。




　オレは初はつ音ねお姉ちゃんにしてもらって嬉うれしかった幸せだったことを、愛め衣いにしてやっていたんだな。

　だがそれは、オレが自分の傷を、愛衣に押しつけていたってことなのだろうか？

　お姉ちゃんが自分の中にある何かを、オレの中に見つけていたように。

　その傷を、愛衣に押しつけていたのかもしれない。

　オレのただの自己満足として。

　――だとしたら。

　もしも、愛衣がオレのことを好きだとしたら。

　それは、オレがお姉ちゃんに憧あこがれているような、そんな気持ちなのかもしれない。

　ただ与えられたことが嬉しくて、受け入れてくれることが嬉しくて、

　そんないびつな関係で――




　そんなのは恋じゃない。

　ただの、押しつけあった不幸の連鎖に過ぎない。

　愛衣は、つまり、オレのことを家族として好きなのであって。

　男として、好きな訳でもなんでもないのかもしれない。

「うぐぅうッ……」












　再び内臓をドロドロに焼き、溶かし、腐るような痛みに悶もだえる。

　痛くて、痛くて、痛くて……オレは涙を流した。
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　城じよう南なん高校三階。

　大きく、赤い月が夜天の浮かぶ。

　教室に明かりは灯ともっているが、人の声も気配もない。

　まるで墓場だ。

　蛍光灯のついていない廊下を歩く人影。

　教室からは規則的な距離で光が漏れている。

　その光が一人歩き続ける女生徒を照らす。

「そらさん……」

　現代最強の陰陽師、四し生しよう楼ろうの一角、千ち影かげ一族の現当主、千影そら。

　猫ねこ柳やなぎ愛め衣いと戌いぬ威い小さ夜よが、彼女の進行を遮るように廊下に並ぶ。

　そらの目の焦点が合ってない。

「あは、ははは、愛衣ちゃん、小夜ちゃん、こんなところでなにしてるの？」

「……そらさんはどちらに行かれようとしているのですか？」

「そらはね、ゆうくんに会いに行くのー」

　そらの口調はいつもより間延びしている。

　まるで酔っぱらっているようだ。

　愛衣が沈痛な表情で問う。

「優ゆう樹きに会って何をするつもりなんですか？」

「うふふふ！　そら、ゆうくんに会ったらねぇー、二人っきりでかけおちするんだー。でも、そらの言うことをゆうくんが聞いてくれなかったら、何をするか分かんないなー」

　呪じゆ水すいの影響でそらの攻撃性が極限まで高まっているのだ。

　戌威小夜は理解していながらも、そらの言葉に語気を強める。

「今、優兄さんはそらさんたちを助けるため、死にそうな思いをしています。その邪魔をさせるわけにはいきません！」

　小夜が声と同時に走り出す。

　愛衣も後に続いた。

　そらは足下から大量の――比ひ喩ゆではなく三階廊下周辺を破壊するほどの影人形を生み出す。

　愛衣と小夜は崩れる廊下と共に三階から投げ出されるが、彼女たちは慌てず妖あやかしの姿に戻り難なく校庭に着地する。

　千ち影かげそらは空中で城じよう南なん高校制服から、袖そでもない肌の露出面積が高い巫み女こ装しよう束ぞく姿になる。

　さらにその上から影をまとった。

　手てつ甲こう、籠手、胸むね当あて、額ひたい当て、腰には前後左右に平面状の黒板がスカートのように広がり、肩口にも同じ形状の黒板が張りつく。

　これが一万人分の影を纏まとった千影そらの本気の――『戦巫女』姿だ。

　彼女は三階からの落下速度と合わせて、自身の背丈はある薙刀なぎなたを愛め衣いたちに振り下ろした。

　愛衣たちは危険を察し、その場から大きく後退する。

　その予感通り、落下したそらの薙刀の一撃は、校舎を揺らすほどの衝撃と校庭に大きなクレーターを作り出す。

「そらさん！」

「愛衣ちゃん、行ってはダメです！」

　愛衣は声をあげ、慌てて駆け寄るが、その手を小さ夜よが止める。

「でも、あんな砲弾みたいに地面に激突したら……」

「大丈夫ですよ。相手はあの現代最強の陰陽師ですよ。ほら」

　土煙が少しずつ晴れていく。

　そこには千影そらが無傷で立っていた。

　小夜は表情を引き締め忠告する。

「愛衣ちゃん、私たちの目的はあくまで優兄さんが目覚めるまでの時間稼ぎです。そらさんを心配することでも、倒すことでもありません。目的を忘れてはダメですよ」

「ごめんね。そうよね。目的を忘れちゃダメよね」

　彼女たちの目的ではひとつ――倉くら田た優ゆう樹きが神かみ喰くいに目覚めるまでそらたちを彼に近づけさせないことだ。

　詩し猫びよう初はつ音ねには優樹の護衛を任せてきた。

　最悪、愛衣たちが二次感染して倒れても、彼女なら彼を守ってくれるだろうと考えたからだ。

　そらは校庭落下から完全に立ち直り、薙刀を構え直す。

　地面がめくれるほどの強さで地を蹴けり、愛衣たちとの距離を縮める。

「愛衣ちゃん！　そらさんの動きは巫ふ蠱この影響で、攻撃性が極限まで高ぶっているせいで単純です。落ち着いて向き合えばかわすのは容易ですから！」

「分かったわ、小夜ちゃん！」

　そらの薙刀の横一いつ閃せんを愛衣と小夜は、それぞれ左右に散って回避する。

　そらがどちらに向かうか迷う。

　愛め衣いたちはチャンスとばかりにまた彼女から距離を取るため、膝ひざに力をためた――が、

「え？」

　愛衣は惚ほうけた声を出してしまう。

　なぜなら目の前の空間が突如として、蜃しん気き楼ろうみたいに歪ゆがんだからだ。

　刹せつ那な、焦げ茶色の髪をした少女――狐きつね火び久遠くおんが姿をあらわし、愛衣の腕を掴つかんだ。

　久遠は妖力の増加のお陰で移動しながら化けることが可能となった。

　その力を使い、タコやイカが皮膚の上に点在する色素細胞を拡大・縮小することで一瞬のうちに周囲の色に合わせるように、風景に溶け込むように擬態したのだ。

「……どうしてお姉ちゃんばっかり、お兄ちゃんと一緒にいるの。もっと早くお兄ちゃんと出会っていたら、久遠がその席に座れたの？」

「くッゥ！」

　長なが袖そでの上からじゅくじゅくと巫ふ蠱この呪のろいが染みこんでくる。

　呪いの激痛のせいで、久遠の腹部を狙ねらった肘ひじ鉄てつに反応が遅れる。

　重い砂袋で殴打されたような衝撃がみぞおちを襲う。

　鈍痛で息が止まり、衝撃で地面を転がったが、幸いにも久遠との距離を取ることができた。

　愛衣は地面に倒れたが、腕に力を込めさらに距離を取ろうとする――が、

「ッ!?」

「あはははは！　愛衣ちゃん。愛衣ちゃんはどうしてそらの邪魔をするのかな？」

　いつのまにか目の前に千ち影かげそらが立っていた。

「愛衣ちゃん！」

　小さ夜よは彼女の危機に駆け寄ろうとするが、犬いぬ神がみの本能が鋭敏に危機を嗅かぎつける。

　彼女はとっさに体を丸め急所を隠し、防御態勢を取る。

「きゃぁぁあぁッ！」

　小夜はまるでトラックにはね飛ばされたように地面を転がる。

　くらくらする頭を抱え彼女は自身をはねたモノに目を向ける。

　その相手は兎うさ月つきありすだった。

「ねぇ小夜ちゃん、ユウキ知らない？　ユウキと遊ぼうと思ったけどどこにもいないの。二人っきりで永遠に遊ぼうって思ってたのに――どこにもいないの！」

（足に妖力を集中して兎月一族特有の脚力を限界まで強化して跳んでるんですね。まるでカタパルトです）

　意識が霞かすむ。

　ありすが音速かと思う程の速度で衝突してきたのだ。

　いくら犬神でも、すぐに動き出せるダメージではない。

　滲にじむ視界の端で、親友の猫ねこ柳やなぎ愛衣へそらが薙刀なぎなたを振り上げる。

「め、愛め衣いちゃん……ッ」

　小さ夜よは腕を伸ばすが届かない。

「うふふ、ゆうくん大好き！　そらのゆうくんを取る悪い子はだれ!?　くすくす、くすくすくすくす！」

「そらさん、くッ、やめて……ンッ！」

「……もっと早く、お姉ちゃんより早くお兄ちゃんに出会ってれば。久遠くおんがお姉ちゃんの代わりになれたのに……」

　腹部の痛みがとれず、すぐには動けない愛衣は声をあげるがそらには届かない。

　さらに虚うつろな目をした久遠が、ゆらゆらと幽鬼みたいに歩み寄ってくる。

　彼女たちをただ殺すだけなら簡単だ。

　愛衣が『仙せん狸り』の力を全力で振るえばいいのだ。

　しかし、愛衣は殺されそうになっても、巫ふ蠱この呪のろいに感染しても彼女たちを殺そうとはしなかった。

「――――」

　代わりに彼女は呟つぶやく。

　一人の少年の名を、必死に呟いた。

「樹……はやく、みんなを……優ゆう樹きッ」

　そらが薙刀なぎなたを振り下ろした。

　愛衣にそれを回避する余力はない。

「ッ！」

　彼女は覚悟を決め、固く目を閉じる。

「………」

　だが、いつまで経っても痛みは襲ってこなかった。

　代わりに頭上から聞き慣れた声こわ音ねが下りてくる。

「大丈夫か、愛衣？」

　声に反応して、ゆっくりと長いまつ毛を震わせながら目ま蓋ぶたを開く。

　そこには待ちこがれた倉くら田た優樹が、愛衣を庇かばうように千ち影かげそらとの間に立っていた。

　そらの薙刀は何な故ぜか刃が消失していた。

　まるでよく出来た手品みたいに跡形もなく。

　愛衣は流れそうになる涙を堪こらえながら、照れ隠しに語気を強めた。

「こ、これぐらい平気よ。それよりちゃんと神かみ喰くいの力、使えるようになったんでしょうね？」

「ああ、もちろん」

　倉田優樹は千影そら、狐きつね火び久遠に警告するように、右腕を下から振り上げる。

「「!?」」

　彼の登場に驚いていた彼女たちは慌てて、距離を取る。

　優ゆう樹きの手にいつのまにか巨大な剣が握られていた。

　彼はその切っ先を彼女たちへ向ける。

　そして、新たな決意と共に誓いをたてる。

「絶対にありすも、久遠くおんも、そらも……みんなを救ってみせるよ！」





　◇






　オレこと倉くら田た優樹が握る剣は、銀色の幅広くツバもない両刃の大剣クレイモアだ。

　そら、ありすを差し置いて、最年少の久遠が一番最初に襲いかかってきた。

　本物の剣ではなく、吸収した妖力で作られている。

　なぜ大剣クレイモアかというと……これが一番オレがイメージしやすい武器だからだ。

「……お兄ちゃん、お姉ちゃんたちさえ居なくなれば久遠を見てくれるの？」

　そら、ありすを差し置いて、最年少の久遠が一番最初に襲いかかってきた。

　焦点の合っていない目だが、その動きは速く、低く、鋭い。

　右手に狐きつね火びを圧縮して作り出した炎のナイフを作り出し、足を狙ねらって刃を滑らせる。

「!?」

　だが、その刃は肉を刺し、焦がすことはできなかった。

　オレの握る大剣クレイモアにナイフが触れた瞬間、まるで水が熱で蒸発するように妖力を吸収し、炎はかき消える。

　彼女は虚うつろな目を限界まで広げ驚きよう愕がくする。

　オレはその隙すきを逃さず、大剣クレイモアを振り抜く。

「久遠！　ちょっと痛いけど我慢しろよ！」

　さきほど吸収した久遠の妖力を身体強化に回したお陰で、型は滅茶苦茶だが常人には目に見えないほどの剣速で剣を振るう。

　しかし久遠はそれをなんなく回避し、後ろへ飛び距離を取ると闇やみに溶けるように消えてしまった。

「久遠が消えた!?」

「光学迷彩のように周囲に化けて移動してるんです！　それより優兄さん前！」

「え？」

　小さ夜よちゃんの焦った声こわ音ね。

　地面に倒れた他ほかの敵はすでに眼中になく、ありすはオレだけに視線を注ぎ、地面に指をついてクラウチングスタートの体勢を取っていた。

「ねぇねぇユウキ遊びましょう！　一緒にずっとずっと永遠に二人っきりで遊びましょう！」

　彼女の目も焦点が合っておらず、笑い方も薬物患者のようだった。

　ありすは地面に鼻先が触れるほど身を屈め――その姿を消した。

　音が後を追うほどの超スピードで突撃してくる。

　妖あやかしである愛め衣い、小さ夜よちゃんですら反応できない速さだ。

　しかし、オレはさらに身体強化へと吸収した妖力を注ぎ込む。

　ありすは音速を越えたかと思える程の超スピードで腕を十字に交差し、体当たりしてくる。

　オレは逃げ出さず、妖力を足に注ぎ込む。

　彼女に倣ならって地を蹴けり、正面から激突した。

「きゃあぁッ！」

　ありすはトラックにはねられたように進行方向とは反対に吹き飛んだ。

　地面をごろごろと転がり、仰向けに倒れる。

　気絶したのか指一本動かさず、立ち上がる気配はない。

「同じスピードなら重いオレが勝つのは道理だよ」

　簡単な物理だ。

　質量の違う物体が、同じ速度で正面からぶつかったら、軽い方が吹き飛ぶ。

　互いに強化された妖力で防御力を高めている以上、音速で突っ込んでくるありすの動きを止めるにはこれしか方法がなかったのだ。

　だが、気を緩めるのは早い。

　すぐ側、ほぼ真横の空間が歪ゆがみ、焦げ茶色の髪の毛が姿をあらわす。

　久遠くおんだ！

　彼女はありすに勝利して微かすかに安あん堵どした心の弛ゆるみを狙ねらい、オレの脇わき腹ばらにナイフを突き立ててくる。

「つっぅううぅッ！」

　しかも丁寧に刃を寝かせ、肋ろつ骨こつの隙すき間まを縫い刺してくる。

　肉の内側は焼かれ、血液が蒸発する鳥肌が立つ嫌な音が聞こえてくる。

　オレは奥歯を噛かみしめ堪こらえ、久遠の突き刺す腕を掴つかんだ。

　無理矢理、ナイフを引き抜かせると刺し傷は巻き戻した映像のように塞ふさがる。

　これには正気を失っている久遠すら驚く。

　神かみ喰くい状態でいると妖力を消費して自動的に傷を治すのだ。

　久遠は焦点の合っていない瞳ひとみから、真珠のように輝く涙をぽろぽろと零こぼす。

「……どうして久遠じゃダメなの？　もっと早くお兄ちゃんと会っていたら、お兄ちゃんの一番になれたのに」

「久遠くおん……」

　彼女は涙を流しながら、空いた腕に新たなナイフを作り出し振り上げるが、

「今はちょっと眠ろうな」

　それより早くオレは大剣クレイモアの柄を腹部にめり込ませる。

　体から力が抜け落ちた久遠の体を抱き締め、そっとその場に寝かせた。

「うふふふ！　凄すごいね、ゆうくん！　強いねゆうくん！　そら、もっともっとゆうくんが大好きになったよ」

「…………」

　愛め衣いと小さ夜よちゃんの空いた距離のほぼ中央にオレは立っている。

　ありすは小夜ちゃんのすぐ側で、久遠はオレの横で意識を失っている。

　そらはいくら正気を失っていても、すぐには手を出さず、ずっと様子を窺うかがっていた。

　さすが現代最強の陰陽師と言ったところだろう。

　今は正面に立ち、陽気に不気味な笑いを零こぼしていた。

　オレと彼女との直線距離は約一〇メートル。

「ねぇねぇゆうくん、ゆうくんはそらが好き？　大好き？　愛してる？　もっともっと好きになってもらうにはどうすればいいのかな？　こうすればいいのかな？」

　彼女は地面に手を付き、意識を集中する。

「くああぁぁああぁッ！！！」

　咆ほう吼こうと共に影から間欠泉のごとく影人形が生み出される。

　黒い兜かぶとを被かぶり、鎧よろいをまとい手には日本刀や長なが槍やり、和わ弓ゆみを握っている。

　顔は卵のようにツルツルしており、そんな影人形が、何体も、何体も――無限に続くように生み出されその数は軽く千体を超える。

　彼女はやはり先程の戦いを観察してこちらの弱点に気付いたのだ。

『神かみ喰くい一族』の能力はたしかに妖あやかしや陰陽師にとって驚異だが、所しよ詮せんは個人技。

　一対多数の戦いでは容易に傷を負う。

　現にさきほど久遠が、狐きつね火びのナイフを脇わき腹ばらに突き立てた。

　だからそらは物量作戦を選択したのだ。

「すげぇ。これでもまだそらの十分の一しか力を使っていないんだから反則だよな」

　オレの称賛に、そらは薄く微笑ほほえんだ気がした。

　千体以上の影人形たちが彼女の背後に一八〇度、扇状に広がる。

　約千体対一。

　手数は圧倒的に相手が上。

　同時に襲われたら圧倒的に手が足りず、いつか体中を刀で串くし刺ざしにされるだろう。

「あはははは！　ゆうくん！　ゆうくんを倒してそらのモノにすれば！　そらのことだけ愛してくれるんだよねぇ！」

　壊れた瞳ひとみで陽気に笑う。

　そらはたしかにいつも笑っていた。

　だが、こんな不愉快に、不安にさせるような笑い方じゃなかった。

　彼女の笑顔はみんなの肩の力を『ふにゃり』と取り除くような春の日差しのような温かく幸せなモノだった。

　これ以上、彼女のこんな壊れた笑みを見たくない。

　そらが上げた腕を振り下ろす。

　主あるじの指示に従い、千体以上の影人形が黒い津波のように殺到してきた。

　オレは慌てず手にした大剣クレイモアをくるりと反転し、地面に突き刺す。

「だから、悪いがこんな戦い早く終わらせてもらうぞ」

　前に影人形を吸収し自身の妖力に変換する際、無意識に構成していた術式を分解し理解してしまっていた。

　どうやら吸収した術を理解し、自身で使うことができるようになるらしい。

　これも『神かみ喰くい一族』が恐れられるゆえんだろう。

「『影より出でて影より戻れ。ひ・ふ・み・よ・い・な・む・や・ここの・もも・ち・よろず』」

　突き立てた大剣クレイモアの影が、石を投じた水面のようにゆらゆら揺れる。

「『影かげ童どう子じ！』」

　そらの影人形が、雪崩のように襲いかかってくるが、大剣クレイモアの影から湧わき出でた銀色の甲かつ冑ちゆう騎士が影人形たちを押し返す。

　西洋鎧よろいを身に纏まとった影人形たちがオレの正面に並ぶ。

　手には大剣クレイモアより短いが両刃の両手剣・グラディウスに、銀の円えん錐すい形けいのランス、柄に鎖が伸び棘とげがある鉄球がついたモーニングスターなど西洋系の武器をもった銀色の騎士が生み出される。

　その数は約五百。

　数では負けているが、今のオレにはこれが精せい一いつ杯ぱいだった。

「それでも倒すのが目的じゃないから十分だ！」

　オレは自身の影人形に命令を伝達する。

　千ち影かげそらまでの道を切り開き、その道を支えろ、と。

　銀色の影人形たちはオレを中心に鏃やじり型に陣を取り、そらへ向かって突き進む。

　襲いかかってくる影人形を倒し、または受け流し支え道を切り開く。

　道は切り開かれ、そらと繋つながる。

　彼女の表情がよく見えた。

　さきほどまであった余裕は吹き飛び、視点の合っていない目をさらに揺らし身構える。

「千ち影かげそらぁぁぁぁああぁぁッ！」

　オレはプールしていた残りの妖力を身体機動加速に回す！

　大剣クレイモアは前方に付きだし、体を一個の槍やりと化し、頭からそらに突っ込んで行く！

　そらも残された力を防御に注ぎ込む。




「千ち影かげ流りゆう千せん影えい術じゆつ・影えい殻かく！」




　だが、神かみ喰くいの刃は『影殻』を卵の殻のように突き破る。

　そらの体を神喰いの刃が貫通し、地面に縫いつけた。

　押し倒した勢いで、左手と右足で彼女の体を固定する。

　これでもう動くことはできない。

「あっ！　ぐぅぁ！」

「安心しろ、そら。神喰いの刃は妖力の結晶、体を傷つけることはないよ」

　逆に任意で物体を切断することも可能だ。

「ゆうくん！　ゆうくん！　どうして!?　どうして、あの時、約束したのに……ねぇ、どうして！」

　そらの瞳ひとみからぽろぽろと涙がこぼれては落ちていく。

　彼女の妖力と一緒に、巫ふ蠱この呪のろいを吸収していく。

　妖力ぎりぎりまで吸い取ると、影人形は消え、そらも意識を失ってしまった。

「………」

　大剣クレイモアを引き抜き、オレの影人形と一緒に消す。

　そらの体を抱きかかえ、小さ夜よちゃんの側に歩み寄る。

　そらを寝かせると、次に久遠くおんを抱き上げ移動する。

　愛め衣いは自分の足で、小夜ちゃんの側まで歩いてきた。

　二人とも事件は片づいた筈はずなのに暗い顔をしたままだった。

　最初にオレが口を開く。

「二人とも、二次感染してるだろ？　今、呪いを吸収するから待っててくれ」

　愛衣と小夜ちゃんは黙って頷うなずく。

　オレを含めた誰だれもが分かっていながら口に出そうとしない。

　呪いで凶暴性を強化されたからと言って、ありす、久遠、そらの台詞せりふを無視することはできなかった。

　彼女たちは心の底で想っていたんだ。

『どうして自分だけを愛してくれないのか』

　みんなと暮らし初めて、数ヶ月――一緒に楽しく食事を取った。

　夜、テレビで懐かしの映画を集まってお菓子、ジュースなどを並べ観賞した。

　そらがバスタオル一枚で風ふ呂ろから上がり、牛乳をラッパの飲みしているところを目撃した。

　そのせいで愛め衣いたちからエッチな目で見るなと理不尽に怒られもした。

　泣きたいこと、お腹を抱えて笑ったこと、みんなで食べる美お味いしいご飯――オレたちはそういう時間をみんなと共有してきた。

　できれば永遠に続いて欲しいと願いたくなる、幸せな時間だった。

　しかし、やまない雨がないように、昇らない陽がないように――降り出さない雨はなく、沈まない太陽はないのだ。

　確かな終わりが近づいていた。
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　愛衣、小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおんの妖力を呪のろいと一緒に限界まで吸い上げる。

　そのためみんな意識を失い横たわった。

「どうやら終わったみたいね」

「初はつ音ね……お姉ちゃん」

　声に振り返ると詩し猫びよう初音お姉ちゃんが立っていた。

「……初音お姉ちゃんは呪いに抵抗を持ってるんだよね？　なら、どうして手伝ってくれなかったの。手伝ってくれたなら、愛衣と小夜ちゃんが苦しむ必要はなかったじゃないか」

　子供っぽい八つ当たりだと自覚していたが、口は止まらず彼女を責める。

「ええ、そうね。けど、私には気を失っていた優ゆう樹きさんを守る役目があったから。それにその方が私には都合がよかったから」

「都合？」

「ええ、ほら見て。これで私たちの逃亡を阻止する人たちはいなくなったわ」

　周囲には倒れた愛衣たち。

　一部破壊された校舎にいる生徒たちはみんな倒れている。

　百鬼夜行の対呪じゆ術じゆつ救助隊の到着までまだ時間があるだろう。

　たしかに逃亡するには最高のタイミングだ。

「屋上での答え、聞かせてくれるかしら？」

　目の前にいる初恋の姉から、地面に横たわる愛衣たちに視線を落とす。

「……ついていくよ、初音お姉ちゃんに」

　オレは薄い笑みを初恋の女性に向けた。

「お姉ちゃんのことは好きだし、ずっと憧あこがれていたから。それに昔お世話になった恩を返したいしね。だから、一緒に逃亡するよ」

「ありがとう優ゆう樹きさん」

「お礼なんかいいよ。それじゃ首輪チヨーカーの妖力を吸い取るよ。アゴを上に向けてもらってもいいかな？」

　愛め衣いたちから離れ、初はつ音ねお姉ちゃんの側に寄る。

「分かったわ。でも、その前にしておきたいことがあるの。いいかしら？」

「しておきたいこと？」

「ええ、とても重要なことよ。優樹さんちょっと目をつぶってもらっていいかしら」

「め、目をつぶるの!?」

　つまり、そういうことを初音お姉ちゃんはするつもりなのか？

　一緒に逃亡する前祝い的意味だろうか。

　オレは言われた通り黙って目を閉じた。

　自身の心臓音がうるさいぐらい聞こえてくる。

　彼女が一歩近づく足音が響き、そして、




　バチン！




　予想した甘酸っぱいモノとは一八〇度違う平手がほほを叩たたく。

「痛ッ！　な、なにするんだよ!?」

　オレは平手の痛みにほほを押さえ、尻しり餅もちをついてしまう。

　お姉ちゃんを見上げると、彼女は今まで見せたことのない怒りの表情を浮かべていた。

「バカにしないで」

「お、お姉ちゃん」

「私は優樹さんのことが本気で好きよ。逃亡生活中、百鬼夜行に拘束されるまで本当の意味で気の休まる時間はなかった。けど、優樹さん、あなたと過ごした一年は違う」

　彼女は真剣だった。

　言葉に真実という血と肉がちゃんとあり重さを感じる。

「今まで、この瞬間まで、私が本当の意味で必要とされていたのは優樹さんと一緒に過ごしたあの一年しかない。『黒くろ猫ねこ事件』を起こした私が、同じく制御しきれない力を持った貴方を見つけて、同じ時間を過ごして――ようやく、私の苦しみを分かってくれる人を、受け入れてくれる人を見つけたと思った。……私が、その事をどれだけ大切に想っているか。どれだけその事に縋すがってきたか、分かるかしら？　優樹さん、あなたまで私を利用しようとしないで」

「お、オレはお姉ちゃんを利用しようとなんてしてないよ」

「嘘うそね。これ以上、『高たか天まが原はら』に命を狙ねらわれて周りに迷惑をかけないため私に付いて行くつもりでしょ？」

「…………」

「私は好きでもない男に体を許すほど簡単な女ではないし、好いてもくれていない男に許すほど安い女ではないわ」

　この時ほど逃亡するのに最適なタイミングはない。

　難題だった逃亡防止チョーカーの妖力を吸収すると言っている神かみ喰くいまで居る。

　だが、彼女はその申し出を断った。

　オレが初はつ音ねお姉ちゃんを逃げ道にしたからだ。

　彼女の言うとおりオレは、愛め衣いたちに迷惑をかけないため彼女たちの前から姿を消そうとした。

　けれど彼女たちの情報網に引っかからない方法など知らない。

　だから初音お姉ちゃんに守ってもらおうとしたんだ。

　初恋の女性を、憧あこがれ、焦がれた女性を利用しようとした。

　オトコとして最低なことをしたんだ。

「でも、これだけは本当だよ。オレは初音お姉ちゃんが好きだった」

　それだけは嘘、偽りのない過去だ。

　今度はオレがその真実を証明できるなら魂を死神でも、夜天に浮かぶ満月にも捧ささげても後悔はない思いを抱く。

　彼女の目を見つめ返す。

「……ありがとう、優ゆう樹きさん」

　初音お姉ちゃんはそれだけ言って、背を向け歩き出す。

　神喰いに目覚めたオレに、もう彼女のボディーガードは必要ない。

　次に彼女の向かう先をオレは知らない。

　けど、それでいい。

　オレの初恋は今、終わりを告げたのだから。

　空からヘリのローター音が響く。

　百鬼夜行の対呪じゆ術じゆつ救助隊が到着したのだろう。

　長かった夜が終わりを告げる。




　そして、新たな物語が始まる。

　オレこと倉くら田た優樹が、幼なじみで婚約者の猫ねこ柳やなぎ愛衣、妖界に残るたった一人の『神』を――『喰い殺す』――新たな物語が。





■Epiloge







　日曜日。

　休日にもかかわらず、城じよう南なん高校、中学の生徒たちは体育館に集められていた。

　だが、みんなの顔に不平不満はなく、むしろ爆発寸前の火薬庫みたいな熱気であふれかえっている。

　体育館ステージには暗あん幕まくが下りている。

　その前に一人の生徒がステージへと上がってきた。

　悪友の大おお杉すぎ太た一いちだ。

　彼はわざとらしく咳せきをしてから、マイクのスイッチを入れる。

『あーあーテストテスト。本日は晴天なり、本日は晴天なり。えぇー土曜日のプレ祭は諸事情により開催を見送られましたが、本日これより城南中学・高校合同城じよう南なん祭さいを開催いたします』

　一昨日おとといの夜、生徒たちが『高たか天まが原はら』のテロ、呪じゆ水すい散布により多数倒れた。

　その後百鬼夜行と四し生しよう楼ろうが、呪のろいを除去。

　情報工作で、生徒たちは徹夜に耐えきれずみんな寝てしまったことになっている。

　幸いなことに呪じゆ水すいの影響で生徒たちに前後の記憶が無く、誰だれからも反論の声はあがらなかった。

　しかし破壊された校舎、グラウンドの修復のため土曜日のプレ文化祭は中止になった。

　表向きは火災報知器に異常があり、その点検だ。

　一日短くなったが、城南中学・高校合同文化祭を迎えることができた。

　ステージ上のスギが、オレの位置から分かるほどうきうきしている。

『本日最初のイベント、一発目を最大のテンションで迎えるため、我々実行委員はある方々と交渉しておりました。初めは難色を示され、断られるところでした。そのため苦渋の決断ですが、このイベントが成功したら某悪魔もきっと喜んでくれると説得し、その後城南祭中我々が邪魔をしないと誓約＆某初はつ音ねお姉様と悪魔の仲を妨害＆雰囲気作り諸々に協力するなどの約束を経て、約一週間前に色よい返事をいただきました』

　某悪魔の時点で、オレのことだと理解する。

　しかも約一週間前といえば、愛め衣いたちがなぜかオレを避けだした日と合致する。

「まさかあいつら……」

『それでは皆さま方、我らの努力と根性の成果を存分に楽しんでください！　ではよろしくお願いします！』

　スギの掛け声と共に、体育館の照明が落とされる。

　窓など外光が入る箇か所しよは分厚い暗あん幕まくで閉じ、隠され体育館は真っ暗になる。

　前にそらと入った夜の山と同じぐらい暗い。

　軽快な音楽がなり出す。

　体育館に集まった生徒、教師たちが歓声をあげ、いつのまにか手にしたペンライトを掲げ腕が千切れるほど振り出す。

　隣にいたクラスメイト男子に声をかける。

「ちょっと待ってくれ！　みんなどうしてそんなモノを持っているんだ？」

「えっ、倉くら田たは閣下からペンライトを支給されなかったのか？　今日は文化祭だから団員、一般人関係なく配るって聞いたんだけど」

「うん、その台詞せりふと今君が被かぶっている狐のお面で事情は全すべて分かったよ」

　つまり、オ悪レ魔だけ仲間はずれですか……。

　ペンライトでうっすらとステージが目視できる。

　ステージの暗幕がするすると上がる。

　音楽のテンポがさらに上がり、最高点に達する。

　同時にみんなが姿をあらわし、歌い出す。

　手にした銀色のマイク。

　彼女たちはみんなピッタリと肌に張り付くようなワンピースを着ていた。

　小さ夜よちゃんやありす、そらなど胸の柔らかさや腰のくびれが浮いて男なら誰だれでも釘くぎ付づけになってしまう。

　久遠くおんは胸は無いが足は長く、歳以上の妖よう美びさを醸かもし出している。

　バックから無数の光線が飛び出し、体育館天井を派手に踊る。

　そんな光に負けない動きでみんなが唄うたい、踊る。

　生徒たちは普段絶対に見られない小夜ちゃんたちの衣装姿に興奮して、彼女たちに合わせて唄い、ペンライトを腕が千切れるまで振るう。

　だが、彼女たちの中に愛め衣いの姿だけはなかった。

「病欠ってわけじゃないよな。朝、一緒に出たし」

　最初から彼女だけ出ないというわけでもないだろう。

　だが、理由を聞こうにも小夜ちゃんたちはステージ、関係者のスギは司会も忘れて最前列で必死に腕を振り回していた。

「ステージが終わってから聞けばいいか」

　オレはそれ以上深くは考えず、小夜ちゃんたちの歌と踊りに意識を集中した。

　だが、予想はひどく間違っていた。

　もしこの時、愛衣を探しに行っていたら、彼女を引き止めることができたかもしれない。

　これは随分経った後、聞いた話だ。

　時間は少しだけ遡さかのぼる。





　◇






　城じよう南なん高校屋上。

　金網越しに詩し猫びよう初はつ音ねは、体育館に向かう生徒たちを見下ろしていた。

　この日は風が強く、彼女の髪を乱した。

　この屋上には彼女の他ほかに二人いる。

　百鬼夜行の妖あやかし調ちよう査さ委い員いん会かい、猫ねこ叉また木ぎ志し郎ろうと、猫ねこ柳やなぎ愛め衣いだ。

　愛衣は舞台衣装姿で詩猫初音の話を聞き終える。

「う、嘘うそ……」

　一分以上かかって吐き出した最初の台詞せりふ。

　初音は振り返り、心底楽しそうな意地悪な笑みで、

「嘘じゃないわ。すべて事実よ。資料も見せたでしょ？」

　愛衣の手には書類が握られていた。

　猫叉木志郎――通称、『白猫』が準備した書類だ。

　今日、愛衣は文化祭のオープニングセレモニーとして準備してきた歌とダンスを披露する。

　その待機中に携帯で初音からメールをもらった。

『話がある。誰だれにも話さず高校屋上へ』

　そして愛衣は警戒しながらも屋上へと姿をあらわしたのだ。

「私の話はそれでおしまいよ。悪いわね。忙しい時に時間を作ってもらって」

「…………」

　だが愛衣はその場を動かず、膝ひざから崩れ落ちた。

「うっ、ぅぅ、っぅ……ッ」

　手にした書類をくしゃくしゃにして両手で胸を押さえ、うずくまる。

　初音に泣いている姿を見られるのが嫌で押し殺そうとするが、あふれる大粒の涙、哀かなしみの嗚お咽えつを完全に押さえることはできない。

　渇いて冷たい屋上のコンクリートに通り雨みたいにぽたぽたとシミを作る。

　愛衣の頭上から声が聞こえる。

「猫柳愛衣、『仙せん狸り』の生まれ変わり、彼を助けたかったら……分かるでしょ？」

　初音はうずくまる愛衣の頭を足で踏みつける。

　彼女はされるがまま、振り払おうともしない。

　それどころか――

「って……さい……」

「聞こえないわ」

「どうかわたしを……に入れてください」

　初はつ音ねが足をどけると、愛め衣いは顔をあげ懇願する。

「どうかわたしを『高たか天まが原はら』に入れてください」

　目に光はない。

　卑屈に愛想笑いを作っている。

　涙と額ひたいに滲にじんだ血で顔が汚れているが拭ぬぐうおうともしない。

　祈るように猫ねこ柳やなぎ愛衣は、ついさっきまで敵視していた詩し猫びよう初音に懇願する。

「どうかわたしを――に『殺してください』」

　強い風が彼女の最愛の人の名を掻かき消けした。

　初音は嗤わらう。

　彼女が長年探し、求め、夢にまで視みて欲した復ふく讐しゆうのパズルピースがこの時ようやく自身の手に揃そろった。

　初音は愛衣から十一月の青空へと視線を向けた。

　彼女は首に手をかける。

　チョーカーはまるで使い慣れた宝石箱の鍵かぎのように簡単に外れる。

　そのチョーカーを側に近寄ってきた白猫に渡す。

　彼はうやうやしく受け取ると、初音の手の甲に口づけをして再び下がる。

「ええ、いいわ。私、詩猫初音――『高天原』の長おさの権限で仲間に入れてあげる。力を合わせて百鬼夜行、四し生しよう楼ろう、猫ねこ又また一族……いいえ、この世に存在する全すべての一族を跡形もなく潰つぶしましょう。そしてあなたが望むとおり――」

　初音は罪ざい人にんの咎とがを許す聖母のような笑顔で告げる。

「倉くら田た優ゆう樹きに猫柳愛衣を殺させてあげる」

　初音は足を愛衣に突き出す。

「ありがとう、ございます」

　愛衣はほほに涙を浮かべながら初音の足に、誓いの口づけをした。




　その日、猫又一族、仙せん狸りで、倉田優樹の幼なじみで婚約者の猫柳愛衣は――オレたちの前から姿を消した。


【ＥＮＤ】







あとがき




　ついに倉くら田たくんシリーズも六巻に突入しました、斉さい藤とうです！　股またもとうとう八股です！

　今年前半必死に執筆しておりました、倉田くんのドラマＣＤがついに６／24に発売になります！　シナリオは特典を含め、全すべて斉藤が書かせて頂きました！　倉田くんが記憶を失い、全員と付き合っていると信じ込んで――という斉藤の煩悩（Ｈな方面含む）を体現した様な内容となっておりまして、さらに本巻でも出てきた烏からす乃の黒くろ依えとの出会い（＆お風ふ呂ろシーン）も入っております！　さらに愛め衣いたちを演じるのは信じられないほど豪華な声優陣！　まさに必聴の一枚！　また同時発売のコミック版倉田くん二巻も宜よろしくです！

　それでは今回はページも少ないので、さっそく謝辞へ！

　まず挿絵担当のフミオ様。初はつ音ねお姉ちゃん＆烏乃黒依（小学生なのに）が、最高にエロ可愛かわいいです！　なまもななせ様、ありすがとても可愛く、続きがとても楽しみです！

　また担当のＨ様、本巻でも原稿に鋭いご指摘を頂きまして誠にありがとうございます！　編集長様、校正様、営業様、書店様、本書にご尽力下さっている皆様、本当にありがとうございます！　そして本書をお手に取って下さった読者様。倉田くんが六巻まで来れたのも、ひとえに読んで下さっている皆様のおかげです。次巻も応援よろしくお願いします！
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